
    
      
        
      
    

  


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ねじ巻き精霊戦記 天鏡のアルデラミンXIII]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　先人の曰いわく──恋れん愛あいと結けつ婚こんは根本的に違ちがうものである。

　恋こい人びとたちの間で愛が育まれた結果として結けつ婚こんに至る、それは確かにひとつの理想だ。だが現実として、恋れん愛あいが当事者間の心理における現象であるのに対して、結けつ婚こんとは社会的に定義された制度である。必然、当人たちの愛し合う想おもいがどれほど純じゆん粋すいであっても、そこには不純物がてんこ盛りで押おし付つけられる。

「──基本的にはめでたいことよ。ええ、アタシだってそう思いますわ。可愛かわいい姪めいっ子のことですもの」

　それらの不純物の中でも最大の存在であることを自じ認にんしながら、帝てい国こく海軍大将エリーネフィン・ユルグスは声こわ高だかに語っていた。長テーブルの下座に居並ぶ一いち族ぞく郎ろう党とう──ユルグス家の縁えん者じやたちを代表して。

「けれども、ふたりのこの先を考えると、大きな問題が見えてきますわよね。それはそれは大きな問題が」

　その声を聞きながら、テーブルの突とつ端たんに主しゆ賓ひんとして座すわらされたふたり──マシュー・テトジリチとポルミニュエ・ユルグスはカチコチに身をこわばらせていた。名目上は主しゆ賓ひんだが、自分たちが問題の中心であるだけに、うかつな言葉は挟はさめない。

「つまるところ──どちらの家にどちらが入るのか。そこを決めないことには話を先に進めようがない。そうでしょう？　テトジリチ家のお歴々」

　テーブルを挟はさんだ向かい側に居並ぶ面々に向かって、ユルグス大将はそう問いかけた。彼かれの対面に一族の当主として座すわるミルトーグ・テトジリチ大たい佐さは、腕うでを組んで重々しく唸うなる。

「大将殿どののおっしゃる通りながら──簡単には決めかねますな、やはり」

　ゆったりとした口調で大たい佐さは言う。御ご三さん家けの一角ユルグスを相手取っても、その落ち着きに揺ゆらぎはない。

「手て前まえ味み噌そながら、この息子むすこはテトジリチ家が輩はい出しゆつした軍人の中でも最大の出来物と言えましょう。ゆくゆくは我わが家やを担になって盛り立ててくれることを願って止やみません。無論、ユルグスへの婿むこ入いりを求められることがどれほどの名めい誉よであるかも、重々分かってはおりますが」

「ご子息を手放したくない気持ちはお察ししますわ。それはもう、我わが事のように」

　肩かたをすくめてそう言い、傍かたわらの姪めいっ子に視線をやって、ユルグス大将は軽くため息をつく。

「けれど──こちらの事情も分かっていただけるでしょう？　人間的にはまだまだ未熟ですけど、ウチの姪めいっ子もこれでユルグスの船乗りですのよ。帝てい国こく海軍の今後を担になう──とまでは言わないまでも、先行きに関わる可能性は大いにありますわ。そうそう陸おかにやってしまうというわけにはいきませんのよ。キオカとの決戦を控ひかえた今となってはなおさらに」

　切実な声で大将は言い、その後を追うようにして、海軍の将校たちも口を開く。

「遅おくればせながら──先の海戦でのご子息の活かつ躍やくには、我々としても目が覚める思いでしてな。戦場の変転が目まぐるしい昨今、若い才能こそ未来を切り開くために必要なのだと実感しています」

「左様。海軍としては、相応の待たい遇ぐうをもってご子息を迎むかえ入いれる用意があります。ポルミニュエ海かい尉いと力を合わせて次の戦いに備える──というのも、決して悪い話ではないと思うのですがな」

　口々にユルグス大将を援えん護ごする海軍の面々。ミルトーグ大たい佐さは重く唸うなった。

「おっしゃることはごもっともですが……息子むすこは今まさに、陸の軍人として働きを求められているところでもありますからな。元げん帥すい閣かつ下かも重用してくださっておりますし」

　その言葉を聞いて、ユルグス大将の口元が微び妙みように引きつる。

「元げん帥すい閣かつ下か、と言うと──ここまで一言も口をお利ききにならず、そこでひたすら料理を口に詰つめ込こんでらっしゃるお方のことでして？」

　大将の目が向いた先に、場の全員の視線が集中する。マシューとポルミのテーブルを挟はさんだ反対側──下座の突とつ端たんの一席で、骨付きの羊肉をくわえた青年が「ん？」と顔を上げた。

「はんでひょうか？」

「イッくんイッくん、骨はお皿に置かないと」
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　隣となりに座すわるトルウェイが耳打ちする。骨に残った肉をきれいにかじり取ってから、イクタはやっと食事の手を止めた。

「ふぅ。──話は分かりました。ユルグス大将、そこでひとつ相談なんですが」

「何かしら、元げん帥すい閣かつ下か」

　問い返されて、青年は真顔で両手を組む。

「追加注文、しませんかね。──実を言うと、今日は羊よりも鶏とりの気分でして」

「本気でなーんにも聞いてなかったわねアンタはっ！」

　叫さけぶユルグス大将の傍かたわらで、マシューが盛せい大だいに肩かたを落とす。イクタは笑って首を横に振ふった。

「いえいえ、それが意外と聞いていまして。──マシューとぽるみん、どっちがどっちの家に入るかって話ですよね。陸軍と海軍の両方から引っ張りだこなんて、さすがだなぁ我わが友マシュー」

　うんうんとうなずき、青年はユルグス大将とミルトーグ大たい佐さを比べ見る。

「まぁ、実を言うと、いま論じ合っていた問題の何割かは近いうちに消えるんですよ」

「どういうこと？」

「マシューが海軍に出向するからです」

「おいこら!?」

　何一つ聞いていなかったマシューが慌あわてて立ち上がる。あら、とユルグス大将が眉まゆを上げた。

「意外ですわね、彼かれを海軍に渡わたすつもりがないから同席してるんだとばかり思っていましたのに。本当にもらっちゃっていいのかしら？」

「いえいえ、あげるとは言ってません。あくまで出向です」

　皿に残った骨をかじりつつ、イクタはにやりと笑う。

「知っての通り、もうじき海軍でも爆ばく砲ほうの導入が始まります。けれどそちらには現物を扱あつかった経験のある人間がいませんよね。誰だれが使い方を教えることになると思ってましたか？」

　その言葉に、小太りの青年が目を丸くする。

「お──おれが行くのか？　海軍に爆ばく砲ほうの使い方を教えに？」

「うん。多くの意味で、君がいちばん適任だからね」

　うなずくイクタ。ユルグス大将が露ろ骨こつに眉まゆ根ねを寄せる。

「吞のみかねますわね。海軍の身内になるのと、陸の軍人としてウチに来るのとでは話がまるで違ちがってよ。爆ばく砲ほうの指南役はそりゃ欲ほしいですけれど──体ていよく首輪をはめられるのはまっぴら御ご免めん」

　同意を込こめてうなずく海軍の将校たち。が、黒くろ髪かみの青年は首を横に振ふってみせる。

「首輪ではなく──パイプが通る、と考えていただくことは出来ませんかね。海軍の将来を見み据すえた時、ユルグスの縁えん者じやになったマシューが陸軍にいることは、後々になるほど大きな意味を持つと分かっていただけるはずです」

「──というと？」

「マシューの出世が佐さ官かん止まりだなんて、僕ぼくは少しも思ってないってことですよ」

　場が一いつ斉せいにざわついた。ミルトーグ大たい佐さが慎しん重ちように言葉を挟はさむ。

「……閣かつ下か。息子むすこを買っていただけるのは嬉うれしいのですが、この時勢です、あまり不用意なことは……」

「ええ。でも、少しは景気のいい言葉も必要かな、と思いまして。──僕ぼくが言いたいことくらい、ふたりともとっくに分かっていらっしゃるでしょう？」

　イクタはそう言い、両家の代表をそれぞれ比べ見る。

「間近に控ひかえた決戦は言わずもがな。その先を見み据すえるべき時期に、今はもう来ているんですよ。イグセムを要石とした従来の体制が過去のものとなった今、あなたたちの立ち位置もこれまでとまったく同じままではいられません。陸こちらの面めん倒どう事ごとにもそれなりに関わってもらいませんとね」

「……嫌いやな話ですわね。ユルグスウチを政争のいざこざに引っ張り出そうっていうのかしら？」

「自分から出て来ざるを得ないってことですよ。あなたたち海軍がこれまで特権的な独立性を維い持じしてこられたのは、イグセムが国内に絶対的な秩ちつ序じよを敷しいてきたからです。それが無くなった今、拠よって立つ地面は自らの足で踏ふみ固かためなければならない。そのことはお分かりでしょう？」

「……。具体的に、何をしろとおっしゃるの？」

「陸軍との連れん携けいを強めて欲ほしい──この一言に尽つきます。すでに時代は海防をあなたたちに丸投げしておける段階にはない。キオカは強敵です。あなたたちは単に『海軍』として戦うのではなく、『帝てい国こく軍』として我々と一いつ緒しよに戦って欲ほしい。でなければ勝ち目はありません」

　一転して強い口調でそう言われて、海軍将校たちは唸うなり声を上げる。その反応を眺ながめてから、イクタはぱっと顔を明るくした。

「マシューの出向も、そのための計らいのひとつです。どちらがどちらの家に入るかは悩なやましい問題だと思いますが──いずれにせよ、僕ぼくはふたりの今後に関して、その能力が十全に活いかされる形での配属を徹てつ底ていするとご承知おきください。今の帝てい国こくに有ゆう為いの人材を遊ばせておく余よ裕ゆうはない。ふたりにはキッチリ活かつ躍やくしてもらいます」

　あっけらかんとした、それでいて揺ゆるぎない若き元げん帥すいの言葉に、陸と海の将校たちは腕うでを組んで考かんがえ込こむ。が──その沈ちん黙もくも長くは続かず。ユルグス家の郎ろう党とうのひとりが、なおも強きよう硬こうに手を挙げた。

「……それはそれとしても、です。家同士の問題を後回しにするべきではないでしょう。この婚こん姻いんは今後の軍の組織図にも影えい響きようしてきます。早々に方針を決めなければ」

　そう言って、あくまでも議論を続ける姿勢を見せる。隣となりに座すわる将校が続けて声を上げた。

「いかにも。重ねて申しますが、私どもとしてはここはやはり、テトジリチのご子息に海での活かつ躍やくを願いたいと……」

「待たれよ！　陸軍との連れん携けいを強めよと、たったいま元げん帥すい閣かつ下かが仰おつしやったばかりだろう！」

　テトジリチ家の側からも負けじと声が上がる。海軍将校のひとりがふんと鼻を鳴らした。

「連れん携けいと言えば聞こえはいいが、貴き殿でんらが望んでいるのは命令系統の一元化ではないのか？　憚はばかりながら言わせてもらえば、我ら海軍を顎あごで使いたい魂こん胆たんが見みえ透すいている」

「魂こん胆たんも何も、それがむしろ自然なことだ。もとより海軍が帝てい国こく軍の一部門に過ぎないという事実を、貴公らは長らくお忘れのようだが」

「聞き捨てならん、これまで海を守ってきたのは我々ですぞ！　海軍の伝統を蔑ないがしろにするおつもりか！」

　続くほどに激しさを増していく言葉の応おう酬しゆう。その様子を眺ながめやり、イクタはむぅと唸うなって腕うでを組んだ。

「うーん、鶴つるの一ひと声こえとはいかなかったか……」

「困ったね、イッくん……」

　ぽつりとつぶやき、トルウェイは気き遣づかわしげに主しゆ賓ひんふたりの様子をうかがう。議論の外に置かれたまま、マシューとポルミの両名は何も口出しできずにいたが、

「ポルミちゃん、ポルミちゃん」

　そこに、予想外の角度から声がかかる。ミルトーグ大たい佐さの隣となりに座すわる彼かれの妻──ハンナ・テトジリチが、白熱する議論を尻しり目めに、いたずらっぽい笑え顔がおでポルミに話しかけていた。

「……？　は、はい」

　彼かの女じよが戸と惑まどい気味に応じると、ハンナはずいっと身を乗り出して言葉を続ける。

「始めからずっと聞きたくてね。ねぇ、ウチの息子むすこのどこが気に入ったんだい？」

「え!?」

　わくわくした面おも持もちでそう尋たずねるハンナに、ポルミは即そく答とうできず赤面する。と、隣となりでやり取りを耳にしたミルトーグ大たい佐さが言葉を挟はさんだ。

「ハンナ、そういう話はまた後で……」

「小難しい話のほうを後に回しな」

　瞬しゆん間かん、打って変わって厳きびしい声で切り返す。思わずのけ反ぞる夫からポルミに視線を戻もどし、テトジリチ家の女じよ傑けつは再び笑えみを浮うかべる。

「ごめんねぇ。めでたい席だっていうのに、ずっときゅうくつな思いをさせてるだろう。周りをこーんなこわい顔に囲まれてちゃ、せっかくのごちそうだって粘ねん土どと同じだものねぇ」

　痛つう烈れつなその皮肉に、議論を続けていた将校たちも驚おどろきを顔に浮うかべる。その中のひとりが、心外と言わんばかりに声を上げた。

「いや、お言葉ですがテトジリチ夫人。ご子息の婚こん姻いんは帝てい国こく軍の未来に関わる重大な──」

「時と場所をわきまえな！」

　ハンナの一いつ喝かつが場を制した。目を丸くする軍人たちをにらみつけて、彼かの女じよは一歩も引かずに声を放つ。

「ここは帝てい国こく軍の未来とやらを語り合う場かい？　違ちがうだろうさ、何よりも若いふたりの将来を思いやる席じゃないか。それがなんだい──いい大人が揃そろいも揃そろって、陸と海から欲よく得とく丸出しの引っ張り合いに明け暮れて。そんなことを続けてりゃ、間に挟はさまれたほうはしまいにちぎれちまうよ！」

　と、マシューとポルミのふたりを庇かばって言ってのける。その迫はく力りよくに両家の人々が言葉を失っている間に、黒くろ髪かみの青年が声を上げた。

「仰おつしやる通りです、ハンナさん。配はい慮りよが足りず申し訳ない」

　そう言って、隣となりのトルウェイと共に頭を下げる。が、ハンナは笑え顔がおで首を横に振ふった。

「アンタたちはいいんだよ、イクタ君、トルウェイ君。こうなることが分かってて、最初からずっと空気を緩ゆるめようとしてくれてたんだろう？　マシューを海軍に送るって話も、この手の口論をさせないための先手だったはずさ。それをまったく、ウチの人はちっとも気が利きかないで……」

　厳しい面おも持もちでじろりと夫をにらむ。妻の怒いかりを受けて、ミルトーグ大たい佐さは慌あわてて自分たちの行いを省かえりみた。

「待て、待ってくれハンナ。私が悪かった、確かに配はい慮りよを欠いていた」

「アタシに謝あやまってどうすんだい！　ポルミちゃんに頭を下げな！」

　ぴしゃりと言われた瞬しゆん間かん、大たい佐さはすぐさまポルミに向き直った。

「すまない、ポルミニュエ君。妻の言う通りだ。君と息子むすこのための席だというのに、君たちを差し置いて論を戦わせてしまった……」

「え!?　い、いえ、そんな……！」

　遥か年長の相手に頭を下げられて、ポルミは大おお慌あわてで首を横に振ふる。と──その光景を見ていたエリーネフィン・ユルグス海軍大将が、ひとつため息いきをついて小太りの青年を向いた。

「……アタシたちも、さっきの言い争いはさすがに品性を欠いた振ふる舞まいだったと認めるわ。これでいいかしら、マシュー君」

「ちょっ……！」

　自分に向かって頭を下げる海かい賊ぞく軍ぐんの頭目に、マシューはどう反応すべきか分からず硬こう直ちよくするが、裏腹にハンナはにこりと微笑ほほえんだ。両家の友好を望むのなら、ここでミルトーグ大たい佐さだけに頭を下げさせるわけにはいかない──そう判断した海軍大将の思し慮りよを察して。

「なんだい。やっぱり根はいい連中じゃないか！」

　嬉うれしげにそう言って、バツが悪そうにしている将校たちに、ハンナは明るい声で語りかける。

「家やら軍やらの問題については、今日のところはまとめて棚たなに上げとこうじゃないか。どうせ簡単に話がつく問題でもないんだ。いつか侃かん々かん諤がく々がくの議論をするにしてもさ──それが両家の顔合わせのこの時ってんじゃ、あんまりにも寂さびしいじゃないか」

　喋しやべりながら席を立ち、彼かの女じよはマシューとポルミの背後に回る。そこからふたりの肩かたに手を回して同時に抱だきしめながら、輝かがやくように力強い笑え顔がおで言ってのけた。

「揉もめ事ごとよりも祝い事から始めてみないかい。家族が増える──そればっかりは、この場の全員にとってめでたいことだろう？」







「──いやぁ、とても有意義な集まりだったね」

　六時間にも及およぶ会合がお開きになり、それぞれの親族を宿まで見送った後。イクタ、トルウェイ、マシュー、ポルミの四人は、息いき抜ぬきを兼かねて近場の店で再び顔を合わせていた。

「冗じよう談だんじゃない。ただただ疲つかれたぞ、おれは……。あんな顔ぶれ、軍議と何も変わらないじゃないか。案の定陸軍と海軍で言い争いになるし、それでお袋ふくろは大暴れするし……」

　ぐったりした様子で背もたれに体を預けながらマシューが言う。隣となりに座すわるポルミが口元を綻ほころばせた。

「そう？　アタシは嬉うれしかったけどな。マシューのご両親に挨あい拶さつできたし」

「ああ、ウチの両親とはさっそく意気投合してたな……。そっちの親おや御ごさんも来てたけど、おれのほうはだいぶ値ね踏ぶみされた気がするぞ。受け答えに気を使うのなんのって」

「大だい丈じよう夫ぶ、マーくんはきちんと振ふる舞まっていたよ。誰だれにも悪い印象は与あたえなかったと思うな」

　安心させるようにトルウェイが言いい添そえる。黒くろ髪かみの青年がこくりとうなずいた。

「僕ぼくとしては、ハンナさんの勇姿を見られて大満足だったね。あ──それと、終しゆう盤ばんに出てきた鶏とりの窯かま焼やきが秀しゆう逸いつだったかな。みんなあまり手を付けないから独ひとり占じめできて実によかった」

「あの場でバクバク飯ばっか食ってたのはおまえだけだっての！　あげくに追加注文までしやがって、どんだけ図太いんだ！」

　そんな非難もどこ吹ふく風で、イクタは運ばれてきた氷ひよう菓かをむしゃむしゃと口に運んでいる。ポルミがくく、と笑った。

「……これは内ない緒しよだけど。ウチの叔父おじ上うえ、よく元げん帥すい閣かつ下かのこと話してますよ。とぼけてるようで目め端はしが利きくからやりにくくって仕方ないって。分かりにくいけど、これ九割は誉ほめてますから」

「そりゃ光栄だね。僕ぼくとしてもユルグス大将は相手のし甲斐がいがある人物だよ。特に財源周りはまだまだ突つっ込こみどころが多そうだし、今後とも楽しくお相手願いたいな」

　意味深に含ふくみ笑わらい、それからイクタはマシューとポルミのふたりに目を向ける。

「なんにしても、ふたりのことは心から祝福するよ。政治的なもろもろは抜ぬきにして、ね。……こう言っても、今の僕ぼくの立場からだと説得力がないかな。出来ることなら、いち友人としてこの慶けい事じを祝いたかったんだけどね」

　寂さびしげに微笑ほほえむイクタ。そこに深い憂うれいを見て取って、マシューは首を横に振ふる。

「……見み損そこなうなよ。いくら面めん倒どう事ごとが多くても、それで祝いの気持ちを受け取り損そこねるおれじゃないぞ」

「そう言ってくれると、僕ぼくも救われるよ──」

　本心からそう言いつつ、マシューとポルミのふたりを眺ながめて、イクタはお茶の注がれた杯さかずきをそっと高く掲かかげた。







　一方で、半日ほど時を遡さかのぼり。この日、帝てい都とバンハタールの南側に建つ大講堂では、歴史的な会合が開かれようとしていた。

　会場の中は人でごった返し、彼かれらの不安と困こん惑わくのざわめきで満ちている。中央に置かれた演台と、それを囲む形で円形に並ぶ座席は、本来なら観劇を目的として作られたもの。しかし、この日はまったく別の用よう途とに用いられることになっていた。

「──開かい催さい時刻となりました。ご来場の皆みなさん、静せい粛しゆくに。どうか静せい粛しゆくに願います」

　頃ころ合あいを見て取り、演台に立った男がおごそかな声で口を切る。波が引くように会話が静まっていき、やがて緊きん張ちようをはらんだ静せい寂じやくが訪おとずれた。周囲をぐるりと一いち瞥べつして、男は再び口を開く。

「ありがとうございます。それでは──現在をもちまして、第一回帝てい国こく国民議会の開かい催さいを宣言させていただきます。申し遅おくれましたが、私は今回議事進行を務めさせていただくマーフ・アディーフと申します。浅せん学がくの身ゆえ拙つたないところもありましょうが、どうかご容よう赦しやを」

　来場者の視線が集中する中、アディーフはさらに言葉を続ける。

「休きゆう憩けいと宿しゆく泊はくを挟はさみつつ、今日より十五日間、皆みなさんにはこの場で各地域の抱かかえる問題について話し合っていただきます。それらの意見は書記によって記録された上で皇こう帝てい陛下へと奏上され、ひいては内閣によって審しん議ぎされることになります。政策の立案に際して重要な参考意見となるので、奮って話し合うように──と、陛下よりお言葉をいただいております」

　会場内に再びざわめきが広がる。彼かれらの懸け念ねんを読みとって、アディーフは補足した。

「不安に思われる方もおられるでしょうが、この催もよおしは紛まぎれもなくシャミーユ陛下が望まれたものです。さらに言えば、この場にお呼びした面々に貴族の方はひとりもいらっしゃいません。陛下が望まれているのは議論によって凝ぎよう縮しゆく・精せい錬れんされた『民たみの声』です。そこには現内閣の施し政せいに対する批判も含ふくまれます」

　来場者たちの間に動どう揺ようが広がった。批判も含ふくめて自由に語れ──急にそう言われたところで、これまで数えきれない首を刎はねてきた女じよ帝ていの膝ひざ元もとで、彼かれらにそうそう大だい胆たんな弁べん舌ぜつが振ふるえるわけもない。この集まり自体が叛はん意いを持つ者を炙あぶり出だすための罠わななのではないかと、そう疑う者さえ少なからずいたが、

「んだら、遠えん慮りよなく喋しやべらせてもらうが」

　そんな疑念が渦うず巻まく会場で、いち早く立ち上がって語り始めた人物がいた。際きわ立だって小こ柄がらな体たい軀くと濃こい褐かつ色しよくの肌はだ。人々の驚おどろきの視線を一身に集めたのは、帝てい国こく東方ユナクラ州から訪おとずれたシナーク族の長たる女性だ。

「シナーク族長ナナク・ダル。あてからの要求は三つだが。まず一つ目、農耕に使う牛と馬の融ゆう通ずう。土地の広さに対して数がまるっきり足りてねが。二つ目が近場の『神しん殿でん』の利用許可。今までは帝てい国こく人じんと揉もめんようひとつきりの『神しん殿でん』でやり繰くりしとったけども、遠くに住んどるもんは不便で仕方がね。三つ目は市場への参加の許可だが。軍が買い上げる分を除いて、あてらの作った作物を売らせて欲ほしいが」

　背筋を伸のばして堂々と語るナナクの姿に、発言を躊躇ためらっていた他の人々は揃そろって目を丸くした。帝てい国こく軍がシナーク族と相争った北ほく域いき動どう乱らん──その記き憶おくは未いまだ誰だれの記き憶おくにも新しい。今は帝てい国こく軍の管理のもとで農業に従事しつつ平へい穏おんに暮らしているとはいえ、多くの国民の中にシナーク族への差別は根強く残っている。この場の誰だれよりも肩かた身みが狭せまいのが彼かの女じよのはずだ。

「特に一つ目と二つ目は急がねと厳しいが。来年の収しゆう穫かくに直結するかんな。でっかい戦いを控ひかえた今、国ん中の食いもんの蓄たくわえが増えるのは、うぬらにとっても利があるはずだが」

　そして何より、ここでの発言は全て女じよ帝ていの耳に入る。来場者たちは肝きもを冷やした──ただでさえ他と比べて低い立場にあるというのに、この女は命が惜おしくないのかと。

　緊きん迫ぱくした空気の中でナナクが語り終えると、アディーフはその内容を書き留める書記の様子を視線で示し、それから微笑ほほえみを浮うかべて彼かの女じよを眺ながめた。

「要点のまとまった良い発言でした。陛下もお喜びになるでしょう。──今のナナク殿どののように、他の方々も積極的に意見を述べていただきたいものですね」

　と、彼かれは好意をもってナナクの発言を受け止める。司会のその言葉に、来場者たちは互たがいに顔を見合わせた。







「──陛下。これが本日の議事録になります」

　同じ日の夜。執しつ務む室しつで政務に励はげんでいたシャミーユに、ヨルガの手から紙の束が差し出された。書類に判を押おす手を止めてそれを受け取った彼かの女じよは、一枚一枚の内容に目を通していく。

「……ふむ。盛さかんな議論が為なされたとは到とう底てい言えぬが、それでも初日としてはましなほうか」

「ええ。シナーク族長ナナク・ダルが真っ先に堂々と発言したことが、少なからず他の出席者の背中を押おしたようです。彼かの女じよの立場からここまで口にしていいなら、自分たちも多少は──といったところでしょうか」

「あの女ならば物もの怖おじするまいと思って初日の焚たき付つけ役に呼んだが、どうやら正解であったな。──最初の発言者ナナク・ダルに褒ほう美びを取らせる。他の出席者たちの耳にも入るよう、大々的に喧けん伝でんしておけ」

　その言葉を受けて恭うやうやしく一礼するヨルガ。女じよ帝ていの顔にふと自じ嘲ちようが浮うかぶ。

「専制君主として恐きよう怖ふ政治を行う傍かたわら、議会を設立して民意を問う、か。……国民の目には、さぞちぐはぐな施し政せいとして映っていることであろうな」

「政治に新しい仕組みを取り入れるのですから、多少の戸と惑まどいはあって当然です。肝かん心じんなのは、新たに設けた制度が上手うまく働くかどうか──その一点に尽つきるかと」

「……うむ、そうだな。そなたの言う通りだ」

　シャミーユはうなずいてかぶりを振ふった。彼かの女じよの思考が自じ虐ぎやくに流れ始めた時、ヨルガは意識してそれを止めるようにしている。少女の心を癒いやすための、ささやかな試みのひとつだった。

「──着信。イクタから」

　と、そこで机の上に載のっていたシアが声を上げた。シャミーユの目がそちらを向く。

「ソロークだな、声を通せ。──余だ。そちら、聞こえているか？」










「──うん、よく聞こえるよ。こっちはいまナナクと合流したところでね。議会の様子はもう伝わっているかい？」

　時を同じくして。帝てい都との一角にある茶店の個室で、イクタは宮殿のシャミーユと声を交かわしていた。

「うむ、たったいま議事録に目を通したところだ。初日の首しゆ尾びとしては上々であろう。ナナク・ダルもそこにいるのだな？」

　精せい霊れいを通して女じよ帝ていの声が響ひびく。名指しされたナナクが鼻を鳴らして口を開く。

「ああ、おるが。言いたいこと言ったけど、なんか文句あっか」

「いきなり突つっかかるな、むしろ逆だ。そなたのおかげで議論が活性化し、辛かろうじて形になった。礼を言う」

　予想以上にまっすぐ功を称たたえられて、ナナクは目を丸くした。

「……受け取っとく。んだけど、礼じゃ仲間の腹は膨ふくれねぞ」

「分かっている。牛馬の調達と神しん殿でん利用の件に関しては即そく時じ対応の予定だ。市場への自由参加に関しては調整が必要だが、そう長くは待たせぬ。また、それらとは別に、今日の功を称たたえてそなたに褒ほう賞しようを取らせよう。明日の午前十時に宮きゆう殿でんへ参さん内だいするように。時間厳守だ」

「礼を言うときでも偉えらそうだな、うぬは！」

「曲がりなりにも皇こう帝ていであるからな。──マシューとポルミニュエ・ユルグスもそこにいるのだな？」

　女じよ帝ていに声を向けられて、ポルミが慌あわてて椅い子すから腰こしを浮うかせた。彼かの女じよが言葉を選んでいる間、先にマシューが返答する。

「はい、います。聞こえてます」「きょ、恐きよう縮しゆくです、陛下……！」

「うむ──親族の初顔合わせはどうであった。そうした場においては、エリーネフィン・ユルグスはなかなかの曲者くせものだったと思うが」

「ええと、親父おやじのほうも押おし負まけてはいなかった……と思います。婚こん約やくも本決まりになりました。でも、なんかおれが海軍に出向する流れになりそうで……陛下は知っていらしたんですか？」

「そなたは知らなかったのか？　その件はずいぶん前からソロークと話していたはずであるが……ああ、いや、分かった。許せマシュー。その男の悪ふざけを、どうやら余は察せなんだ」

　事情を察した女じよ帝ていが精せい霊れい越ごしにため息を響ひびかせる。マシューとポルミの視線を受けて、黒くろ髪かみの青年は悪びれずに微笑ほほえんだ。

「悪ふざけなんてとんでもない。気の利きいた友人たるもの、いい知らせにはサプライズを伴ともなわせるものさ」

「それを続けているといずれ逆ぎやく襲しゆうを受けるぞ、そなたは。──なんにせよ、余からもふたりの婚こん約やくを祝わせてもらおう。末永く幸せに──と、簡単には言ってやれぬ時勢ではあるが。せめて、そなたらがそうあることを切に願っている」

　それから二言三言交かわすと、相手の緊きん張ちようが伝わったこともあり、シャミーユのほうから気を利きかせて通話を切った。途と端たん、肩かたをこわばらせていたポルミがぐったりと背もたれに体を預ける。

「き、緊きん張ちようしたぁ……。元げん帥すい閣かつ下か、陛下にお祝いの言葉をもらえたのは嬉うれしいけど、いきなり繫つなぐのは勘かん弁べんして……」

「はは、ごめんごめん。これができるようになってからは、ついつい誰だれかと繫つなぎたくなっちゃってね」

　笑いながらクスの頭を撫なでるイクタ。マシューがまじまじとそれを見つめる。

「しっかし、何度やっても不思議だよな、これ。遠く離はなれた相手と目の前にいるみたいに話せるなんて……まるで魔ま法ほうだ」

　トルウェイとポルミも同意を込こめてうなずく。彼かれらが魔ま法ほうと見み紛まがうそれは、三国会談がもたらしたもっとも具体的な成果だ。イクタはそっとクスを抱だき上あげた。

「今は魔ま法ほうのように見えても、いずれ科学が行き着くところさ。ひとまず使い勝手には慣れておいてね。これからは直接会って話すよりも、これを通して会話するほうが多くなるから」

　イクタがそう言い置いたところで、ナナクがぽつりと口を開く。

「……あいつ、ちっとは変わったんか」

「ん？」

「金きん髪ぱつの。いま話してみて、前とはだいぶ感じが違ちがったが。抜ぬき身みの剣けんみたいだったのが、今はずいぶん余よ裕ゆうがある感じでねか」

　そう言ってふん、と鼻を鳴らす。黒くろ髪かみの青年は微笑ほほえんだ。

「ナナがそう感じてくれたなら、僕ぼくも嬉うれしいな。──シャミーユを取り巻く環かん境きようはずいぶん変わった。だから、彼かの女じよも少しずつ変わっていく最中なのさ。ゆっくりかもしれないけどね」

　彼かれが温かい声でそう言うと、ナナクはますます眉まゆ根ねを寄せてしまう。そんな彼かの女じよに、ふとイクタはじっと目を向けた。

「でも、ナナ、そういう君だって前とはずいぶん雰ふん囲い気きが変わったよ。国民議会に来るまでに、すごくたくさん勉強したんじゃないかい？　法律から何からさ」

「ああ、したが。うぬは賢かしこい女を好くようだかんな」

　切れ味鋭するどい皮肉でずばりと返す。さすがのイクタも言葉に詰つまると、それに少しは溜りゆう飲いんを下げたのか、ナナクのほうから言葉を継つぐ。

「ってのは理由の半分。もう半分は必要に駆かられて、だが。口の上手うまい都の連中が相手じゃ、こっちにも知ち恵えが無ねと何も引き出せね。ユナクラ州に落ち着いてからは、ミルトとハンナに色々教わっとった」

　と、親しみを込こめてふたつの名前を出す。ユナクラ州でシナーク族を支し援えんしているミルトーグ・テトジリチとハンナ・テトジリチのことだ。両親の名前が出たことで、マシューも納なつ得とくげにうなずいた。

「ああ、そういや母さんも言ってたな……。ポルミと合わせて、娘むすめがふたり出来たみたいで嬉うれしいって」

「他人ひと事ごとみたいに言っとるでね。ハンナはいつもうぬのことを気にかけとるぞ、太っちょ。たまには文ふみのひとつも出してやったらどうだが」

「う」

　まったくの正論に黙だまらされるマシュー。その様子に、他の面々もくすりと笑えみを浮うかべた。
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　帝てい都とバンハタールの中央に聳そびえる宮きゆう殿でん。皇こう帝ていの住まう御ご所しよを始めとして、国政にまつわる様々な施し設せつが林立する広大な敷しき地ち内。──その一角に、イクタとシャミーユを始めとする国の重要人物が足あし繁しげく通う場所がある。

　清せい潔けつな空気に満ちたその一室で、今──医者と患かん者じやが静かに向き合っていた。

「……続けなさい」

「はい」

　医者が見つめる先で、寝しん台だいに座すわった患かん者じやの女性──ハロは一心に縫ぬい物ものをしている。両手の指を器用に動かせなければ成り立たない作業だ。怪け我が人にんの傷口を縫ぬう時と同じ要領で、彼かの女じよはちくちくと布のほつれを繕つくろっていく。

「痛みや違い和わ感かんは？」

「痛みはないです。指の反応も、前に比べてずいぶん良くなりました」

　そう言いながら、裁さい縫ほうの締しめくくりにきゅっと糸を玉に結ぶ。医者はこくりとうなずき、続く動作で、豆の詰つまったこぶし大の布ぬの袋ぶくろをふたつ、ハロの膝ひざに落とした。

「思い切り握にぎってみなさい」

　言われるまま、ハロは両手にそれぞれ布ぬの袋ぶくろを握にぎって力を込こめる。ぎちり、と手の中で豆の軋きしむ音が鳴った。

「……握あく力りよくは、やっぱりだいぶ弱っていますね」

「私は逆の感想だよ。この短期間で、よくそこまで戻もどしたものだ」

　その言葉でもって合格の合図に代える。ハロが握にぎる力を緩ゆるめると、医者は腕うでを組んでその顔を見つめた。

「よろしい。予想を覆くつがえされて悔くやしいが、こうなっては仕方ない、医者として太たい鼓こ判ばんを押おそう。──ハローマ・ベッケル、君は日常生活及および軍務に従事するために必要な身体機能を取とり戻もどした。……回復、おめでとう。よく頑がん張ばったな」

　朴ぼく訥とつな、けれど温かい祝いの言葉。ハロは微笑ほほえみを浮うかべて深く頭を下げた。

「ありがとうございます。……先生に治ち療りようしていただいたおかげです」

「フン、九割は君自身の手て柄がらだよ。目を離はなした隙すきにどんどん治っていくのだから。もっと長引けば治ち療りよう費ひもふんだくれるのに、まったくもって可愛かわいげのない患かん者じやだった」

　ハロがくすりと笑う。付き合いが長くなると、こうした憎にくまれ口ぐちもこの医者の持ち味だった。最後の診しん察さつに使った道具を鞄かばんに片づけながら、医者は再び口を開く。

「さて、ここからはただの雑談だが。……君はこれからも、イクタのもとで働くのか？」

「はい。この命がある限りは」

　一いつ瞬しゆんの迷いもなくハロは答えた。医者が盛せい大だいなため息をつく。

「即そく答とうでそれか。──相変わらずの人たらしだな、あの男は」

　呆あきれたようにそう言って、ぎゅっと鞄かばんの口を閉める。少し考えて、ハロは話題を続けた。

「先生は、イクタさんが学生の頃ころに知り合ったんですよね」

「ああ。私は当時から今と何も変わらないヤブ医者で、医い療りようについての情報交こう換かんをしていたアナライ・カーンを介かいして知ち己きを得た。二ふつ日か酔よいの薬を処方してやったら懐なつかれてな。当時は顔を合わせるたびにしつこく口説かれたものだ」

「ふふ、分かります」

「だろう。それが久しぶりに会ってみれば杖つえ突つきの元げん帥すいなんぞになっていて、しかも似合いもしない子育てを始めている。まったく呆あきれたよ。ほんの十年足らずで、よくここまで人生が飛んだり跳はねたりするものだと」

　そう言いつつ、彼かの女じよは机の上にいた火ひ精せい霊れいに炎ほのおを出してもらい、懐ふところから取り出した細巻に火を点つけた。よく吸うほうだと察してはいたが、ハロがその姿を目にするのは今が初めてだ。

　しばらく無言で彼かの女じよが煙けむりをくゆらせていると、廊ろう下かのほうから慌あわただしい足音が響ひびいてきた。医者の口元に苦く笑しようが浮うかぶ。

「それ、噂うわさをすれば、だ。──扉とびらは開いている。勝手に入りなさい」

　そう促うながされると、すぐさま開いた扉とびらからハロのよく知った顔が雪崩なだれ込こんできた。イクタにシャミーユ、トルウェイとマシュー。全員が寸すん暇かを惜おしむ立場だが、この時のために体を空けることを誰だれひとり躊躇ためらわなかった。

「失礼します」「ハロ、体の調子は──」

　トルウェイとシャミーユが揺ゆれる瞳ひとみをハロへ向ける。その不安を吹ふき飛とばすようにして、ハロは自ら寝しん台だいから立ち上がり元気よく両手を振ふり上あげた。

「この通り、完全復活です！　長くご心配をおかけしました！」

「おお……！　では、すっかり良いのか!?」

「回復おめでとう、ハロさん！」「ああ、ほっとした……！」

　トルウェイが、マシューが、シャミーユが、次々にハロの手を取って回復を喜ぶ。同時にイクタが観察を始めた。

「ふむふむ……確かに、爪つめも綺き麗れいに生はえ揃そろっているようだね。でも、まだ本当に治っているか分からないな。どうだろう、ここはひとつ服を脱ぬいでもらって、隅すみから隅すみまで念入りにチェックするというのは──」

「ふふ、ソローク、何か月寝ね込こみたい？　望みの数字を言え」

「待ってシャミーユ、こぶしを下ろして。最近の君の打だ撃げきはちょっと洒落しやれにならない」

　少女の殺気を感じたイクタが慌あわてて防ぼう御ぎよ態勢を取る。ハロはその様子にくすりと笑って、それからどんと片手で自分の胸を叩たたいた。

[image: ]

「今日まで休んでしまった分、どんどん仕事を回してください。病やみ上あがりの気き遣づかいはしないでもらって大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと体力も戻もどっていますから！」

「と彼かの女じよは言ってますけど──先生、実際のところは？」

「おおむね本人の申しん告こく通りだが、軍人の現場は激務だろうからな。常識的な範はん囲いで無理のない働き方を心がけなさい。食事と休息をじゅうぶんに摂とり、不調を感じたらすぐに私を呼ぶこと。いいな？」

「はい！　先生、ありがとうございました！」

　ハロが勢いよく頭を下げる。その隣となりから、イクタも医者に微笑ほほえみかけた。

「今夜は快気祝いの予定です。先生もよろしければ」

「ありがたい誘さそいだが、遠えん慮りよしておこう。今日中に回っておきたい患かん者じやが何人かいてな。ヤブ医者はヤブ医者なりに忙いそがしいものなのさ」

　そう言うと、道具を詰つめた鞄かばんを片手に、彼かの女じよは早くも部屋から出て行こうとする。その背中に向けて、黒くろ髪かみの青年はそっと言いい添そえた。

「ええ、分かります。──仲間が大おお怪け我がをしたと知った時、僕ぼくも真っ先に先生の顔が思おもい浮うかびましたから。僕ぼくの知る限りでいちばんの名医の顔が、ね」

「……ふん。相変わらずの下げ手て物もの食ぐいだな、お前は」

　呆あきれたようにそう言って、医者はぽつりと付け加える。

「だが、こういう時に私を頼たよってくれたことには感謝する。──おかげで、次の墓参りにいい土産みやげ話ばなしができたよ」

　温かい声でそう言うと、彼かの女じよは今度こそ止まることなく立ち去っていった。敬礼でその背中を見送ってから、ふとマシューが尋たずねる。

「……なぁ、結局何者なんだ、あの人？　おまえが名指しするくらいだから、すごく腕うでのいい医者なのは分かるけど」

　その問いを受けて、しばらく言葉を選んだ後、イクタは静かに口を開いた。

「──ひと昔前に、帝てい国こく中央のとある集落から、家か畜ちくを媒ばい介かいに伝でん染せんする病が流行はやったことがあった。そんなに前の話じゃないから、シャミーユなら知ってるんじゃないかな」

　そう言われて、少女は自分の知識を振ふり返かえる。比ひ較かく的てき近年の事件ということで、該がい当とうする出来事はすぐに思い当たった。

「中央でひと昔前、さらに流行はやり病やまいとなると──カイデラの災さい厄やくか。余は当時まだ生まれておらぬが、起点の集落を中心に千人近くが亡なくなったと聞いている」

　女じよ帝ていが口にした災さい禍かの概がい要ように、黒くろ髪かみの青年はこくりとうなずく。

「……当時、あの人は自分が主導する研究でその原因を突つき止とめて、さらに予防法を発見して多くの人命を救ったんだ。多くの犠ぎ牲せい者しやを出しながらも疫えき病びようが早期に収しゆう束そくしたのは、あの人の尽じん力りよくがあってこそだよ」

「え──それじゃ、ものすごい名医じゃないか！」

　予想を上回る経歴に、マシューたちは驚おどろきを隠かくせない。が、その反応とは裏腹に、イクタは淡たん々たんと先を続けた。

「そう、本当に大勢を救ったんだ。……同じ病気でご主人と娘むすめさんを亡なくした後に、ね」

　それを聞いた四人が言葉を失う。医者が去っていった廊ろう下かを見つめて、イクタは悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。

「だからだろうね、あの人はいつも自分をヤブ医者と呼ぶ。その腕うでに救われた人々からどれだけ名医と呼ばれても、頑かたくなにずっとああなんだよ──」










　翌日、帝てい国こく軍中央基地。ハロの復帰初日となるこの日、メグ少しよう佐さを始めとする副官たちの出勤に先んじて、イクタは彼かの女じよを自分の執しつ務む室しつに呼んでいた。

「──君たちに任せたい仕事はたくさんある。けど、まずは今の僕ぼくのやり方を見て欲ほしい」

　そう言って、自分が着いている机を視線で示す。手元には筆記用具があり、それを半ば囲むような形で、クスを含ふくむ五体の精せい霊れいが机き上じように並んでいた。将校の仕事場としては奇き妙みような眺ながめだ。

「見ての通り、これが僕ぼくの仕事机だ。といっても、この形になったのはつい最近で、今も調整の最中だけどね」

　彼かれが説明を始めると、まもなくクスが声を上げた。

「──着信です。シバ大将から」

「そら、さっそく連れん絡らくが来た。クス、繫つないでくれ」

　イクタがそう促うながした直後、クスの口を通して、ハロにも聞き覚えのある野太い声が響ひびいてきた。

「──陸軍大将クバルハ・シバだ。聞こえているか、元げん帥すい閣かつ下か」

「こちらイクタ・ソローク。よく聞こえています。何かありましたか？」

「ああ。新設の爆ばく砲ほう部隊の訓練について、閣かつ下かの意見を伺うかがいたい」

「分かりました。気になる点を教えてください」

　遠く離はなれた場所にいるはずの相手と、まるでその場で向き合っているかのように言葉を交かわす青年。常識から大きく外れた光景にハロは息を吞のみ、ほどなく、シバ大将との会話を終えたイクタが彼かの女じよに向き直る。

「──と、いう感じでね。ひとりの伝令も挟はさまず、この場に居ながらにして現場と意い思し疎そ通つうができるってわけ。どうだい、怠なまけ者ものの僕ぼくにはぴったりの仕事環かん境きようだろ？」

　椅い子すをぎしりと揺ゆらしながらイクタは言った。これこそは三国会談に続く「神の試練」を経て、彼かれらが獲かく得とくした戦利品──精せい霊れいが有する「通信機能」の一部解禁である。

　玉音放送を最たる例として、精せい霊れいたちが未知の情報伝達手段を持っていることは前々から確かく認にんされていた。精せい霊れいたちが「知性水準の到とう達たつ証明」と呼んだあの試練をクリアしたことで、そこにかけられていた機能制限が一部緩ゆるめられたのだ。

「わたしのミルもこの機能を得ていますから、現状を想像はしていましたけど……これは、本当にすごいことです。既き存そんのあらゆる情報伝達手段に勝まさっています。この方法が普ふ及きゆうすれば、伝でん書しよ鳩ばとも伝令もほとんど不要になるんじゃないでしょうか？」

「そうだね。ただ、通信が解禁されている精せい霊れいの個体数は限られているから、現時点でそこまでの革新は起こせない。当面は既き存そんのシステムに組くみ込こんで補完的に利用することになるけど──それだけでも、帝てい国こく軍という組織の柔じゆう軟なん性せい・機動性は格段に増す」

　そう言い切って、イクタは机き上じようの精せい霊れいたちを眺ながめやる。彼かれらは今や、青年にとって広い世界への窓口だ。

「数の限られた通信精せい霊れいをどこにどれだけ配備すれば、最も効率的な運用になるのか──今はそれを模も索さくしている真っ最中ってわけでね。たぶんキオカでも白イケメンが同じことに頭を悩なやませている頃ころじゃないかな。でも、あいつはまだ軍のトップじゃないから面めん倒どうも多いはずだよ。ざまぁみろってなもんさ」

　敵国の将に向けて悪態を吐つくイクタだが、その口調には以前ほどの棘とげが感じられない。おや、とハロは思った。怪け我がで臥ふせっていた彼かの女じよが行けなかった三国会談で、何かしらの心境の変化があったのだろうか？

「パートナーが通信機能を持っているのは、まず僕ぼくとシャミーユ。軍と政のトップだから、これは当然だね。続いて三等以上の高等文官と佐さ官かん以上の高級将校。もちろん『騎き士し団だん』の面々は全員持っているよ。他には──現場の状じよう況きようがフィルターを挟はさまず伝わるように、僕ぼくが目を付けた下級将校にも何人か持たせている。とはいえ軍隊のルールとして、頭あたま越ごしの命令は原則できないけどね」

　説明を続けるイクタ。それを聞いて、ここまでハロの中で黙だまっていた「彼かの女じよ」──パトレンシーナが、話の先を推測しつつ声を上げた。

「……内ない諜ちようにせよ外がい諜ちようにせよ、密みつ偵ていをやる上ではうってつけの道具だね。つまり、それがわたしたちの仕事と受け取っていい？」

　彼かの女じよが張はり詰つめた声でそう言ってのけると、イクタは右手の人差し指を立てて、その脇わき腹ばらをつんとつついた。

「──ひゃふっ!?」

「意欲があるのは嬉うれしいけど、考え過ぎだよパトレンシーナ。断言するけど、今後君たちにその手の任務を任せるつもりはない。まぁ緊きん急きゆう時じはその限りじゃないにせよ、そういう状じよう況きようにさせないことが僕ぼくの仕事でもある。ってなわけで、そのやる気は一いつ旦たん引ひっ込こめてくれるかな」

「わ、わかった！　わかったから！　お腹なかつつくのやめてっ！」

　奇き襲しゆうを受けた彼かの女じよが慌あわてて飛とび退すさる。イクタは笑いながら言葉を続けた。

「はは──でも、方向性としては共通するところがないでもない。というのも──君たちには、帝てい国こく軍の士気を管理してもらいたいんだ。部隊指揮官とはまた別の立場で、ね」

　予想外の言葉にパトレンシーナが目を白黒させる。彼かの女じよが黙だまったところで、ハロが再び表に出た。

「士気の管理、ですか？　それは……具体的にどういうお仕事になるんでしょう」

「ある現場において、部隊全体の心理がどういう方向に傾かたむいているかを把は握あくして、それを正常に導く仕事──と言えばいいかな。言うなれば精神衛生の保全任務だね。元々の衛生兵の任務である兵士たちの健康管理、そこから一歩踏ふみ込こんだところを受け持って欲ほしい」

　言いつつ、イクタは厳しい面おも持もちになって机の上で両手を組む。

「北ほく域いき動どう乱らんでの経験から、僕ぼくはその重要性を思い知っている。君たちも思い出して欲ほしい。兵士たちの抑よく圧あつ、凶きよう暴ぼう化か、そして非ひ戦せん闘とう員いんに対する暴行──全て、彼かれらの心理状態を把は握あくしていれば未然に防げた事態だとは思わないか？　現場を知らない指揮官が遠く離はなれた場所から下す指示が、無意識のまま前線の兵士たちを追おい詰つめる──戦争ではままあることだ。僕ぼくはそれを防ぎたい。少なくとも自分が総指揮を執とる戦いにおいてはね」

　強い決意を匂におわせる語調に、ハロはうなずいて同意を示す。続けて、イクタはもうひとりの彼かの女じよに水を向けた。

「パトレンシーナ。君はかつて、それと真逆のことをやってのけたはずだ。アルデラ教徒の大だい脱だつ走そうと、それに続く戦いの中で。さりげない干かん渉しようによって指揮官や兵士たちの意識を誘ゆう導どうし、知らず知らずのうちに自分の意図する方向へと進ませる──その卓たく越えつした技術を、僕ぼくはより建設的な方向に活いかしたい」

　躊躇ためらいのない声で青年は言う──かつて帝てい国こく軍を窮きゆう地ちに追おい込こんだその手で、今度は自分たちを支し援えんして欲ほしいのだと。パトレンシーナは二重の意味で眉まゆ根ねを寄せた。

「兵士や指揮官の思考がまずい方向に傾かたむいている時に、それを察して適てき宜ぎ調整しろってこと？　……出来なくはないだろうけど、ちょっと要求が漠ばく然ぜんとし過ぎてるかな。体と違ちがって、心のほうは何を『正常な状態』とするべきかの明確な指標がない。戦せん闘とう中の兵士なんてある程度の興奮状態にないと困るでしょ？　状じよう況きように応じて必要とされる心の在り方は違ちがうんだし」

「うん、僕ぼくもそう思う。だから、その判断も含ふくめて君たちに任せたいんだ。主観を超こえて共有しうる判断基準の設定も含ふくめてね。──出来ないかな？」

　と、やや挑ちよう発はつ的てきに言ってのけるイクタ。パトレンシーナはむっとして首を横に振ふってのける。

「言ったでしょ、出来なくはないって。……ただ、それがすごく危険なことだって分かってる？　判断基準の設定からわたしたちに一任するってことは、わたしがその気になれば帝てい国こく軍を自じ滅めつに追おい込こめるってことだよ。怖こわくないの？」

「怖こわくないよ。だって、そんなことしないだろう、君」

「いや、確かにしないけどさ……」

「だったら問題ないよ。そもそも、全面的に信しん頼らいしていない人間をこの部屋には招かない。誰だれかを信じるってことは、いつでも自分の背中を刺させる位置にその人間を置くってことだからね」

　あっけらかんと言い切る青年に、パトレンシーナはそれ以上の文句が続けられない。しばらくしかめっ面つらで相手をにらんだ末に、彼かの女じよは逃にげるようにしてハロに切きり替かわった。

「あの子、照れて引ひっ込こんじゃいました。……扱あつかい、すっかり上手うまくなりましたね」

「駆かけ引ひきをするつもりがないからね。──裏切りに暗い悦えつ楽らくがあるように、誰だれかに信しん頼らいされることにも他に代えがたい快さがある。彼かの女じよにはそれを知ってもらいたいのさ」

　微笑ほほえみ交じりにそう言って、さて、とイクタは背筋を伸のばす。

「なんにせよ、今日は本格復帰前の予行演習と思って、ここで僕ぼくの仕事に付き合ってよ。これで色々と忙いそがしいんだ。副官も紹しよう介かいしたいしね」

「はい、喜んでお付き合いします。じゃあ、とりあえず──お茶、淹いれましょうか？」

「いいね。何を隠かくそう、それは僕ぼくの精神衛生に大きく寄き与よする要素なんだ」

　ふたりは顔を合わせて笑い合い、そうして和なごやかな空気の中で、この日の彼かれらの仕事は始まった。
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　同じ日の正午前。中央軍事基地から数十キロ離はなれた平野で、梯てい団だんを組んだ帝てい国こく兵士たちが荒あらい息を吐はいていた。

「ぜーっ、ぜーっ……！」「はぁっ、はぁっ……！」

　疲つかれの蓄ちく積せきに伴ともなって行軍速度が落ち、遅おくれがちな者が出ることで隊列も乱れ始めている。意い気き軒けん昂こうとはとても言えない様子の彼かれらに向かって、隊列の先頭から厳しい声が飛んだ。

「──どうした、もうバテたのか！　まだ出発から四時間しか経たっていないぞ！」

　そう[image: 叱]しつ咤たしたのは、兵士たちの大半と比べても年若い女性将校──スーヤ・ミットカリフ少しよう尉いだ。同時に、やや後方で様子を見守っていた総指揮官のサリハスラグが声を上げた。

「お、おい、ミットカリフ少しよう尉い……」

「この程度で息が上がるのは、心も体も緩ゆるみきっている証しよう拠こだ！　そのまま戦場に出ればひとたまりもない！　戦争経験のある者は前線の緊きん張ちようを思い出せ、ない者は足を止めた瞬しゆん間かんに撃うち殺ころされる自分を想像しろ！　未来の自分を救うのはお前たち自身だ！」

　芯しんの通った彼かの女じよの声に、兵士たちの背筋が否いや応おうなく伸のびる。その風格はイクタのもとで多くの死線を潜くぐり抜ぬけたことで得たものだ。年ねん齢れいや叩たたき上あげの将校という出自から彼かの女じよを侮あなどる人間は日に日に少なくなっていた。

「行軍を再開します。構いませんね、サリハスラグ少しよう佐さ殿どの」

　[image: 叱]しつ咤た激げき励れいを終えたところで、上官に歩み寄ってそう告げる。その迫はく力りよくにやや気け圧おされつつ、サリハスラグは言葉を返した。

「いや、待て少しよう尉い、せめて小休止を──」

「なりません。これは前線からの撤てつ退たいを想定した訓練です。ここで足を止めれば敵に追い付かれます」

　一歩も引かずに言い返す。それに対してサリハは気の利きいた反論が思いつかず、スーヤはその沈ちん黙もくを了りよう承しようと受け取って隊列の先頭へ帰っていった。しゃんと伸のびた彼かの女じよの背中を眺ながめながら、レミオンの長ちよう兄けいはちっと舌打ちする。

「訓練開始からずっと先頭を歩きっぱなしだぞ。どういう体力してんだ、あの女……」

「だが兄上、言っていることは正しい。射しや撃げきに傾けい倒とうして長ちよう距きよ離りの行軍訓練を久しく行っていなかったせいで、兵士たちの体力の衰おとろえが予想以上だ。鍛きたえ直なおす機会としては適切だろう」

「それにしたって加減ってもんがあるだろ。そりゃ、オレも実力を測るつもりで先頭を任せたんだけどよ……これじゃ予想外にも程ほどがある。あれのどこがソロークの愛まな弟子でしだってんだ。性格がまるっきり正反対じゃねぇか！」

　サリハが毒づいたところでパートナーの風かぜ精せい霊れいから通信の合図があった。相手の名前を聞いた瞬しゆん間かん、彼かれは精せい霊れいを抱だき上あげて勢いよく通話を開始する。

「──訓練中に失礼します。サリハ兄様、どもども。こちらソロークです」

「いいタイミングでこの野や郎ろう！　おい、お前から預かった部下、ありゃなんだ！　なりたて准じゆん尉いが先任軍ぐん曹そうにシゴかれてんじゃねぇんだぞ！　得意の怠なまけは教えなかったのかよ！」

「ええ、教えた結果がそれでして。僕ぼくを反面教師にしたんでしょうね。いやぁ優ゆう秀しゆうな弟子でしで鼻が高い」

「部下にどういう教育してんだテメェは！　とにかくこれじゃオレがたまんねぇぞ、早めにそっちから一言言いい含ふくめろ！」

「分かりました。師としてきっちり、今の調子でどんどんやるように伝えておきます。状じよう況きよう報告ありがとうございました。ではでは、引き続き訓練頑がん張ばってください」

「は!?　おい、ちょっと待てコラ──」

　続く言葉を口にする前にぷちんと通話が切れる。沈ちん黙もくするパートナーを前に、サリハは盛せい大だいに地団太を踏ふんだ。







　その直後、隊列の先頭を歩くスーヤにも通信の知らせがあった。途と端たんにむっとした顔になり、彼かの女じよはぶっきらぼうな声で応答する。

「……ミットカリフです。なんですか、連隊長殿どの。いま訓練中なんですけど」

「うん、ちゃんとやってるかなーって。どうだい、レミオン兄弟の部隊は」

　いつも通りの吞のん気きな声が尋たずねてくる。それを聞いて苛いら立だつ自分と喜ぶ自分、両方の間で葛かつ藤とうしながら、彼かの女じよは意地でも愛あい想そのない声で応じる。

「……銃じゆう兵へいとしての水準はさすがに高いですけど、そっちにかまけ過ぎて基き礎そ教練がおろそかになってました。今はそれを叩たたき直なおしてるところです。……っていうか、最初からそのつもりであたしを送おくり込こみましたよね、連隊長殿どののことだから」

「人事にはいつだって適材適所を心こころ掛がけているつもりだよ。何にしても実に結構、その調子で鍛きたえ直なおしてあげて。サリハ兄様に意見を通したい時は、その前にスシュラフ大たい尉いを通すのがコツだよ」

「そのくらい初日で分かります。──用件はそれだけですか。じゃあ切りますよ」

　言うが早いか通話を終えようとするスーヤ。と、その直前に向こうから声が響ひびく。

「あ、待って、最後にひとつ。──次の分ぶん岐き、正しいルートが分かりづらくなってると思うから気を付けたほうがいいよ。地図とコンパスをしっかり照らし合わせてね」

　そう伝えたのを最後に、今度こそ通話は切れた。スーヤは眉まゆ根ねを寄せて進路の前方を見つめる。鬱うつ蒼そうと茂しげる林の奥おくに、木立に半ば侵しん食しよくされた、よくよく観察しなければ分からないほどの道が延のびていた。

「……自分の目で見てきたみたいに」

　ぎり、と奥おく歯ばを嚙かみしめる。これだけ多くを学んでなお、彼かの女じよには黒くろ髪かみの青年の底が見えていない。

「まだまだ掌てのひらの上、か。……ああもう、腹が立つ！」

　そうつぶやいて、彼かの女じよは後方のサリハとそっくりの動作で地団太を踏ふむのだった。
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　体を酷こく使しする訓練ばかりが軍人の日常ではない。基地のほうでは、位の高い将校たちがそれぞれの職務に没ぼつ頭とうしていた。

「…………メルーザ中ちゆう佐さ。ちょっといいか」

「はい。なんですか、サザルーフ准じゆん将しよう閣かつ下か」

　机き上じようの書類に向かって休まず手を動かしながら、メルーザ中ちゆう佐さは声だけで上官に応じる。そんな彼かの女じよに、サザルーフは軍服のポケットから煙草たばこの箱を取り出して見せる。

「煙草たばこを紙巻から細巻に変えてみたんだが。……少しは威い厳げん、出てるかな」

　准じゆん将しようという立場に自分を見合わせようという、彼かれなりのささやかな努力。視線を向けたのは一いつ瞬しゆんで、メルーザ中ちゆう佐さはすぐに仕事へ戻もどった。

「手を動かしましょう、准じゆん将しよう閣かつ下か」

「…………はい」

　しゅんとして書類仕事に戻もどっていくサザルーフ。と、その瞬しゆん間かん、彼かれのパートナーが机の片かた隅すみで通信を知らせた。ぎょっと目を丸くし、彼かれはまだまだ慣れない心地ここちでそれに応答する。

「っと……は、はい。こちらサザルーフ」

「ソロークです、忙いそがしいところすみません。模も擬ぎ戦の計画立案、調子はどうでしょう。何か困っていることはありませんか？」

　その確かく認にんに、サザルーフは肩かたをすくめて答える。

「まぁ、お前さんの提案した方向で進めちゃいるがな……本気でやるのか、これ？　確かに強きよう烈れつな経験にはなるだろうが、ちっとばかり過激すぎやしないかと思うんだが」

「だからこそ計画の詰つめをサザルーフ准じゆん将しように任せているんですよ。無む駄だな怪け我が人にんを出さないように、ね」

「信用してもらえるのは嬉うれしいが……。まぁ分かった、引き続き進めておく。計画書の提出は当初の予定通りで大だい丈じよう夫ぶだ」

「お待ちしています。あと──細巻は値段よりも香かおりを気にしたほうがいいですよ。特に気になる異性の前では」

　さりげないアドバイスを添そえて通話を切る。サザルーフの表情がみるみる歪ゆがみ、パートナーを両手で抱だき寄よせて、顔を近づけてじっと両目を覗のぞき込こむ。

「……こっちが見えてんじゃないのか、あいつ……」

「閣かつ下か。手を動かしましょう」

　メルーザ中ちゆう佐さが同じ言葉を繰くり返かえす。途と端たんにぎしりと背筋を伸のばして、サザルーフは油の足りない機械仕じ掛かけのように仕事へ戻もどっていった。
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　同じ基地の一角。とある兵舎の食堂に、腹を空かせた軍人たちが肩かたを並べて座すわっていた。

「よし──喫きつ食しよく！」

　合図が下るや否いなや、テーブルに並んだ料理へ向かって一いつ斉せいに手が伸のびる。厳しい訓練の直後とあって誰だれもが食欲旺おう盛せいだが、その中でもひときわ鬼き気き迫せまる人物がいた。

「あぐ、んぐ……！　んむむ……！」

　肉と野菜を嚙かみちぎる合間に薄うす焼やきパンを四枚折りにして口に詰つめ込こみ、さらにそれを発はつ酵こう乳にゆうでもって胃いの腑ふへ流ながし込こむ。見事なまでのその食いっぷりを、周りの同どう僚りようたちが次々と囃はやし立たてた。

「おーおー、今日も食欲旺おう盛せいだなネイ中ちゆう尉い」

「前みたいに喉のど詰つまらせんなよー」

「話しかけんな！　食べなきゃ体がもたないから詰つめ込こんでんでしょーが！」

　茶化してくる同どう僚りように悪態で返しつつ、ニアム・ネイ中ちゆう尉いは寸すん暇かを惜おしんで肉に嚙かぶり付つく。食事を楽しむというレベルではなく、それはもはや補給だった。体に燃料を入れているのだ。午後の訓練でうっかり死なないために。

「あの若造元げん帥すいめぇ、なるべく楽な職場でお願いって言ったのに……！　なんでアタシがこんな脳筋どもに混じって毎日訓練に明け暮れなきゃならないのさ!?　もともと頭脳労働担当だってーの！」

　食事を続けながら、そうやって時おり怨えん嗟さの声を上げている。他方、それを聞いた同どう僚りようたちが首をかしげた。

「そうは言うけどなー、ネイ中ちゆう尉い。傍はたから見ると、おまえの経歴はどう見ても前線指揮官向きだぞ？　馬術なんか相当成績良かったのに、ミトカズルクのところじゃぜんぜん活いかしてなかったみたいじゃないか」

「そうそう。頭脳労働って具体的に何やってたのお前？」

「そんなん、あのおっさんになるべく自分を贔ひい屓きさせるよう、日々ぬかりなく努力してたに決まってるでしょーが！　この世にも稀まれな色気と美び貌ぼうでもって！」

　そう言って、パンやら肉の破は片へんやらが付いたままの顔で不敵に笑ってみせる。同どう僚りようの将校は腕うでを組んで首をかしげた。

「色気……美び貌ぼう……？　すまんネイ中ちゆう尉い、どうも俺おれの語ご彙いとお前の語ご彙いには時々食くい違ちがいがあるようなんだが」

「上等だズボン脱ぬげ！　足あし腰こし立たなくすんぞコラァ！」







　一方。そんな賑にぎやかな食事風景を、食堂に面した廊ろう下かの窓から静かに見守る炎えん髪ぱつの影かげがあった。

「…………」

　腰こしのポーチでパートナーの精せい霊れいが着信を告げる。炎えん髪ぱつの将はすぐさま応答した。

「……ソルヴェナレス・イグセムだ」

「ええ、こんにちは。特に指示があるわけではないんですが、そっちの今の様子を聞いておこうと思いまして。訓練は順調ですか？」

　経過を確かく認にんするイクタ。育成中の部下たちに視線をやって、ソルヴェナレスはその問いに肯こう定ていで応じた。

「兵員の技能及および統とう率そつは着実に向上している。時期を考えれば経過は順調と言えるだろう」

「さすがです。いきなり部隊の拡張を命じられて現場が混乱していないか心配でしたが、杞き憂ゆうでしたね」

「問題はない。経験のある兵ほど、新たな人員の指導には長たけている」

「安心してお任せできます。──ところで、ニアム・ネイ中ちゆう尉いの様子はどうですかね？」

　そう問われたところで、再び食堂の中へ視線を向ける。もはやからかいを無視して、問題の女性は一心に食事に励はげんでいた。

「配属当初の能力は新入隊員の中で平均以下だったが、最近になって急速な伸のびを見せている。古参の隊員に囲まれて物もの怖おじする様子もない。潜せん在ざい的てきな部分も含ふくめた気力・体力の強さを見るに、現場向きの人材であることは確かだ」

「なるほど。前の職場ではスポイルされていた資質があると思いましたが、見み込こみが当たりましたね。色気で上官に取り入って出世しようとする悪あく癖へきさえ抜ぬければいい将校に育つはずです。ミトカズルクの一件があることで、同どう僚りようから向けられる視線だけが心配ですが」

　と、わずかな懸け念ねんが提てい示じされる。本人を眺ながめつつ、炎えん髪ぱつの将は少し考えて口を開いた。

「その点に関してだが──」







「──ほれ。やるよ」

　目の前にずい、と突つき出だされた鶏とりの脚あし。突とつ然ぜんのことに訝いぶかしみながらも、ニアムは眉まゆ根ねを寄せてそれを手に取った。

「……もらうけど。何のつもり？」

「別に深い意味はないさ。ガッツのある奴やつはキライじゃないってだけ」

　そう言って彼かの女じよの隣となりに座すわったのは、どこかスレた印象のある女性兵士だ。あまり交流のない相手なので、ニアムはひとまず警けい戒かいの目を向ける。

「そうつれなくすんなよ。あたしらはヨルンザフ大将の引退でこっちに引き取られたクチでさ。あそこはもともと騎き兵へいとしてまともに出世できなかった連中の寄せ集めで──ぶっちゃけて言うと、脛すねに傷があるのはお互たがい様ってわけ」

　にひひ、と笑って言ってのける女性兵士。それで少し親近感を覚えて、ニアムは会話に応じた。

「ふーん。……何やらかしたの？」

「当時の上官と懇ねんごろになったのがバレた。間ま抜ぬけな話さね」

「相手は既き婚こん者しや？」

「もいた。七人中ふたりくらいだったかな？」

　あっけらかんと言ってのける相手。その数字に、ニアムは思わず噴ふき出だした。

「バレるでしょそれは！」

「だよね？　でも、当時は大だい丈じよう夫ぶだと思ったんだよなー。若さって怖こわいよまったく」

　肩かたをすくめる女性兵士。その会話を聞きつけて、周囲から新顔がぞろぞろと集まってきた。

「なんだなんだ。今日は過去のやらかしの告白大会か？」

「だったら次はオレにやらせろ。そう、あれは月の明るい晩だった……。過か酷こくな訓練の日々に慰なぐさめが欲ほしくなって、オレは恋こい人びとの部屋に忍しのび込こんだのさ」

　意い気き揚よう々ようと語り始める男性兵士。それを聞いたニアムが目を丸くする。

「え、女性の兵舎に入ったってこと？　そりゃ一発でアウトでしょ。逢あい引びきなら外ですれば良かったのに」

「いや、兵舎はちゃんと男用だったんだが……」

「んん？」

「現場を押おさえられたのがまずかった。互たがいに盛り上がってたから引ひっ込こみが付かなくて、ついつい声が大きく──」

　状じよう況きようの生々しい説明に入った辺りで、周囲の兵士たちがさすがにその口を押おさえた。猥わい談だんは得てして盛り上がるものだが、それでも日の高いうちはそれなりの節度というものがある。中断するまでの話からおおよその事情を読み取り、ニアムはぽんと諸もろ手てを打った。

「──ああ、そっちか。やっぱそれでも咎とがめられるの？」

「そりゃ当然。兵舎における異性間及および同性間の交合を禁ずる、と軍規にちゃんとあるからな」

「普ふ通つうの兵士は人ひと気けのない場所の確保にもひと苦労だよなぁ。火遊びの相手が司令官だとその辺は楽だったか？」

「んー、状じよう況きようによりけりかな。司令室が使える時はやりたい放題だったけど、出先じゃそうもいかないし──」

　語り続ける彼かの女じよの周りに、ほうほうと興味を示して集まってくる同どう僚りようたち。意外な反応の良さに戸と惑まどいながらも、悪い気はせず、ニアムはそのまま話を続けた。







　彼かの女じよを中心になおも続く雑談。その様子を横目に、ソルヴェナレスは再び口を開く。

「──同じような立場の者が少なからずいる。馴な染じんではいるようだ」

「それなら何よりです。少し強ごう引いんな人事でしたが、どうやら心配は要いらなそうですね」

「私の預かった領分に関しては心配無用だ。貴官は貴官の務めに集中するのが良いだろう」

「お言葉に甘あまえます。では、この辺りで。何かありましたらいつでも連れん絡らくをください」

　それで通話が切れると、炎えん髪ぱつの将は迷わず食堂へ足を向けた。──羽目を外しすぎた部下たちに、規律の何たるかを思い出させるために。
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「おいっすトリリン。いま時間空いてる？」

　背後からそう声がかかった時、帝てい国こく宰さい相しようトリスナイ・イザンマは無言で廊ろう下かを歩き去ろうとした。

「おっと、話も聞かずに無視はナシだよ。今日は仕事関連の相談なんだから」

　その反応を見み越こしていたヴァッキェが宰さい相しようの前方に回まわり込こんだ。爬は虫ちゆう類るいじみた瞳ひとみがぎょろりと少女を向く。

「……具体的には？」

「行政資料の再編について。現状の問題点は直接見てもらうほうが早いから、とりあえず付いて来てくれる？」

　そう言って背後の資料室を指さすヴァッキェ。具体的な用件を示されたことで、トリスナイのほうも上司として対応せざるを得なくなった。少女に続いて無言で入室した彼かれに向かって、ヴァッキェは机に一冊の古い本を広げてみせる。

「よいしょっと。──例えばこれなんだけど。三代以上前の皇こう帝ていの時代まで遡さかのぼると、資料の書体や文法が今とかなり違ちがうんだよね。わたしにはサッパリ読めなくてさ。トリリンなら読める？」

　言いながらページをめくって見せるヴァッキェ。その内容にしばらく目を通して、トリスナイが答える。

「無論、読めますが……確かにこの時期、宮中文章の様式に改かい訂ていがありました。古いやり方で書かれたものは、あなたのようにその時代の様式を知らない者には読み解けないでしょう」

「だと思った。じゃあこれ、読めるのはトリリン以外に誰だれかな？」

「シャミーユ陛下は当然として、他には祐ゆう筆ひつでしょうね。行政資料の管理を行う文官ですが」

「その人、今でもご存命？」

　ずばりと尋たずねた少女に、トリスナイは即そく答とうせず沈ちん黙もくした。それで答えを察して、ヴァッキェはのけ反り気味に天てん井じようを仰あおいだ。

「あー、やっぱりお亡なくなりになってたかー。だよねー、ここで祐ゆう筆ひつなんて任されるくらいだもん、それなりに歴史のある貴族の係けい累るいに決まってるよ。クーデターの時に宮きゆう殿でんにいたなら、レミオン派の人たちに見み逃のがされるはずがないかー」

　そう言ってべたーっと机の上に身を投げ出す。が、少女はすぐさま背筋を伸のばした。

「ま、亡なくなっちゃったものは仕方ない。予想はしてたし、幸いにも読める人がここにいることだしね」

　にやりと笑ってトリスナイを見み据すえるヴァッキェ。宰さい相しようは眉まゆ根ねを寄せた。

「……私に翻ほん訳やくをしろ、と？」

「正確には翻ほん訳やくの仕方を教えて、かな。コツさえ摑つかめれば残りはわたしがやるよ。一冊分くらい付き合ってもらえばいけると思うんだけど、どうかな？」

　視線を逸そらさず返事を待つ。トリスナイがしばらく無言でいると、少女はうーんと考かんがえ込こむ。

「だめかなぁ。トリリンがだめなら、陛下に頼たのむしかなくなるんだけど──」

「論外です。このような些さ事じで陛下の手を煩わずらわせるなど」

　トリスナイが即そく座ざに遮さえぎった。期待した通りの反応に、ヴァッキェは再び相手を見る。

「うん、まったく同感。じゃあ手伝ってくれるよね？」

「……紙とペンを貸しなさい」

「はい、どうぞ！」

　ノータイムで筆記具を差し出す少女。それを受け取り、用意されていた椅い子すに腰こしかけつつ、トリスナイは部屋に立ち並ぶ本ほん棚だなの一角に向けて声を飛ばした。

「ダイムダリツ三等文官も、そんなところで見張っているくらいなら作業を手伝いなさい。資料の再編を行うなら、原本を読める者は多いほうがいいでしょう」

「……！」

「だってさ、ヨルリン。一いつ緒しよにやろ？」

　ヴァッキェを心配して様子を窺うかがっていたヨルガが、それで観念したように本ほん棚だなの陰かげから姿を現す。ヴァッキェは嬉き々きとして彼かれの分の椅い子すを新たに用意し始めた。







「……目的は、私の懐かい柔じゆうですか？」

　翻ほん訳やく作業を始めてから小一時間が経たった頃ころ、ペンを動かす手は緩ゆるめないまま、トリスナイがそうつぶやいた。

「──ん？」

「何度無視してもしつこく話しかけてくる理由です。イクタ・サンクレイに命じられてのことと思いますが、何かしら目的があっての行動でしょう。無む駄だな真似まねには違ちがいありませんが」

　問われたヴァッキェが腕うでを組んで考かんがえ込こむ。その様子を、ヨルガが隣となりからはらはらしながら見守っている。

「んー、どう言えば伝わるかな……。目的がどうこうっていうよりも──えっとね、トリリンってすっごく嫌きらわれ者じゃない？」

　飛び出した一言に、言われた本人よりもむしろヨルガの顔面が引きつる。ヴァッキェは持ち前の無神経さで言葉を続ける。

「言い方を変えると、この宮きゆう殿でんでは無条件にトリリンを嫌きらうことが全員の共通認にん識しきに──ある種の『空気』になってると思うんだよね」

「…………」

「でも、わたしはそういう暗あん黙もくの了りよう解かい的てきなものが昔から苦手でさ」

　そう言って、少女はため息混じりに背もたれへ体を預ける。

「自分自身に嫌きらう理由がない相手を、他の人に合わせて嫌きらうってのがピンと来ないんだよね。友達が嫌きらいな相手は無条件でわたしも嫌きらい、みたいな在り方はわたしの流りゆう儀ぎじゃない。それはそれで友情の表し方のひとつだとは思うけど」

「今日までに数えきれないほど突つき放はなしたつもりですが。あれでは理由に足りませんでしたか」

「そうだっけ？　気付いてなかったなー。ほら、わたし感性が鈍にぶいからさ」

　にひひと笑ってヴァッキェは言ってのけ──それからふいに真顔になる。

「ただ、イクタ兄に命じられて懐かい柔じゆうを──ってのは思おもい違ちがいだよ。それはイクタ兄の冷静さを過大評価し過ぎている」

　張はり詰つめた沈ちん黙もくが降り、ヨルガがごくりと息を吞のむ。温度のない瞳ひとみで相手を見つめて、ヴァッキェははっきりと言い放つ。

「イクタ兄は、いずれあなたを殺すよ。そこは徹てつ頭とう徹てつ尾び揺ゆらいでいない。もうとっくに損そん得とく勘かん定じようの問題じゃないんだ。あなたがイクタ兄から奪うばったものは、それだけ大きい」

「…………」

「だから、わたしも懐かい柔じゆうを命じられてなんかいない。今こうしているのもわたしの独断だよ。もっとも──そういう勝手を許されているところまで含ふくめれば、イクタ兄の意図のうちと言えるかもしれないけれどね」

　緊きん迫ぱくした会話の中でも、宰さい相しようが走らせるペンに淀よどみはない。翻ほん訳やく中の本から視線を動かさないまま、トリスナイは声だけで受け答える。

「……分かりませんね。自分の意に沿わない行動を、あの男はあなたに許しているというのですか？」

「そうだよ。それはイクタ兄の特にすごいところ。あの人はね──自分の目もく論ろ見み通りに事態が運ぶことが、必ずしも最良の結果に繫つながるとは思っていないんだ」

　どこか自じ慢まんげに言ってのけるヴァッキェ。それは兄あに弟子でしを自じ慢まんする時の彼かの女じよの顔だ。

「イクタ兄は自分の手のひらで陰いん謀ぼうを転がすことを好まない。そこがあなたやアリオ・キャクレイとの決定的な違ちがいでもある。イクタ兄の心はね、外に向かって開かれているんだよ。善悪が自分の中で完結していないんだ。だから時には自分の価値観から逸いつ脱だつしたものも策に取り入れる。あなたには理解しがたいと思うけど」

　ペンを進める速度がわずかに鈍にぶった。少しの間を置いて、トリスナイが口を開く。

「……それは──」

「あ、待って。今のとこよく分かんない。どうしてそういう訳になるの？」

　ヴァッキェの質問が被かぶせ気味に割わり込こむ。その顔をしばらく横目で窺うかがってから、トリスナイは淡たん々たんと受け答える。

「……これは典型的な宮きゆう廷てい文法です。いいですか、語順がこうなっている場合は……」

「ふむふむ──続けて」

　上体を乗り出して集中し始めるヴァッキェ。それから三時間に亘わたって翻ほん訳やくを習った後、満足げなヴァッキェとは裏腹に、ヨルガは胃痛を覚えて医務室に向かう羽目になるのだった。





＊






　ある日の正午過ぎ。よく晴れた空の下に、レミオン家の家族が集まっていた。

「──いいお天気になったわね。サリハ、スシュラ」

　ふたりの息子むすこに向かって、柔やわらかい印象の女性がそう口にする。エリシャルーラ・レミオン──テルシンハの妻であり、三兄弟の母である女性だ。ひとりそこにいるだけで空気を和やわらげる母に、レミオンの長ちよう兄けいと次じ兄けいが向き直る。

「ええ、母上。風も強くなくて幸いでしたね」「……ただ、日差しが強い。母上、俺おれの陰かげに」

　母の体調を気き遣づかったスシュラフが、自分の巨きよ軀くで作った日ひ陰かげに彼かの女じよを隠かくす。すっかり大きくなった息子むすこを嬉うれしげに見上げて、それからエリシャルーラはふと背後に視線をやった。

「あなた──トルルはまだかしら」

「心配するな、エリシャ。あの子ももうじき──」

　問われたテルシンハがみなまで口にする前に、馬の足音が慌あわただしく響ひびいてきた。一家の前に姿を現したのは、レミオン家の末まつ弟ていである翠すい眼がんの青年──トルウェイ・レミオンだ。

「──はぁ、はぁ……！　ごめんなさい、遅おくれました！」

「トルル！」

　エリシャが満面の笑えみで末すえ息子むすこを出で迎むかえる。サリハスラグがその後ろから声を上げた。

「遅おせぇぞトルル。さっさと馬を繫つないで来い」

「はい！」

　即そく座ざに応じて鞍くらから飛び降り、トルウェイは近くの馬うま留どめに乗ってきた馬を繫つなぐ。乗馬の間に多少崩くずれた軍服を整えて、彼かれは自分を待つ家族のもとに走り戻もどった。

「ふふふ──トルルが来て、これで五人。あとひとりで一家揃そろい踏ぶみね」

　にこりと微笑ほほえんでそう告げるエリシャ。だが、夫と息子むすこたちは見み逃のがさなかった。穏おだやかな笑え顔がおの奥おくに、深い悲しみの色があることを。

「さ、最後のひとりを迎むかえに行きましょう。彼かの女じよもきっと会いたがっているわ」







　枝葉の隙すき間まから差さし込こむ光に照らされた緑の庭園。その奥おくに、ひとつの墓石が立っていた。

「こんにちは、ルシィ。見て、今日はみんなで会いに来たのよ」

　そう言って、エリシャは墓石の前に屈かがみ込こんだ。水みず精せい霊れいの出した澄んだ水で手ぬぐいを濡ぬらして、それで墓石を丁てい寧ねいに拭ふいていく。

「母上、オレたちも──」

　息子むすこたちが手伝おうと前に出たが、彼かの女じよは微笑ほほえんで首を横に振ふった。愛いとおしむように墓石を拭ふきながら、目の前のそれに向かって語りかける。

「前から間が空いてしまってごめんなさい。何だかね、最近はとっても慌あわただしいの。きっと大変な時期なのね。難しいことは、わたしにはよく分からないけれど……」

　困ったようにそうつぶやき、墓石を隅すみ々ずみまで磨みがき上あげたところで彼かの女じよは立ち上がる。そうして背後を振ふり向むき、息子むすこたちに向かって笑いかけた。

「さ、あなたたちも」

　母に促うながされて三兄弟が進み出る。ひとつの墓石の前に三人が並び、最初に長ちよう兄けいが口を切った。

「サリハスラグです。お久しぶりです、ルシーカ先生」

「スシュラフです。先生、ご無ぶ沙さ汰たしております」

　そう言って同時に敬礼するふたり。兄たちに倣ならってそうしながらも、トルウェイの口からは上手うまく言葉が出て来ない。

「……先、生……」

　何か言おうとして、掠かすれた声が意味をなさないまま口から漏もれ出だした。かすかに震ふるえる青年の肩かたを、サリハがバンと手のひらで叩たたく。

「おい、トルル。──めそめそしてて喜ぶ相手じゃねぇぞ」

「──っ、はい」

　トルウェイが歯を食いしばって背筋を伸のばす。サリハは墓石に目を戻もどして鼻を鳴らした。

「っても、やせ我が慢まんを見み逃のがす相手でもないけどよ。──なぁ先生。コイツは相変わらずこのザマで、それなのに階級ばっかり中ちゆう佐さなんぞに上がっちまった。あの泣き虫が、今じゃオレとスシュラの上官ってわけです」

　はぁ、とため息がこぼれる。その吐と息いきには、皮肉と憂うれいが半々でこもっている。

「正直に言うなら──こんな時こそ、先生に居て欲ほしかったですよ。……あなたは教え子に世界の厳しさを教えるのが上手うまかった。昔はずいぶん泣かされましたが、それはこれからのコイツにいちばん必要になるもののはずだから」

　真顔でそう言って、彼かれはそれからニッと笑ってみせる。

「弱音はここまでです。なんだかんだ言いましたが──ま、安心してください。あなたから嫌いやってほど学ばされた教訓は忘れちゃいない。忘れようがない、ってほうが正しいですがね。オレたち全員、親父おやじに殴なぐられた回数よりも、あなたに引っぱたかれた回数のほうが多いんだから」

　強がりのない表情でそう告げるサリハ。そんな兄に続いて、やがてスシュラフが口を開く。

「先生。俺おれは、俺おれなりに、前に出ることを覚えました。……進歩といえばそれぐらいです。けれど、元に戻もどることだけはしません。もう──二度と」

　嚙かみしめるように、スシュラフはその誓ちかいを口にする。サリハの顔に苦く笑しようが浮うかんだ。

「なんだそりゃ、スシュラ。相変わらず言葉が足りねぇな」

「いや……これでいい。他に言いたいことは、先に兄上が言った」

　わずかに口元を緩ゆるめてスシュラフは言い、ほどなく、ふたりの兄の視線が末まつ弟ていを向いた。

「トルル、お前からは？」

「……。……ぼくは……」

　言葉を選んで沈ちん黙もくするトルウェイ。その肩かたに、後ろからそっと手がかけられる。

「母親がふたり──いるようなものだったわね、うちは」

　エリシャはつぶやき、白く柔やわらかい指先で、息子むすこの髪かみを優やさしく撫なでる。

「わたしは、いつだってあなたたちが可愛かわいくて。[image: 叱]しかったりするのもぜんぜん得意じゃなくて。そんなわたしの代わりに、ルシィがいつも子育ての厳しいところを受け持ってくれていた。……ずるい話よね。わたしばっかり甘あまやかして懐なつかれて、母親のいいとこ取りなんだもの」

「…………」

「わたしはずっと、ルシィから受け取ってばかりだった。戦場でいつもテルを支えてくれた。子供たちを導いてくれた。そんなあなたに、わたしがどれくらい憧あこがれていたか分かる？」

　そう言って、エリシャは再び墓石の前に立つ。レミオンの象しよう徴ちようである風ふう銃じゆうのシンボルが描えがかれたそれを、両りよう腕うでできつく抱だきしめる。

「なのに、ねぇ──どうして逝いってしまったの、ルシィ。わたし、まだ何も返していないのよ。これまで受け取ってきたものを、わたしはまだ、あなたに何も……」

　頰ほおを伝って落ちた涙なみだの粒つぶが、墓石にぽつぽつと跡あとを残す。そんな母の背中を見つめながら、トルウェイは静かに口を開く。

「──先生。ぼくは今でも、生き物を撃うつのが苦手なままです」

　言葉を選ぶことは止やめた。ただ自分の中にある想おもいを、青年はそのまま口にする。

「でも、もう自分を恥はじてはいません。そんなぼくでも──いえ、そんなぼくだからこそ、必要としてくれる仲間がいるからです」

　それが現在の彼かれを支える誇ほこり。青年の生き方が辿たどり着ついた確かな答え。

「ぼくはこれからも、臆おく病びよう者もののまま戦場に立ち続けると思います。誰だれかを殺すことも、誰だれかに殺されることも、ずっと恐おそれ続けるんだと思います。……その気持ちは、とても大事なものだから。忘れてしまってはいけないものだから」

　ふたりの兄たちもまた、厳おごそかにその言葉を聞き届ける。彼かれらが見つめる弟の背中に、弱々しさはもはやない。

「だから、ぼくは目指します。──誰だれも勇者にならなくて済む世界を。誰だれもが臆おく病びよう者もののままでいられる未来を。それはきっと、先生が望んだものと同じだと思うから」

　そう結んで、トルウェイはまっすぐに墓石を見つめる。やがて、その隣となりに父親が歩み出た。

「世界、か。──お前の口から、そんな言葉を聞く日が来るとはな」

「父さん……」

　墓石を抱だきしめる妻の背中を撫なでつつ、テルシンハもまた、長年の副官へ語りかける。

「聞いたかルシーカ君。この通り、子供たちはとっくに私たちの手を離はなれてしまっているようだ。……悔くやしさも寂さびしさもあるが。親としては、巣立ちの時を受け入れなければならないだろうな」

　子供たちが生まれてからの日々が脳のう裏りをよぎり、翠すい眼がんの将は万ばん感かんの想おもいを込こめて告げる。

「君に学んだ子たちが創っていく未来こそ、君が私たちに遺のこしてくれた最大のものだ。──ルシーカ・クルツク、私たち一家と常に共にあったレミオンの騎き士しよ。ありがとう、私たちを守ってくれて。私たちと共に生きてくれて──」
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　さらに数週間後。イクタの指示に従ってサザルーフが計画していた演習が、二個旅団という規模で実行に移された。

「──止まれ！　その場で整列し点呼！」

　縦列を組んだ兵士たちが足を止めて一息つく。腰こしを下ろしてしまいたい誘ゆう惑わくに耐たえながら、上官の目を盗ぬすんで、彼かれらは周りの仲間と小声で会話を始めた。

「ふぅ、やっと着いたな……」

「三日がかりとはいえ、結構な距きよ離りだったぜ。仲間は脱だつ落らくしてないか？」

　ほどなく点呼が一いち巡じゆんし、落らく伍ご者しやのないことが確かく認にんされる。それでひとまず安あん堵どの息をつき、兵士たちは視線を目の前の光景に移した。

「しっかし、ここまで俺おれたちを連れて来て、元げん帥すい閣かつ下かはどういうつもりなのかね」

　訝いぶかしむ彼かれらの視線の先にあるものは、直径にして八百メートル、高さにして三十メートルにも及およぶ構造物。上空から俯ふ瞰かんした姿は正六角形をしており、その全周は分厚い城じよう壁へきで覆おおわれている。壁かべのあちこちに見て取れる欠損は無数の弾だん雨うと砲ほう撃げきに耐たえてきた証あかしであり、そう遠くない過去まで実戦に用いられてきた事実を示していた。

「まぁな。バルシハ要よう塞さい──帝てい国こく内でも指折りの防衛拠きよ点てんだ。だいぶ古くなっちゃいるが、まだまだ現げん役えきで使える施し設せつだぜ」

「ってことは、ここでの戦いを想定した訓練とか？」

「いやいや、ここまで攻せめられたら戦線の後退がヤバいぞ。要よう塞さい戦を想定した訓練にしても、実際に使うことになるのはここじゃねぇだろ。もっと東寄りのとこのはずだ」

「要よう塞さいを使った防衛戦に慣れるために、近場の施し設せつで訓練ってとこかね。でも、それにしては連れてきた人数が多すぎるように思うんだがな……」

　そう言って、兵士のひとりがぐるりと周りに視線を巡めぐらせる。二個旅団一万人を超こえる帝てい国こく兵士たちが城じよう塞さいの全周を取り囲んでいた。城じよう塞さいとしての規模は大きいが、この全員で中に入るにはさすがに手て狭ぜますぎる。第一、その気ならとっくに先着の部隊が入城を始めているはずだった。

「それに、やたらでっかい砲ほう身しんが要よう塞さいを囲んでるよな。あれが新兵器の爆ばく砲ほうってやつだろ？　野戦用の装備かと思ってたけど、このまま要よう塞さいに運はこび込こむつもりなのかね？」

　重ねて兵士たちの興味を引くのが、彼かれらの大半にまだ扱あつかった経験がない新兵器の存在だった。どういう形の演習になるのか、それをめいめいに想像しながら、彼かれらは次に下される指示を待つことになった。







「──さて、兵士たちの配備は済んだようですね。頃ころ合あいですよ、サザルーフ准じゆん将しよう」

　一方その頃ころ。陣じん地ちの一角に張られた天幕の中では、黒くろ髪かみの青年のその言葉を受けて、サザルーフが弱り顔で頭を搔かいていた。

「もう何度目の確かく認にんか分からんが……本当にやるのか？」

「ここまで来て何もやらずに帰るのも寂さびしいでしょう。せっかくこれだけ大勢連れてきたんですし」

「そりゃそうだが、もうちょっと穏おん便びんなやり方は……」

　現地に到とう着ちやくした今でもまだ、サザルーフは「この先」を行うことに対して気が引けている。イクタは肩かたをすくめてかぶりを振ふった。

「ないとは言いませんが、今回はあえて過激なやり方を選んだんですよ。──決戦に向けて、帝てい国こく軍には意識改革が必要なんです。上級将校から末まつ端たんの兵士に至るまで、これまでの戦争の常識を一度塗ぬり替かえなければなりません。そのために今回の演習があるわけでして」

「……。つまり、どうしても中止する気はないか」

　はぁ、と盛せい大だいにため息をつく若き准じゆん将しよう。その肩かたの力を抜ぬかせるように、イクタはいたずらっぽく笑ってみせる。

「心配しなくても、やり過ぎを怒おこる上官はいませんよ。なんといっても今は僕ぼくが元げん帥すいですからね」

「上官に怒おこられることがなくても、こっちにゃ何事につけ厳しい副官がいるんだがな。いざって時はいっしょに[image: 叱]しかられろよ？」

「ふむ……それは３Ｐの誘さそいと受け止めてよろしいですか？」

「ははは。一発ここに落としていいか？」

　お決まりの憎にくまれ口ぐちを叩たたき合あい、それから黒くろ髪かみの青年は机の上のクスに視線を向ける。

「では、そろそろ始めましょう。通信精せい霊れいを介かいして各部隊に通達します──」







「──こちらイクタ。マシュー、聞こえるかい？」

　パートナーの風かぜ精せい霊れいツゥから通信の報しらせを受け取った瞬しゆん間かん、小太りの青年は時が来たことを悟さとった。

「ああ、聞こえてるぞ。……始めるんだな？」

「うん、十分後を目め途どに開始する。それまでに兵士たちへの説明を済ませてくれるかな」

「ああ、分かった。……でも、おれたちはおまえほど口が上手うまくないからな。効果はあんまり期待するなよ」

　そう断って通信を切り、部下の将校たちに指示を出してから、マシュー自身もまた近くの兵士たちに向き直って口を開く。

「総員傾けい注ちゆう！　──よく聞け！　演習の開始に先立って、おまえたちに話しておくことがある！」

　隊列の後ろまで届くように声を張り上げる。離はなれた場所でも、他の将校たちの口から同じように声が上がり始めた。声量を落とさず、青年は前置きを続ける。

「おまえたちの多くは考えているはずだ。たとえキオカとの決戦になっても、目の前のバルシハ要塞これを始めとして、帝てい国こくにはたくさんの優すぐれた要よう塞さいがある。それらを使って守りの戦いくさをすれば、少なくとも負けることはないと──」




「──各地の要よう塞さいで粘ねばり強づよく戦い、敵方の疲ひ弊へいを待って停戦に持もち込こむ。キオカとの戦せん況きようの推移について、そういう想定をしている者も多いと思う。事実、これまでの戦いの多くはそういう流れだった──」

　間に要よう塞さいを挟はさんだ反対側では、トルウェイが指揮下の部隊に向かって同じ説明を行っていた。意図が分からないまま、兵士たちはそれに耳を傾かたむける。




「──だがな、近年になって戦争の在り方は急激に変わっていやがる。新兵器に新たな兵科、新たな戦術──これまでの戦いの常識は、これからの戦争では通用しねぇ」

「よって。決戦に先さき駆がけて、我々はそれを理解しなければならない──」

　演習に同行しているサリハスラグとスシュラフも、それぞれの部下へ向かって言葉を発していた。思考の裏側で、この後に始まる出来事を想像しながら。




「──今日の演習は、そのための催もよおしでね。というわけで、これから始まる出来事をしっかり受け止めて欲ほしい。ちょっと刺し激げきが強いけれど、こればっかりは必要な薬だ」

　そこで言葉を切ると、通信を開いたまま両手に抱だいたクスへと、イクタは声を張り上げた。

「──砲ほう撃げき開始！」







　瞬しゆん間かん、重なって轟とどろいた爆ばく音おんが、兵士たちの耳を強きよう烈れつに貫つらぬいた。

「──なっ──」

　轟ごう音おんに驚おどろいて身をすくませた兵士たちが、それ以上の驚きよう愕がくによって両目を見開いた。彼かれらの周りで煙けむりを噴ふき上あげる砲ほう口こうの群れ。そこから射出された砲ほう弾だんが、目の前の城じよう塞さいに続々と降り注いでいる。

「お、おい！　砲ほう撃げきが始まったぞ!?」「んな馬ば鹿かな！　味方の要よう塞さいに向けてか!?」

「音が重い……！　腹にズシンと来やがる！」「み、見ろ！　あれ──」

　鳴なり止やまない轟ごう音おん。砲ほう弾だんの激げき突とつした石いし壁かべが無数の破は片へんとなって弾はじけ飛とんでいく。爆ばく砲ほうの半数は直接射しや撃げきで城じよう塞さいの外がい壁へきを、もう半数は曲射で内側の中ちゆう枢すう部分を狙ねらっていた。外と内から破は壊かいは等しく、恐おそろしいほどの速度で進んでいく。

「よ、要よう塞さいの外がい壁へきが……！」

「もう穴が開いたのか!?」「早すぎる！　たったこれだけで……！」

　砲ほう撃げき開始から三分を待たず、外がい壁へきの東側の一辺が広こう範はん囲いに亘わたって崩くずれ落おちた。自重に耐たえられなくなるまで基き礎そ部分の数か所に着ちやく弾だんを集中させた結果だ。従来の風ふう臼きゆう砲ほうでは到とう底てい不可能な真似まね──だが、爆ばく砲ほうの威い力りよくはその常識さえ覆くつがえしてのける。

「あ、ああ……！」「ウソだろ、あっという間に穴だらけに……！」

「塔とうの根元が抉えぐられて……」「うわぁ──た、倒たおれる！」

　内部の建造物は外がい壁へきよりもずっと脆もろい。かつては城じよう塞さいの司令部として活かつ躍やくした中央の尖せん塔とうも、苛か烈れつな砲ほう撃げきに晒さらされた末、根元への直ちよく撃げきが最後の一ひと押おしとなって横よこ倒だおしに崩くずれ落おちた。砲ほう弾だんはなおも降り注ぎ、先ほどまで堅けん牢ろうに聳そびえ立たっていた城じよう塞さいは刻々と原形を失っていき──。










「──砲ほう撃げき中止！」

　黒くろ髪かみの青年が発した一言を合図に、それはようやく終わりを迎むかえた。

「直視して欲ほしい。──これが、今の戦争の現実だ」

　元げん帥すいに促うながされて、啞あ然ぜんとして目の前の光景を見つめる兵士たち。──そこにあるものは、粉ふん塵じんをまとった廃はい墟きよと瓦が礫れきの山。……ほんの十分前までそこには城じよう塞さいがあった。だが、その記き憶おくさえ、苛か烈れつな砲ほう撃げきが根こそぎに奪うばい去さってしまったかのようだ。

「はっきり言おう。──爆ばく砲ほうに対して、既き存そんのあらゆる城じよう塞さい・城じよう壁へきは意味をなさない。どれほど堅けん牢ろうに作られた要よう塞さいでも、継けい続ぞくして集中砲ほう火かに晒さらされればあっという間にこの有あり様さまだ」

　立たち尽つくす兵士たちに、イクタは重ねて容よう赦しやのない現実を浴びせる。束つかの間まの忘ぼう我がの後、それは、拠よって立つ地面が失われたような不安の感情を彼かれらに呼び起こした。……黒くろ髪かみの青年が狙ねらって崩くずしたのは、目の前の要よう塞さいなどではない。帝てい国こく兵士たちが共有していた要よう塞さいへの過信──ある種の安全神話だ。

「つまり、これまでのような要よう塞さいを頼たのみにした防衛戦は今後成立しない。守りの戦いくさになったら負けだと思ってくれていい。よって──先に控ひかえているのは文字通りの決戦だ。勝ちか負けか、戦いの後にはどちらかの結末しかない」

　息を吞のむ兵士たち。彼かれらは否いや応おうなく思い知った──先に控ひかえる戦いに、何の誇こ張ちようでもなく国の存亡が懸かかっていることを。

「そして言うまでもなく、開発・製造の段階で後おくれを取った分、爆ばく砲ほうの保有数ではキオカのほうが大おお幅はばに上回っている。僕ぼくたちはこの現実と戦わなければならない──今までとは違ちがう発想と方法でね。そのために今回の演習を執とり行おこなった。この場の全員に課題を把は握あくしてもらうために」

　軍人たちを押おし包つつむ重い沈ちん黙もく。それを望みどおりの結果として受け止め、イクタはうなずく。

「そしてもちろん、この結果だけ放り投げて終わらせるつもりはない。──演習はまだ半分。全軍、次の目的地に向けて移動を開始してくれ。肝かん心じんなのはここからなんでね」







「……どうすりゃいいんだよ、あんなの見せられて……」

　縦列を組んで歩く兵士たちの口から、ぶつぶつと低い声が漏もれる。足取りは一様に重い。崩くずれ落おちた城じよう塞さいを後にしてからも、彼かれらの頭にはさっき見た光景がこびり付いていた。

「……要よう塞さいが意味ないって、じゃあ何を武器にすればいいわけ……？　爆ばく砲ほうだって向こうのほうがずっと多いんでしょ……？」

　口に出す者も出さない者も、抱いだく気持ちは一いつ緒しよだった。最初から勝ち目のない戦争に向かわされる──彼かれら現場の兵士にとって、それ以上の恐きよう怖ふは他にない。

「……風ふう臼きゆう砲ほうの延長線上で考えてたのに、あんなに強力なんて……。本当に勝ち目があるのか、あんなの相手にして……？」

　考えれば考えるほど、圧あつ倒とう的てきな攻こう撃げき力りよくを武器に侵しん攻こうしてくるキオカ軍の姿が目に浮うかぶ。その光景を否定する手段を、誰だれにそうしろと言われるまでもなく、彼かれらは必死に考え始めていた。







「……元げん帥すい閣かつ下か。予想通りだが、兵士たちの動どう揺ようが激しいぞ」

　隊列の中心近く、イクタを馬の後ろに乗せて走るサザルーフが、横目で兵士たちの様子を窺うかがいながらつぶやく。黒くろ髪かみの青年はけろりとした顔でうなずいた。

「そりゃそうでしょう、あれを目の当たりにしたんですから。むしろショックを受けてくれなきゃ困ります」

「そうは言うけどな……現実を見せたのはいいが、士気の低下はどうするつもりだ？　あの結果を見て戦意が衰おとろえない奴やつはそういねぇぞ」

「いいんですよ、それで。だって遅おそかれ早はやかれです。爆ばく砲ほうの威い力りよくに実感を持たないまま決戦の日を迎むかえれば、その時に今と同じことになったわけですから。通つう過か儀ぎ礼れいと考えれば、早いうちに済ましておくに越こしたことはありません。現実を知る前の蛮ばん勇ゆうよりも、現実を知った後の臆おく病びようのほうがずっとマシですよ」

　躊躇ためらいなく言ってのける。科学者としても軍人としても、青年のそのスタンスは変わらない。

「この移動時間も、彼かれらが彼かれらなりに現状を受け止めるための猶ゆう予よとして働いています。今、兵士たちの頭はフル回転しているはずですよ。どうすれば勝てるか、そもそも勝ち目があるのか──その思考は軍人として至って健全です」

　むぅ、と唸うなるサザルーフ。背後のイクタが軽く微笑ほほえむ。

「僕ぼくたちの仕事は、彼かれらの思し索さくを然しかるべき方向へ導いてあげること。正しい勝ち筋へ向かって彼かれらの背中を押おすことです。それが上手うまくいけば、戦意やら士気やらは勝手に付いてきます」

　会話の途と中ちゆうでひときわ大きな丘おかを越こえて、遠くに次の目的地が見え始めた。それをまっすぐ見み据すえながら、青年は淡たん々たんと告げる。

「もっとも──そのための最後の仕上げは、ちょっとだけ大変ですけどね」







　それから数十分後。上官からの命令に従って、兵士たちの進軍は再び止まった。

「……ここで止まるのか」

　彼かれらの視線が周囲を巡めぐる。先行の仲間に並ぶ形で、部隊はなだらかな丘おかの上に布ふ陣じんしていた。

「丘きゆう陵りよう地ち帯たいのど真ん中だぞ。今度は何が起こるんだ……？」

　ざわつく兵士たちの前に、そこで騎き乗じようしたトルウェイが歩み出て口を開いた。

「ここで演習の後半を執とり行おこなう。みんな、あちらを見てくれ」

　そう言って彼かれが指さしたのは、自分たちが立っている丘おかを下った先にある小さな盆ぼん地ちだった。目を向けた兵士たちが首をかしげる。

「なんだ、あれ？　地面に変な模様が……」「円形に、何重にも溝みぞが掘ほってある……のか？」

　長い距きよ離りに亘わたって掘ほられた縦穴が、上から見下ろした時に同心円を形成している。至ってシンプルな造りの塹ざん壕ごうと見えた。巨きよ大だいな城じよう塞さいを見た後ではひどく頼たよりなく目に映る。

「あれが要よう塞さいの代わりだ。──これから、さっきと同じように、あの場所に向かって砲ほう撃げきを行う」

　翠すい眼がんの青年が口にしたことに、兵士たちは重ねて困こん惑わくさせられた。──それが一体何になるというのか？　つい先ほど、堅けん牢ろうな石造りの城じよう塞さいが無残にも崩くずれ落おちたのを見たばかりだ。城じよう塞さいでそうなのだから、ただ穴を掘ほっただけの塹ざん壕ごうが砲ほう撃げきに耐たえられるわけがない。

「ただし、無人の要よう塞さいだった先ほどとは違ちがって、今度は中に人が配備されている。……元げん帥すい閣かつ下か自身も、これから入られる」

「は──？」

　続く言葉に耳を疑う兵士たち。だが、そんな彼かれらの目の前で、隊列から進み出た一部の仲間が丘おかを下り始めた。兵士たちはぎょっとしてその背中を見つめる。

「ちょ、え、本気で……？」「み、見ろ。大勢入っていくぞ……」

　これから砲ほう撃げきに晒さらされるという塹ざん壕ごうへ、自らの足で向かう軍人たち。その中に、杖つえを突ついて歩く黒くろ髪かみの青年の姿もあった。







「──多少ぬかるみます。足元にお気を付けください」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　入り口の段差を下り、イクタは近衛このえの部下たちと共に塹ざん壕ごうの底へと降り立った。深さは二メートルほどで、大人が直立しても頭がはみ出すことはない。

　将校が目配せすると、兵士たちはすぐさま青年の身辺を固め始めた。彼かれらの体がそのまま肉の壁かべ──これから降り注ぐ砲ほう弾だんに対する、それは万一の場合における最後の備えだ。

「ご安心ください。いざという時は身を挺ていしてお守りいたしますので」

「そうはならないよ。……でも、すまないね。付き合わせてしまって」

　イクタの口から謝罪がこぼれる。それを聞いた将校が軽く鼻を鳴らした。

「お言葉ですが、元げん帥すい閣かつ下か。──ご自分より二十も年のいった相手に、その謝罪は不要かと存じます」

　彼かれがそう言うと、周りの兵士たちも微笑ほほえみで同意を示した。上官だけに体を張らせるのも、年少者の命だけを危険に晒さらさせるのも、彼かれらの常識では考えられない。その意思を汲くんで、イクタは苦く笑しようする。

「……そうだね、今のは言葉を間ま違ちがえた。訂てい正せいするよ──ありがとう、付き合ってくれて」

　感謝を込こめてそう告げ、青年は腰こしのポーチからそっとパートナーを取り出した。







「着信。イクタから」

「…………」

　パートナーが着信を知らせる。ついにこの時が来たかと思いながら、マシューは硬かたい声で通話に応じた。

「……こちらマシュー少しよう佐さ」

「こちらイクタ。塹ざん壕ごう内の準備ができたよ。いつでもどうぞ」

　裏腹に、相手の声は憎にくらしいまでに軽い。すぐに了りよう解かいして通話を切る気にはとてもなれず、小太りの青年は声を上げた。

「おい、頼たのむ、そんなに軽く言うなよ。……おれがミスればどうなるか、分からないはずないだろ？」

「もちろん分かってるさ。だからこそ君に任せたんだから」

　あっけらかんとした口調で言ってのけ、イクタはさらに続ける。

「これまでの戦場でも、僕ぼくたちは何度も互たがいの命を預け合ってきたじゃないか。今回もそれと同じことさ」

「…………」

「ねぇマシュー。君の手は、まだ震ふるえているかい？」

　その言葉を耳にして、マシューの中で鮮せん烈れつに蘇よみがえる記き憶おくがあった。……北ほく域いき動どう乱らんの序じよ盤ばん、襲しゆう撃げきを受けた陣じん地ちから迎げい撃げきに打って出る時にふたりの間で交かわした言葉。勇ゆう敢かんな将軍と臆おく病びような将軍の寓ぐう話わ。それらを思い出しながら、青年はじっと自分の両手を見下ろす。

「……いや。震ふるえては、いない」

「だと思った。──じゃ、後は任せるね」

　最後まで軽い調子で通話は切れた。ちょっとの心配もしていないからさっさと済ませてくれと、黒くろ髪かみの青年は暗にそう言っているのだ。マシューは盛せい大だいにため息をついた。

「軽く言ってくれるよな、まったく……！」

　そうつぶやいて顔を上げた瞬しゆん間かん、ちょうど部下が彼かれのもとに駆かけ付つけた。こちらも緊きん張ちようの色が濃こい顔で、上官に向かって報告を行う。

「ま、マシュー少しよう佐さ殿どの。爆ばく砲ほうの配置が、完かん了りよう、しましたが……」

「分かった。確かく認にんに向かう」

　青年はうなずいて歩き出した。ずらりと並んだ砲ほう身しんへ歩み寄り、砲ほう口こうの向きと角度、揚よう気きの充じゆう塡てん率りつなどをひとつひとつチェックしていく。見落としは決して許されない。だが、それを理由に怖気おじけづきはしなかった。イクタ・ソロークに信しん頼らいされてこの役目を任されている──その事実が大きな支柱となって、マシュー・テトジリチの自信を支えていた。

「…………よし、問題ない」

　時間をかけてチェックを終えた後、小太りの青年ははっきりとそう言った。為なすべきを為なしたという自負があった。これ以上の慎しん重ちようさは時間の浪ろう費ひを招くだけだと思い切り、

「砲ほう撃げき開始だ！」

　もはや躊躇ためらうことなく、彼かれはその号令を口にし──晴天の下に、再び轟ごう音おんが鳴なり響ひびいた。







「うわぁああああああっ！」「ほ、本当に撃うちやがった！」

「やめろ！　やめてくれ！」「仲間が、仲間があそこに──！」

　砲ほう撃げきが始まった瞬しゆん間かん、それを目の当たりにした兵士たちは半ばパニックに陥おちいった。無理もない──仲間が籠こもっているのは地面に穴を掘ほっただけの粗そ末まつな塹ざん壕ごうなのだ。城じよう塞さいですら一いつ蹴しゆうした爆ばく砲ほうに対して、それがどれほどの意味を持つと言うのだろう。

　彼かれらの絶ぜつ叫きようを聞き届けることなく、砲ほう撃げきは長い時間に亘わたって続けられた。着ちやく弾だん地ち点てんに土つち煙けむりが巻き上がって立たち込こめ、それが風に乗って、遠くから様子を見守る兵士たちの鼻にまで届き始める。その中に血の匂においを感じてしまうことが怖こわくて、彼かれらは半ば無意識に鼻で息をすることを止めていた。

「……砲ほう撃げきが済んだな」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの数分が過ぎた後、丘おかの下の塹ざん壕ごうは煙けむりに覆おおわれてほとんど見えなくなっていた。もはや誰だれにも言葉もない。煙けむりの向こうがどんな惨さん状じようになっているのか、兵士たちは考えるのも恐おそろしくて目を逸そらし、

「おい、呆ほうけてるんじゃねぇぞテメェら。しっかり目ぇ開けてあれを見ろ」

　そこに厳しい声が飛んだ。半ば放心状態の部下たちを[image: 叱]しつ咤たし、サリハスラグは彼かれらが目を背そむけた方向を指し示す。

「あ──」

　そこに、動くものを見た。爆ばく発はつで変形した塹ざん壕ごうをよじ登り、立たち込こめる土つち煙けむりの中を歩いてくる多くの人ひと影かげ。やがて白日のもとに現れたのは、全身が土に汚よごれてはいたが、それでも五体満足で丘おかを登ってくる仲間の姿だった。

「い、生きてるぞ。どんどん出てくる──」「あんなに撃うたれたのに、あいつら……！」

　予想外の結果に驚おどろきを隠かくせない兵士たち。さらに、帰ってくる仲間の中に杖つえを突ついて歩く青年の姿を見つけたところで、彼かれらの驚きよう愕がくは興奮へとヒートアップした。

「み──見ろ！　元げん帥すい閣かつ下かもご無事だぞ！」

　生せい還かん者しやのもとへ集中する視線。その注目を肌はだで感じながら、イクタはおもむろに口を開く。

「──と、いうわけで。たったいま見た通り、これが爆ばく砲ほうに対する防ぼう御ぎよ策さくだ」

　そう言って、片手で背後の塹ざん壕ごうを示す。彼かれ自じ身しんがそこに入り、砲ほう撃げきの雨を耐たえしのいだ場所。その結果は兵士たちの大半にとって予想外であり、説明を求める彼かれらの視線に応えて、イクタは種明かしを始めた。

「爆ばく砲ほうのもっとも恐おそろしい点は、爆ばく発はつそのものよりも、その爆ばく風ふうに乗って広こう範はん囲いに飛散する破は片へんの殺傷力にある。砲ほう弾だんの内部にもともと仕し込こまれているものだけでなく、破は壊かいされた建材もその一部だ。盾たてとなるべき城じよう塞さいの壁かべが、爆ばく砲ほうにかかればそのまま凶きよう器きになってしまうんだよ。

　破は片へんを乗せて運ぶのは爆ばく風ふうだ。これは着ちやく弾だん点てんから起き爆ばくして上や横に向かう性質を持つ。──けれど唯ゆい一いつ、下にだけは向かわない」

　真下の地面を指さすイクタ。それに釣つられて、兵士たちも各おの々おのの足元を見つめる。

「よって、爆ばく発はつから逃のがれるための最適解はこうなる。──縦穴を掘ほって隠かくれること。これなら砕くだけた城じよう塞さいが飛び散って二次的な被ひ害がいをもたらすこともない。帝てい国こくにある全ての城じよう塞さいが頼たよれなくなっても、僕ぼくたちを守る盾たてはいつでも足元にあるってわけさ」

　青年は不敵に笑ってそう言い、隣となりの兵士から、塹ざん壕ごうの構築に使ったシャベルを受け取る。

「野戦における爆ばく砲ほうへの対処は、こうした縦穴式の塹ざん壕ごうを構築することが基本になる。次の戦いで、君たちには風ふう銃じゆうやボウガン以上にシャベルを活用してもらうことになるだろう。中があまり快適とは言えないのが難点だけれどね」

　言いつつ、マントや軍服に付いた土をぱんぱんと払はらう。その様子を見つめる兵士たちの目に、みるみる生気が戻もどりつつあった。元げん帥すいが自ら体を張って実証した塹ざん壕ごうの有効性。これから爆ばく砲ほうを相手取る兵士たちにとって、それは掛かけ値ねなしの希望だ。

「なんにしても、これが君たちの新たな盾たてだ。まずは作り方に慣れてもらうよ。──みんな、シャベルの準備はいいかい？」

　元げん帥すいの言葉に、兵士たちがそれぞれのシャベルを手にする。そうして彼かれらの穴あな掘ほりが始まった。







「──損害報告が来ました！　砲ほう撃げきによる軽傷者十二名、いずれも軽い捻ねん挫ざや打だ撲ぼくなど！　重傷者・死者は共になし！　もちろん元げん帥すい閣かつ下かもご無事です！」

　同じ頃ころ、爆ばく砲ほう部隊の指揮を執とるマシューは、その報告を受け取って膝ひざから崩くずれ落おちていた。

「──う、上手うまくいったぁ……」

　声と一いつ緒しよに肺の空気が抜ぬける。緊きん張ちようが一気に解けて、今の彼かれは軽い眩暈めまいさえ覚えていた。そんな上官に手を差さし伸のべながら、部下の将校が賞賛を口にする。

「おめでとうございます、少しよう佐さ殿どの。……しかし、今回の演習はさすがに肝きもを冷やしました。塹ざん壕ごうの防ぼう御ぎよ性せいを実演してみせるまではともかく、まさか元げん帥すい閣かつ下か自身がそこに入られるとは……」

「おれも真っ先にそう言って反対したよ。でも、あいつは引き下がらなかった。任せるのがおれなら心配ないって言い張ってさ……」

　手を借りてどうにか立ち上がり、マシューは盛せい大だいにため息をつく。──砲ほう撃げきに対する塹ざん壕ごうの有効性は確かだが、だからといって穴の中にいれば必ず無事で済むわけではない。爆ばく風ふうによる広こう範はん囲いの被ひ害がいから逃のがれられるというだけで、塹ざん壕ごう内に砲ほう弾だんが直ちよく撃げきすれば、中にいる人間は当然ひとたまりもないのだ。

　だからこそ、マシューはそうならないように砲ほう撃げきを調整する必要があった。イクタを無事に帰すことはもちろんとして、兵士たちの心理への影えい響きようも考えれば、ひとりの死者・重傷者も出すわけにはいかなかったのだ。味方に向かって砲ほう撃げきを行いながら、それによる深刻な被ひ害がいは一いつ切さい出さない──イクタに求められたそんな無理難題を、彼かれは見事にやり遂とげてみせた。

「事前に何度も実験はしたし、爆ばく砲ほうの使い方にも慣れてきちゃいた。だから針の穴を通すような狙ねらいだったとまでは言わない。……だけどなぁ。仲間に向かって砲ほう弾だんぶっ放すこっちの身にもなれってんだよ、ったく……」

　兵士に向かって演説を続けるイクタを遠目に眺ながめて、小太りの青年はそうぼやく。こんなのは二度とごめんだ──そう思いながらも、青年の信しん頼らいに応えることができた自分を、彼かれは素す直なおに誇ほこらしいと思えた。







[image: 第二章　揺れる英雄たち]
















　キオカの南に広がる大おお海うな原ばら。軍港にほど近い沖おき合あいで、轟ごう音おんが繰くり返かえし響ひびき渡わたっていた。

「──発射ァ！」

　舷げん側そくから横並びに砲ほう弾だんが射出され、それらを受け止めた海面に盛せい大だいな水柱が立ち上がる。デッキ上で着ちやく弾だん観かん測そくを行っていた水兵が声を上げた。

「よし──いい狙ねらいだ！」「次は右う舷げん側いくぞ！　砲ほう門もん開けろ！」

　艦かんが風上へ向かって舵かじを切ると同時に、これまでと反対側の砲ほう門もんが口を開ける。敵てき艦かんとの戦せん闘とうを想定した訓練だ。長い捕ほ虜りよ生活を越こえて帰国を果たした今、敗北に終わったニモング港沖おきの海戦でのリベンジに向けて、彼かれらキオカ海軍第四艦かん隊たいの面々は大いに士気を上げていた。

「あぁ、やっぱり海はいいなぁ……！　潮風が肌はだに馴な染じむぜ！」

「まったく、無事に帰って来られて良かったよ。あのままずっと、帝てい国こくで飼い殺しにされてたらと思うと……」

　その末路を想像した水兵がぶるりと肩かたを震ふるわせる。隣となりに立った仲間がバンと背中を叩たたいた。

「次に負けたらそうなると思って。前と同じ轍てつは踏ふめないんだから」

「あ、ああ、分かってるさ。──艦かん上じようでの爆ばく砲ほうの扱あつかいにも慣れてきた。帝てい国こくの海かい賊ぞく軍どもめ、次は確実に沈しずめてやる！」

　自分を鼓こ舞ぶするように声を張り上げる水兵。が、ふとそこで背後を振ふり向むいた。いつも艦かん橋きようから自分たちを見守ってくれる女性の姿が、今はそこにない。

「でも──今日は、太たい母ぼ様はいらっしゃらないんだな」

「休きゆう暇かだそうだ。珍めずらしいことにグレーキ隊長も休んでおられる」

「ふーん……？」

　陸よりも海を好むふたりなので、休きゆう暇かが被かぶるというのは珍めずらしい。かすかな違い和わ感かんを覚えながらも、敬愛する太たい母ぼが帰って来た時に胸を張れるよう、彼かれらは再び訓練に集中し始めた。





＊






　同じ頃ころ。海上の水兵から遠く離はなれた陸の上では、彼かれらが話題にしていたふたりが街の中で合流したところだった。

「おはようグレーキ。待たせたかい？」

「いえ。かっきり十分前到とう着ちやくでさぁ」

　待ち合わせ場所に指定した噴ふん水すいの前で、グレーキは背筋を伸のばしてびしりと立っている。背骨に心棒を刺さしたような立ち方は一目で軍人と分かり、そこに六尺を超こえる巨きよ軀くと裂さけた口元が加わって、人ひと払ばらいの効果は凄すさまじいものがあったが──そんなことを「白はく翼よくの太たい母ぼ」は気にしない。大らかな笑え顔がおでとてとてと歩み寄っていく。

「きみの私服は久しぶりに見るね。相変わらずいいセンスだ」

「どうも。親にはそれなりに仕し込こまれたもんでしてね」

　そう言って、首元のネクタイを指でつまんでピンと伸のばす。古傷のせいで見み逃のがされがちだが、元の顔はそれなりに男前なのだ。胴どう衣いの上に重ね着たジャケット、皺しわひとつないズボンに顔が映るほど磨みがかれた革かわ靴ぐつ。懐かい中ちゆう時ど計けいなどの小物の選せん択たくも含ふくめて、たとえ首都ノランドットの洒落しやれ者ものに見せたとしても、非の打ちどころのないファッションと太たい鼓こ判ばんを押おされただろう。

「もっとも、この体格で仕立て屋を泣かせるのも久しぶりでさぁ。軍服ってのはそれ一着でどこでも事足りちまいますからね。あれはあれで楽でいいんですが──」

　そこで一度言葉を切って、グレーキは目の前の女性に目を向ける。

「──今日ばっかりは。陸おかの装よそおいであなたに合わせるなら、こっちもそれなりに洒落しやれっ気けを出さねぇと」

「ふふ。どうだい？」

　そう言って彼かの女じよは身をひるがえし、純白のスカートがふわりと風に舞まう。カーキの上着と合わせたそれは、いつもとはまた違ちがった清らかな印象をエルルファイに与あたえた。グレーキは目を細めて感想を述べる。

[image: ]

「……光って見えますな。大おお袈げ裟さでなく」

「おお、直球で来たね」

　その反応は意外だったのか、エルルファイは軽く頰ほおを赤らめて、それからくるりと身をひるがえした。

「では、始めようか。──行くところは、本当にお任せでいいのかい？」

「楽しませられる保証はありませんがね。ま、それでもよけりゃお付き合いを」

　先導してグレーキが歩き始め、エルルファイがにこにことその後に続く。ふたりの休日は、こうして穏おだやかに幕を開けた。







　それから二、三の名所を回り、小腹が空いてきた頃ころに入った茶店で、ふたりはテーブルを挟はさんで向き合っていた。

「──しかし。今さらだけど、なぜデートなのだろうね」

　ふと、エルルファイの口からそんな疑問がこぼれた。グレーキは茶を一口すすって鼻を鳴らす。

「さてね。……あの小こ僧ぞうの考えるこたぁ、俺おれにはよく分かりません。あの場限りの口約束が、こうして律りち儀ぎに守られると思ったわけでもねぇだろうに」

　そうつぶやいて茶碗を置く。彼かれらがこうして珍めずらしい休日の過ごし方をしているのは、帝てい国こくからの脱だつ走そうの終しゆう盤ばん、イクタと別わかれ際ぎわに交かわした約束が理由だった。ふたりでデートすることを条件に、「白はく翼よくの太たい母ぼ」をキオカへ返す──どこまで本気だったか分からないが、黒くろ髪かみの青年は確かにそう言ったのだ。その時の様子を思い出して、エルルファイはくすりと笑った。

「そうだね。でも、忘れる気にならなかったのも確かさ。……どうも彼かれには、最初に顔を合わせた時から不思議な言葉ばかりかけられる。その時はさっぱり意味が分からなかったのに、最近になってたびたび思い出すんだ」

　そう言って、彼かの女じよは湯気の立つ茶に砂糖をひと匙さじ流し入れる。琥こ珀はく色いろの液体をゆっくりとかき混ぜながら、ぽつりと言葉を続けた。

「兵の命を高値で売りさばくのが指揮官の仕事、か。……わたしは艦かん隊たいの子供たちを全力で守っているつもりだけれど。見方によっては確かに、そういう言い方も出来るのだろうね」

「戯言たわごとでしょう。俺おれたちの誰だれひとり、太たい母ぼ殿どのに命を売り買いされてるとは思っちゃいやせん」

　グレーキが即そく座ざに反論する。太たい母ぼはにこりと笑ってうなずいた。

「そうだね、きみたちはそう言ってくれる。けれど──現実として、人死には出てしまう。全ての戦いで避さけようもなく」

　ため息をつくエルルファイ。その瞳ひとみに深い憂うれいを見て取って、男は鋭するどく問いを放つ。

「迷いがあるんですかい？　この先も軍人をやっていくことに」

「…………」

「素す直なおに言ってください。そこは騙だまし騙だましであっちゃいけねぇ。俺おれたち全員の先行きに関わることでさぁ」

　一歩踏み込んでそう促うながし、グレーキはまっすぐに相手を見つめる。その真しん剣けんな眼まな差ざしを受けて、エルルファイは店の天てん井じようを仰あおいだ。

「キオカ海軍第四艦かん隊たい──この国が、アリオが、わたしたちに用意してくれた居場所だ。わたしたちは皆みな、苦しい漂ひよう泊はくの末にここに辿たどり着ついた。そして懸けん命めいにしがみ付いた。……これを失ってしまえば、他に行く先があるなんて思えなかったから」

「…………」

「けれど、最近考えてしまうんだよ。──この先もずっとそうなのだろうかと。わたしたちは軍人としてしかキオカに存在できず、命の危機に晒さらされながら戦うことでしか国民として認められないのだろうか。……だとすれば、本当にそれを受け入れていいのか、と」

　胸の内から葛かつ藤とうがこぼれ出す。──亡国の辺境民族に出自を持つ兵士たちにとって、第四艦かん隊たいはキオカにおける数少ない居場所だ。しかし──それは同時に、他に行き場がないということでもある。キオカ国民として生きることは、彼かれらにとってそのまま軍人として生きることなのだ。

「軍人でいることに嫌いや気けが差したわけじゃない。わたし自身には破格の待たい遇ぐうが与あたえられているし、能力を活いかすことにはやりがいも喜びもある。でも──でもね」

　エルルファイの脳のう裏りに浮うかぶのは、長い捕ほ虜りよ生活から脱だつ出しゆつまでの間に命を落としていった部下たちの顔。艦かん隊たいの帰き還かんは叶かなったが、仲間の全員が生きてキオカの土を踏ふめたわけではない。ある者は捕ほ虜りよ生活中に病気にかかり、ある者は海戦の時に負った傷が癒いえずに、それぞれ異国の地で息を引き取った。そのひとりひとりの名前を、彼かの女じよはずっと覚えている。

「……この立場からどんなに頑がん張ばっても。母として彼かれらを愛しても。わたしがいちばん守りたい子供たちは、わたしを母と慕したってくれる彼かれらは、戦争が起こるたびに死に続けるんだよ……！」

　苦く悶もんに近い声が女の口から漏もれ出だした。──それが彼かの女じよの矛む盾じゆん。部下の兵士たちを我わが子と呼んでこの上なく慈いつくしみながら、その彼かれらを死地へと送り出さなければならないという背反。同じことが今後も繰くり返かえされると想像した時、白はく翼よくの太たい母ぼの心はついに軋きしみを上げた。

「すまない、こんなところで取り乱して。……でも、考えてしまうんだ。わたしは根本的に選せん択たくを誤ってはいないだろうか。わたしを母と呼んで慕したってくれる彼かれらを守るために、もっと出来ることが他にあるんじゃないか──」

　こぶしを握にぎり締しめて、エルルファイは自分の葛かつ藤とうをそう口にする。そんな彼かの女じよを、グレーキはしばらくじっと見つめていたが──やがて、ふ、と口元を緩ゆるめた。

「……嬉うれしいですなぁ」

「──え？」

「やっと相談してくれやした。小さな子供をあやすようにでなく……ようやく、俺おれって人間にキッチリ寄りかかってくれやした」

　思いも寄らない言葉が返ってきて、エルルファイは目を丸くする。グレーキは真顔に戻もどって続けた。

「俺おれはずっと、そう在りたいと思ってきたつもりでさぁ。こんなでけぇ図ずう体たいしといて、あなたに守られるだけの子供でいるのは御ご免めんでした。……同じことを、他の連中だって思ってるはずですぜ。子供ってのはね、一方的に甘あまえる時期が過ぎたら、今度は自分も親を支えたいと思うもんでさぁ」

　まっすぐな想おもいを示されて、白はく翼よくの太たい母ぼは言葉を失う。葛かつ藤とうの中で立ちすくむ彼かの女じよの心に、グレーキはそっと寄より添そって立つ。吹ふき付つける冷たい雨風を、その大きな体で遮さえぎるようにして。

「太たい母ぼ殿どの──いや、エルルファイ殿どの。まずは自分の気持ちを見み極きわめなせぇ。自分がどうしたいのか、艦かん隊たいの連中をどうしてやりたいのか──そこがはっきりと形にならないことには何も始められやせん。そいつがこの航海の道みち標しるべです。闇やみ雲くもに漕こぎ出しても難破しちまいまさぁ」

「……グレーキ……」

　真しん摯しな忠告を受けて、エルルファイは目を瞑つぶり、そのままじっと考かんがえ込こんだ。昼時を過ぎて客もまばらな店内に、しんと沈ちん黙もくが降り──やがて、彼かの女じよはそっと目を開く。

「……決めるには、まだ思し索さくが足りていない。叶かなうなら第三者の意見が欲ほしい。まったく異なる立場から、冷静にわたしたちを見つめられる誰だれかの……」

　そう思い立ったところで、エルルファイの中でふと蘇よみがえる記き憶おくがあった。帰国後にデートをするよう求められたのは、彼かの女じよではなくむしろグレーキのほう。自分にはその前に、また別のことが求められていたと。

「……あの青年には、誰だれを訪ねろと言われたんだったかな」
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「──Ｙａｈ、欠員の補ほ充じゆうに関してはそれで頼たのむよ。あの基地はいささか人員過か剰じようだった、整理にはいいタイミングだろう。注意点としては──」

　首都ノランドットにほど近いキオカ軍基地。その上階の一室に、数人の部下と共に、職務に励はげむ白はく髪はつの将の姿があった。

　同どう僚りようとの間で連れん絡らくを行っているが、会話の相手はこの場にはいない。イクタと同様に、解禁された精せい霊れいの通信機能を用いている。常つね日ひ頃ごろから自分の体がひとつしかないことにじれったさを覚えていた彼かれにとって、それは業務のさらなる効率化を実現する、まさに渡わたりに船ふねの贈おくり物ものだったはずだが──。

「ジャン、少し休んでください。次の連れん絡らくからは私が引ひき継つぎます」

「Ｍｕｍ？　いや、しかし──」

　彼かれが通信を切った頃ころ合あいを狙ねらって、副官のミアラが鋭するどく言葉を挟はさんでくる。まだまだ続けるつもりだったジャンは反射的に断りかけるが、相手の真しん剣けんな瞳ひとみと目が合った瞬しゆん間かん、その言葉が喉のどに詰つまった。数秒沈ちん黙もくした末、彼かれは諦あきらめたようにパートナーのルナを彼かの女じよに預ける。

「……Ｙａｈ。分かった、君に任せるよ」

「──！　ありがとうございます！」

　ミアラの顔から隠かくし切きれない喜びがこぼれた。──自分の想おもいを吐と露ろしたあの日以来、ジャンに対する彼かの女じよの振ふる舞まいは少しだけ変わっていた。無力感に苛さいなまれながら彼かれを見守るのではなく、たとえ些さ細さいなことでも、彼かれの負担を減らすために率そつ先せんして動くようになった。

「はい、こちら司令部」「承知しました。明日、同どう僚りようが現場に伺うかがいます」

「その件は兵へい站たん部に回して頂けると」「兵装の更こう新しんに関してはこちらでも検討中で──」

　部屋の中にいる他の将校たちも、その目的でミアラが手配したものだ。ジャンはその気になれば複数の連れん絡らくを同時に処理できるので、ひとりでもかなりの量の仕事がこなせてしまう。それをさせないことが当面のミアラの目標だった。

　……彼かれにしか出来ない仕事ならともかく、彼かれ以外にも出来る仕事を彼かれひとりに押おし付つけはしない。その結果として本人に疎うとまれようとも、彼かの女じよはもう引き下がらないと決めていた。

「ほう──賑にぎやかな職場になったものだね」

　そんな彼かの女じよらの職場に足を踏ふみ入いれる者があった。軍服とは明らかに異なる紺こん色いろのブレザーとズボン。完かん璧ぺきな笑えみを浮うかべて佇たたずむその男の姿を認めて、室内の軍人たちは一いつ斉せいに立ち上がり敬礼した。

「キャクレイ閣かつ下か？　どうされたのですか、基地までわざわざ。用件があれば通信で伺うかがいましたのに」

「普ふ段だんの用事ならそうするがね。通信で済ませるには勿もつ体たいない内容も、時にはあるだろう？」

「と、仰おつしやいますと──」

　予感を覚えたジャンが知らず背筋を伸のばす。にやりと不敵に笑って、アリオは告げた。

「正式な発表はまだ先だが、先に控ひかえた帝てい国こくとの決戦における総司令官が内定した。──指揮を執とるのは君だ、ジャン・アルキネクス少将。おめでとう」

　同時に握あく手しゆを求めて手を差さし伸のべる。話を耳にした将校たちが一いつ斉せいに湧わき上あがった。

「ほ──本当ですか？」「すごい！　大だい抜ばつ擢てきじゃないですか、少将殿どの！」

　来きたる決戦において、キオカ軍の総指揮を務める立場。歴史に名を残すことになるのは間ま違ちがいない。こわばった面おも持もちで握あく手しゆに応じたジャンに、彼かれの養父は笑え顔がおのまま続けた。

「階級が少将のままでは不満かもしれないが、そこはそれ──きちんと制度の敷しかれた国家ではあまり無茶な人事が出来ないものでね。今回のところは許してもらうしかない」
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　と、暗に帝てい国こくの現状を皮肉ってのける。ジャンの年ねん齢れいで少将という立場も規格外だが、二十代で元げん帥すいというイクタ・ソロークの経歴はもはや無法と言って差さし支つかえない。本人の資質は否定し得ないとしても、政治面における異常事態が重なって初めて成立する出世だ。そんなものと自分の立場を比べる気は、ジャンには最初からなかったが──、

「しかし。この決戦に勝利を収めた暁あかつきには、もはやそれも無茶な人事ではなくなっているだろうさ」

　その上でなお、執しつ政せい官かんは息子むすこに将来の栄達を仄ほのめかした。自分は政まつりごとで、息子むすこは軍で、それぞれキオカのトップに立つのだと確信して憚はばからない。そんな養父の自信に身み震ぶるいを覚えながら、ジャンは静かに敬礼した。

「……キオカを勝利へと導く重責。確かに承うけたまわりました」

「ああ、励はげんでくれ。──しかし、あまり嬉うれしくなかったかな？」

「いえ、そのようなことは。……責任の重さに緊きん張ちようしているだけです」

「なるほど、それは無理もない。二十代も半ばという若じやく年ねんにして国の命運を預かるわけだからね。だが、私はこの上なく適切な人事だと思っているよ」

「……光栄です」

「イクタ・ソローク元げん帥すい率いる帝てい国こく軍は確かに強敵だ。しかし、『不眠ねむらずの輝き将しよう』が全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって臨のぞめば恐おそれるに足りない。相手が眠ねむりに甘あまんじる間、君は休むことなく国の未来を思い続けている。今度の戦いでは、それがそのまま勝敗を分ける差となって現れるだろう」

　両手でジャンの肩かたをつかみ、完かん璧ぺきな笑え顔がおのまま、アリオは最後の一ひと押おしを口にする。

「だから──励はげんでくれるね？　これまで以上に」

　そう言われた瞬しゆん間かん──白はく髪はつの将の脳のう裏りに、ひとつの記き憶おくが蘇よみがえった。







「──あなたの不ふ眠みん体質は、多くのリスクを孕はらんでいます」

　試練を越こえて足を踏ふみ入いれた地下施し設せつ。イクタがクスとふたりきりで話をしていた頃ころ、ジャンもまた接客用の巨きよ大だい機体に入ったパートナーのルナと言葉を交かわしていた。

「睡すい眠みん時間の短縮それ自体は、かつて人類に投とう与よされた変へん異い誘ゆう発はつ剤ざいに条件付きで組くみ込こまれた因子のひとつです。本来であれば、長期間の睡すい眠みんが確保できない環かん境きよう下かにおいて一時的に顕けん在ざい化かする機能に過ぎません。しかし──あなたのケースでは完全に常態化しています。数年に亘わたって一度の睡すい眠みんも取っていないというのは、明らかに通常の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつしています」

　説明の内容を咀そ嚼しやくしつつ、白はく髪はつの将は静かに問い返す。

「はっきり言ってくれるかい、ルナ。……僕ぼくはこれからどうなる？」

「明日にも急激な変調が起こる、というわけではありません。ここに来るまでに健康状態のスキャンをさせていただきましたが、今の時点で差さし迫せまった病変は見受けられませんでした。しかし──長い目で見た時に想定される事態は明白です。早期の老化、免めん疫えき力りよくの低下──そこから導かれる短命がそれに当たります」

　その結論を耳にした瞬しゆん間かん、ジャンは口元を歪ゆがめて空を仰あおいだ。

「……それが、人生から眠ねむりを削けずったことの代だい償しようというわけかい」

「はい。遠い過去においても、睡すい眠みんは長らく生命活動に必ひつ須すの要素として在りました。当時の科学技術をもってしても、人間からそれを完全に省くことは出来なかったのです。不ふ眠みんが短期間なら問題はありません。しかし、その状態が長期に亘わたると、回復しきれなかった疲ひ労ろうが徐じよ々じよに脳へ蓄ちく積せきします。それはやがて不可逆の老化となって、あなたの体に現れるでしょう」

　パートナーとしての誠意をもって、言葉を濁にごさずルナは伝える。こくりとうなずき、ジャンは続けて尋たずねた。

「……仮に。命を長らえたいと望む場合、僕ぼくに取れる手段はあるのかい？」

「眠ねむることです。他にはありません。脳の酷こく使しを控ひかえ、生活の中に人並みの睡すい眠みんを確保する。今ならまだ、そうすることで老化の進行を抑おさえられるでしょう」

　至ってシンプルな答えに、しかし青年は奥おく歯ばを嚙かみしめてうつむく。

「……眠ねむり方が、もう分からないんだ」

「存じています。ここからは推測になりますが、あなたの不ふ眠みん体質はあなた自身の精神性と密接に結び付いたものです。ひどく極きよく端たんな言い方をすれば──あなたに眠ねむりを許していないのは、ジャン、あなた自身なのです」

「…………」

「こちらから睡すい眠みんを促うながす薬を処方することはできます。しかし、あなた自身が眠ねむることをよしとしない限り、体質そのものの変化は望めないでしょう。……どうか、よく考えてください。その生き方で命を削けずることが、本当にあなたの本意であるのか──」







「──？　どうしたのかな、ジャン」

　沈ちん黙もくを訝いぶかしんだアリオが問いかける。それで我に返り、ジャンは笑え顔がおを取とり繕つくろって応じた。

「……いえ、何でもありません。どうかご安心ください、閣かつ下か。きっと期待に応えてみせます」

　養父に対して、それ以外の返答が許されるとは思わなかった。そんな彼かれを、執しつ政せい官かんは笑えみを深くして抱ほう擁ようする。

「誇ほこらしいよ、我わが息子むすこ。──迷わず進みなさい。私の英えい雄ゆうに、躊躇ためらいは似合わない」

　ぽんぽん、と肩かたを叩たたいて身を離はなす。そうして用事を済ませたアリオが部屋から去っていった後、見かねたミアラが、青年の手を引いて隣となりの休きゆう憩けい所じよへと駆かけ込こむ。

「……ジャン……！」

「…………」

「本当に、それでいいのですか。キャクレイ閣かつ下かの言う通り、今までと同じように──いえ、今まで以上に、決戦に向けて働き続けるつもりですか？」

　真っ向から問とい詰つめるミアラ。その追つい及きゆうを受けて、ジャンはか細い声で口を開く。

「……眠ねむろうと、してみたんだ」

「──、え──？」

「言葉の通りさ。昨日の夜──あの場所でもらった薬を飲んで、久しぶりにベッドで横になってみた」

　不眠ねむらずの輝き将しようのその告白に、ミアラは息を吞のんだ。そして思い知る。──あの三国会談を経て、彼かれの心がどれほど揺ゆれていたのかを。

「何時間か粘ねばってみたけど、かすかに微睡まどろむばかりで、結局眠ねむれはしなくて。……代わりに、夢を見た。家族の夢だ。父と母、それに姉が、ベッドの脇わきで僕ぼくをじっと見つめている。何も言わず、暗い目で僕ぼくを責めている……」

　その光景を想像したミアラの背筋にぞっと寒気が走る。うつむいたまま、青年はぼそぼそと言葉を続けた。

「自分の目指すところが誤っていないのか、キャクレイ閣かつ下かの理想が正しいのか、今の僕ぼくにはもう確信が持てない。けれど──そんなこととは関係なく、僕ぼくは許されないのかもしれない。眠ねむることも休むことも、人並みに命を長らえることも……望んではならないのかもしれない」

「────っ」

　そうではない。そんなはずはないとミアラが叫さけびかけたところで、人の気配に気付いたジャンが部屋の入り口に視線を向けた。ほどなくそこに兵士が現れ、彼かれを見てほっと表情を緩ゆるめる。

「こちらにいらっしゃいましたか、アルキネクス少将閣かつ下か。貴方あなた宛あてにいくつかお手紙が届いています。一通はあの少女からのようですよ」

　手にした封ふう書しよの束をジャンに渡わたして、兵士はその場を去っていった。青年は震ふるえる手でひとつの封ふうを切り、中の手紙に目を通す。……彼かの女じよからの手紙は、これで三十二通目。最初の頃ころに比べて、字はずいぶん上達していた。

「……カーシャ……」

　ぽつりとその名前をつぶやく。そうして、長く無言で手紙と向き合った後──泣なきそうな面おも持もちのミアラが見守る中で、ジャンは近くの机に着いて返事を書き始めた。

「……っ……」

　時候の挨あい拶さつに始まり、少女のほうの近きん況きよう報ほう告こくへの返事を経て、やがて本題へ。……これから忙いそがしくなるので当分は会えないこと。手紙の返事も遅おくれてしまうこと。震ふるえる指に握にぎったペンで、それらを丁てい寧ねいな文面で書き記した。そして──その末まつ尾びに、




　──僕のようにはなるな。




　ただ一言、そう添そえてメッセージを締しめた。彼かれはすでに確信していた。──自分は少女の目指すべき理想ではない。少女の幸せを願うのなら、もう会うべきではないのだと。
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「──ここがそうか」

　先のデートから二週間後。再び予定を合わせて休きゆう暇かを取ったエルルファイとグレーキは、首都ノランドットの郊こう外がいに建つ科学者たちの研究所を訪おとずれていた。

「？　どうしやした、太たい母ぼ殿どの。入らないんですかい」

「うん、そのつもりなんだけど……肝かん心じんの用向きを、どう説明したものかと思ってね」

　扉とびらを前に考かんがえ込こむエルルファイ。それを聞いてグレーキもうなずく。

「確かに、ちと難しいですな。……適当な世間話から入って、後は流れでおいおい、でやしょうかね」

「それしかないかな。ただ、かなりの変わり者だと聞くから、世間話といっても何を話せばいいものか──ん？」

　ふと気配を感じた彼かの女じよが背後を振ふり向むく。やや離はなれた木こ陰かげから、小さな子供たちがおっかなびっくり自分たちを覗のぞき見ていた。

「……しらないひとがいる」

「あのひとたちも、はかせの弟子でしかな」

「おっきいー」「顔こえー」

　ぼそぼそと囁ささやき合あう声も聞こえてくる。エルルファイが声をかけて警けい戒かいを解こうとしたところで、彼かの女じよの前にあった扉とびらがふいに開いた。

「いらっしゃい、みんなよく来たね。さ、入って入って──」

　中から現れた白衣の男性──バジンが、そのまま口を開きかけて固まる。見覚えのない軍服姿の女性と、遥か高い位置から自分を見下ろす片かた頰ほおの裂さけた大男を目にして、彼かれは何を血迷ったかこう言った。

「──あ、あれ。今日の子は、ずいぶん大きいね？」







「──すみません。ウチのがとんだ失礼を」

　ふたりと子供たちを研究所に招き入れた後、お茶を運んできたナズナが開口一番にそう詫わびた。グレーキは一礼して、エルルファイはにこりと笑って茶ちや碗わんを受け取る。

「ありがとう。喉のどが渇かわいていたから助かるよ」

「海軍の方が来られるのは珍めずらしいですね。アルキネクス少将のお知り合いですか？」

「そうだね、親しい間あいだ柄がらではある。今回は彼かれに紹しよう介かいされたわけではないけれど」

「あら、そうなんですか。じゃあ誰だれから？」

　意外に思って尋たずねるナズナ。エルルファイが黒くろ髪かみの青年の名前を口にすると、彼かの女じよは目を丸くした。

「ええっ、イクタから？　それはまた、いったいどういう経けい緯いで……？」

「実は最近まで帝てい国こくで捕ほ虜りよになっていた身でね。詳くわしい事情を話すと長くなるんだが……」

「捕ほ虜りよに……ああ、いえ、無理にお話しいただかなくても大だい丈じよう夫ぶです。でも、そうですか。アナライ博士に会いに……」

　と、そこでナズナが眉まゆを曇くもらせた。ちらりと玄げん関かんに目を向けて、彼かの女じよは続ける。

「実は今、博士は留守にしていまして。帰りがいつになるか、まだはっきりと分からないんですよね。明日か明後日あさつてには戻もどると思うんですが……」

「むむ、そうかい。悪いタイミングで来てしまったようだね」

　会いに来た人物の不在を受けて、エルルファイは腕うでを組んでグレーキと顔を見合わせる。一度出直そうか──そう口にしかけたところで、視界の端はしに、バジンと子供たちが大きな机を囲んで何やら始めているのが映った。興味を覚えた彼かの女じよが質問する。

「──ところで、あれは何をやっているんだい？」

「ああ、あっちですか？　子供たちに科学を教えています。始めたのはまだ最近ですけど、けっこう人気なんですよ。よかったら見学していきませんか？」

　気さくに勧すすめるナズナ。エルルファイとグレーキが見つめる中、バジンが子供たちに向かって喋しやべり始める。

「──さて、それじゃ、軽くおさらいをしようか。前の実験で、物には三つの状態があることを教えたね。それはなんだったかな？」

「こたい！」「えきたい！」「きたいーっ！」

「はい、その通り。みんなよく出来ました」

　元気よく答えた子供たちを笑え顔がおで褒ほめて、バジンは再び口を開く。

「話は変わるけど──みんな、船を見たことはあるかい？」

「ないー」「ないー」「わたしある！」「おれも！　まえ、父さんといっしょにのった！」

「そーか、そーか。──じゃあ、液体の中に浮うかぶ船は見たことがあるかな？」

「えー？　なにそれ」「それじゃ沈しずんでるじゃん」「またバジンが変なこと言ってるー」

「変なことじゃないんだなーこれが。今日の実験はそれを作るんだから」

　言いながらバジンは机の上に並んだ物を見下ろし、その中からひとつ小さなものをつまみ上げた。木を削けずり出して作った船体に小さな帆ほを取り付けた、ミニチュアの帆はん船せんだ。

「あ、ふねだ」「ちっちゃいおふね」「かわいー」

「そう、船だね。じゃあ、まずはこれをこの液体に入れてみよう」

　ガラスの容器を満たす液体にちょこんと船が入る。が、大方の予想に反して、船は水面に浮うかばず容器の底へ沈しずんでいってしまった。子供たちが眉まゆ根ねを寄せる。

「……沈しずんじゃった」「うかばないよ、この船」「へんなのー」

「うーん、確かに。……じゃあ、こっちはどうかな？」

　長なが匙さじで船を容器の底からすくい上げ、それを一度水洗いしてから、バジンはさっきとは別の容器の液体の中に船を入れた。また沈しずむかと思いきや、今度はきちんと水面に浮うかんで止まる。

「あ、ういた」「みずのいろがちがうよ」「バジン、なにこれ？」

「うん。実はね──これは普ふ通つうの水だけど、さっきのは油なのさ」

「あぶら？」「……って、おりょうりにつかうあれ？」

「そう。この船は水には浮うくけど、油には浮うかない。これはね、船が変なんじゃなくて、ふたつの液体の比重が違ちがうせいなんだ」

　説明を続けながら、バジンは目の前に、これまたガラス製の瓶びんを持ってくる。

「この違ちがいを利用するとおもしろいことができる。まず、この瓶びんの中に水を注ごう。違ちがいが分かりやすいように色を付けて、と」

　小こ匙さじ半分ほどの染せん料りようを混ぜて水を青く染めた上で、バジンはそれを瓶びんの中に注いでいく。容積の半ばほどを満たしたところで手を止めて、もうひとつの容器に持もち替かえた。

「そうしたら今度は、この上にさっきの油を注ぐ。ただし細い匙さじを伝わせて、そーっと、そーっと……」

「それじゃまざっちゃうよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。慌あわてず、ゆっくりゆっくりやれば……」

　さっきの十倍以上の時間をかけて、瓶びんの中へ慎しん重ちように油を注いでいく。青く染まった水の上に、少しずつ透とう明めいな油の層が出来ていく。

「……あっ」「……すげー！」「まざらないでわかれてるー！」

「そう。互たがいの比重が違ちがうと、液体同士はこんな風に分かれて層になるんだ。そして──この中に、最初の船をそーっと入れると……」

　油の容器を置いてピンセットでミニチュアの船をつまみ上げ、バジンはそれを瓶びんの中にゆっくりと入れていく。油の層の半ばまで達したところで力を緩ゆるめると、ピンセットから解放された小船はそのまま落ちていき、水の層との境目に達したところで停止した。──油の中で水に浮ういている形だ。

「──この通り、液体の中に浮うかぶ船の出来上がりってわけさ！」

「「「「「「お───っ[image: ]」」」」」」

　結果に興奮した子供たちが声を上げる。その反応を笑って眺ながめつつ、バジンは再び動き始めた。

「じゃあ、同じ材料と道具を配るよ。次は同じことを自分たちでやってみよう」

　机の下に置いてあった道具箱を持ち上げて、その中から子供たちに道具を配っていく。それまで様子を見守っていたナズナが、隣となりのエルルファイとグレーキに顔を向けた。

「どうですか、けっこう楽しいでしょう。一いつ緒しよにやっていきませんか？」

　そう言って、バジンからふたりの分の材料を受け取って机の上に置く。エルルファイはふむと鼻を鳴らした。

「……瓶びんの中とはいえ、船乗りが船を浮うかべてみせろと言われては引けないね。やってみようじゃないか、グレーキ」

「はぁ、構いやせんぜ。エルルファイ殿どのがそう仰おつしやるなら」

　うなずいて彼かの女じよと共に机に向かうグレーキ。まずは水に浮うかべる小船の組み立てからだった。バジンの説明を受けつつ、四苦八苦する子供たちと並んで作業に没ぼつ頭とうする。

「あ、まざっちゃった……」「ふねがひっくりかえった！　なんでー？」

　きっちり説明通りにやれば出来ることなのだが、小さな子供たちにはそれがまず難しい。それぞれに独創性溢あふれる失敗が多発する中、その様子を微笑ほほえましく見やりつつ、エルルファイとグレーキは早々に完成までこぎ着けた。

「……うん、こんなものかな」

「おっ、うまく浮うかびましたね。さすがは海軍の人たち、船の扱あつかいはお手のものだ」

　様子を見に来たバジンが、ふたりの船の出で来き栄ばえにぱちぱちと拍はく手しゆする。それから子供たちに視線を向けた。

「先に完成させた人として、よければ他の子たちにコツを教えてあげてくれませんか？　僕ぼくのほうでも見て回ってるんですけど、この通りおっつかなくて」

　そう言って苦く笑しようを浮うかべるバジン。エルルファイも笑え顔がおでうなずく。

「はは──分かった、引き受けたよ。……じゃあ、まずはそこのきみ。大きい船を浮うかべたい気持ちは分かるけれど、それはちょっと欲張り過ぎじゃないかな？」

「うー、浮うかない……」

「大だい丈じよう夫ぶ、一度引き上げて手直ししよう。慌あわてないで。いっしょにやれば必ず上手うまくいくよ」

「……んー……」

「おうおう。いつまでもめそめそしてると、おじさんが食っちまうぞぉ？」

「……ひぇっ!?　こぇーっ！」

　エルルファイの優やさしい指導にグレーキの強面こわもてがスパイスとなって加わり、拗すね気味だった子供はたちまち手を動かし始める。バジンやナズナと共に、そのまましばらく、ふたりは子供たちの世話を焼き続けた。







「──やった、うかんだよ！　ほら、みてみて！　ほら！」

　はたして六人目の船が無事に浮うかんだのは、作製の開始からたっぷり一時間強が経たった頃ころだった。子供たちの機き嫌げんひとつで回り道や中断も数知れずだったが、その全てにため息ひとつ漏もらさず付き合って、エルルファイは最初と同じ微笑ほほえみを浮うかべている。

「うんうん、よくできたね。実に格好いい船だ。これは船足が出るに違ちがいないよ」

「エルルファイ、今度はこっち来て！」「ずるい、次はわたし！　わたしのも見て！」

「はいはい、いま行くよ。さて、きみたちはどんな船を作ったのかな？　楽しみだなぁ」

　物もの腰ごしは柔やわらかく、反応はいつも丁てい寧ねいで、まとまりのない話も辛しん抱ぼう強づよく聞いてくれる。そんな彼かの女じよが子供たちから引っ張りだこになるのは当然で、今や先生役のバジンをも上回る人気を博していた。その波がいち段落したところで、同じように子供たちの世話を焼いていたナズナが苦く笑しよう気ぎ味みに話しかける。

「お疲つかれ様さまです……。今日は人数が多かったから、正直助かりました」

「いや、わたしも楽しかった。科学というのが何なのか、まだピンと来ないけど……こういう催もよおしは良いものだね。また呼んで欲ほしいくらいだよ」

「ぜひ来てください、しょっちゅうやってますから。……でも、少し意外でした。テネキシェラさんの雰ふん囲い気き、軍人さんというよりは、保母さんとか先生みたいでしたから」

「はは──向いているかどうかはともかく、純じゆん粋すいな子育てに対しての憧あこがれはあるね。……手がけた相手を戦場に送おくり込こまなくて済むのなら、それはわたしにとってこれ以上望むべくもないことだから」

　ぽつりと心情が漏もれる。その奥おくにある深い葛かつ藤とうを見み逃のがさず、ナズナは一歩踏ふみ込こんで尋たずねた。

「……失礼ですけれど。そういうことについて、イクタに何か言われましたか？」

「おや、よく分かったね。確かに厳しく言われたよ。彼かれに言わせれば、わたしはこのままだと絶望の底で破は滅めつするのだそうだ」

「……そう言いましたか。あの子が」

　その事実を受けて、目の前の女性をここに導いた弟おとうと弟子でしの意図に、ナズナは改めて思いを馳はせる。一方、そんな彼かの女じよらを横目で窺うかがいつつ、グレーキはまだ子供たちの面めん倒どうを見ていた。

「──ん？　お嬢じようちゃん、お前さんは最初のほうに完成させてなかったか？」

「つくりなおしてるの！　もうちょっとまってて、顔のこわいおじさん！」

「最後の一言が余計だってぇの。で、どれどれ……船に手こずってんのか。ずいぶん力作じゃねぇか」

「あはは。カーシャはいつも全力だからねぇ」

　他の全員が製作を終えた後に、ひとりの少女が机の片かた隅すみで粘ねばっていた。バジンも子供たちもそれをいつもの光景として見守り、当の少女は見ているほうが感心するほどの集中力で船を組み立てていく。

「ん、これでよし！　あとは、なかにそーっとお船を入れて……」

　ピンセットを握にぎる手が小刻みに震ふるえる。船体が少しずつ油の中に沈しずんでいき──水との境界に辿たどり着ついたところでそっと離はなすと、はたして力作の船は無事にその場所へ留とどまった。

「……やった！　ちゃんと浮うかんだ！　みんな、見て見て！」

　少女が快かい哉さいを叫さけんで人を呼び集める。子供たちに交じってそこに寄っていったエルルファイが、机の上の完成品を見ておや、と目を見開いた。

「これは……」

　水と油の境界に浮うかぶ小船──その上に、ふたりの人物が乗っているのが見て取れる。その作りこみに特に時間をかけたようで、単なる人型ではなく、服や髪かみまで判別できるほどだった。一方は少女本人だと分かるが、問題はもう一方──真っ白な髪かみと濃こい緑色の服の色しき彩さいが、ある人物を的確に想起させる。

「んふふ、われながらかいしんのでき！　これでジャンもげんきになる！」

「ああ、やはりね。──きみはジャンと親しいのかい？」

「あ、おねえさんも？　じゃあわかるかな……ジャン、いまげんきないでしょ？」

「ん……どうかな。わたしもここしばらく、直接顔を合わせてはいないものだから」

　言葉を濁にごらせるエルルファイ。白はく髪はつの将の現状に関しては彼かの女じよも多くを知らない。少女はうつむいて言葉を続ける。

「おてがみ、おくったの。へんじ、きたの。そしたらね……へんなこと、書いてあったの」

「変なこと？」

「うん。なんかね……『ぼくのようにはなるな』、って」

　白はく翼よくの太たい母ぼの両目が驚おどろきに見開く。あのジャン・アルキネクスが後進へ向ける言葉として、それが余りにも不ふ釣つり合あいだったから。少女のほうもまったく同じ感想のようだった。

「あんなこと書いてあったのはじめて。ジャン、いま、たぶんつかれてる」

「…………」

「だからね、あたしおもったの。はげましてあげなきゃって。これをプレゼントにしたら、げんきになってくれるかなって」

　にっと笑って瓶びんを持ち上げる少女。目を細めてそれを眺ながめつつ、エルルファイはうなずいた。

「……きみは優やさしい子だね。送ってあげるといい。ジャンもきっと喜ぶと思うよ」

「うん！」

　元気よく返事をする少女。それを合図にこの日の実験は終わり、子供たちはバジンと一いつ緒しよに後片付けを始めた。エルルファイが当然のように手伝っていると、その隣となりにそっと寄より添そって立ち、ナズナが話しかける。

「テネキシェラさん。もし、この後も時間がおありなら……少し、私たちと話していかれませんか。博士と同じようにはいきませんが……それでも良ければ」

　じっと相手を見つめながら彼かの女じよはそう提案し、それを受けたエルルファイは、少しの思案の末にうなずいた。隣となりのグレーキにも目配せし、改めて向き直り告げる。

「こちらからお願いするよ。……あのジャンですら揺ゆれているというのなら。わたしもきっと、この気持ちを無視しては立ち行かないんだろう」

　そう口にしながら、白はく翼よくの太たい母ぼの中には予感があった。──自分の中で、あるいはもっと大きなところで、何かが変わるべき時が来ているのだと。
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　女じよ帝ていの日々の過ごし方に、公私の区別というものはさほど存在しない。政務に励はげむ時間が長いこともそうだが、それらを終えて御ご所しよに戻もどってからも、彼かの女じよは結局のところ国政の諸問題について思いを巡めぐらせている。発生した問題に対しても即そく時じ対応の心構えで、深夜だろうが明け方だろうが動く時は瞬しゆん時じに動くのがシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクの流りゆう儀ぎだ。

「…………」「…………」

　だが、そんな彼かの女じよにも気を緩ゆるめる時はある。それは他でもなく──他人の目がない場所で、黒くろ髪かみの青年と過ごす時間だ。

「……ソローク」

「ん？」

　長なが椅い子すに隣となり合あって座すわる青年が、名前を呼ばれて手元の本から顔を起こす。黒い瞳ひとみに湛たたえる光は、いつもと変わらず優やさしい。

「なんでもない。……呼んでみたかっただけだ」

「そっか」

　軽くうなずいて、青年は片手でくしゃりと少女の頭を撫なでる。その指先から伝わる慈いつくしみに、シャミーユは目を閉じて身を委ねた。──もう、この程度の触ふれ合あいに怯おびえることはない。

　それは無論、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで生じた変化ではない。イクタが彼かの女じよと共に過ごした時間、交かわした多くの言葉、優やさしく抱だきしめた腕うでの温ぬくもり──すでに数えきれないほど積み重ねられたそれらの経験が、少しずつ少女の心を溶とかしていった。自分が揺ゆるぎなく愛されているのだということを、それを享うけても良いのだということを、時間をかけて彼かの女じよに実感させた。

「…………」

　三国会談の折、老ろう賢けん人じんにかけられた言葉も彼かの女じよの背中を押おした。……ヤトリシノ・イグセムもまた、イクタと同じように自分を愛しているのだと。自分ひとりでは絶対に至れなかったその認にん識しきに、シャミーユはおそるおそる歩み寄りつつある。黒くろ髪かみの青年の隣となりに、微笑ほほえんで寄より添そう炎えん髪ぱつの少女の存在を感じながら。

　それは、シャミーユという少女が長く手にしえなかった安息の場所。自分は望まれてこの場所にいるのだという、疑いようのない愛情の実感。

「……あぁ──」

　自覚するほどに気が遠くなる。……こんな幸福を、自分が手にして良いはずはない。良いはずはないのに──それをはね除のけることさえ、余りにも罪深いのだから。

「……ん……」

　青年の存在が形作る陽ひだまりに身を寄せて、少女は幸せに浸ひたる。だが同時に、心の奥おく底そこで揺ゆるがず思う──いずれ報いはある。自分が行き着く場所で、腐くさり果はてた血統の終しゆう焉えんで、積み重ねた罪ざい業ごうの全てが清算される日が来るのだと。




「…………」

　そんな少女の胸の内を、イクタもまた知っている。いや──常に追っている、と言ったほうが正しい。シャミーユの心境がどう変化し、どこへ向かっているか。その変へん遷せんを見み極きわめることは、今の彼かれにとって最も重要な課題だ。

　確かに、成果はある。イクタの愛情を得て、ミルバキエという友を得て、少なからず少女は変わっている。しかし──それが生しよう涯がいを懸かけた決意を揺ゆるがすほどであるかといえば、答えは否。今なお彼かの女じよは自分の破は滅めつを望んでいる。永霊樹カトヴアンマニニクの血統の末まつ裔えいとして、それが自分に許された唯ゆい一いつの末路であると信じたままだ。

「……っ……」

　決戦の日まで、おそらくは一年と少し。……イクタ・ソロークが持てる全能を駆く使ししてなお。少女の心を救うために残された時間は、余りに短い。

「……ソローク？」

　本を手元に置いて向き直り、青年はシャミーユの体を両りよう腕うでで包つつみ込こんだ。そうしながら、何度重ねたか分からない誓ちかいを胸中でもう一度繰くり返かえす。──救ってみせる。自分の想いと、炎えん髪ぱつの少女から最さい期ごに託たくされた想い。胸の内で融け合ったその全てに懸けて。
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「…………」「────」

　静かな部屋の中、ふたりは抱だきしめ合う。──互たがいの心に、相反する決意を秘めたまま。





＊






　地面を焼く日差しの下、長い列を成して人々が並んでいる。それぞれの手に麻あさ袋ぶくろを握にぎりしめて、彼かれらは空腹に耐たえながら順番を待つ。

「──焦あせらず並んでくれ！　急がなくても、きちんと全員分あるからな！」

　その列の先頭で、軍人たちがひとりずつ順番に麻あさ袋ぶくろを受け取り、その中に麦を注そそぎ込こんでいた。指揮を執とるのはセンパ・サザルーフ。部隊と共に帝てい国こく中央南寄りの地域を訪おとずれて、困こん窮きゆうした民たみへの支し援えんを行っている。

「突とつ発ぱつの配給に、ここまで人が集まるとはな……」

「農作物の価格高こう騰とうが影えい響きようしているようです。キオカとの決戦が近いという情報が出回り、その時に備えた買かい占しめが横行していることが原因かと……」

　そう分ぶん析せきして、彼かれの副官を務めるメルーザが貧ひん民みんたちの姿を痛ましげに見やる。サザルーフはため息をついた。似たような話を、つい先ごろにも聞いたばかりだ。

「分かっちゃいたが……一度や二度締しめ付つけた程度じゃ、その問題はなくならないか」

「事は経済の問題ですから……。世情が安定しない時には、お金と物の動きも不安定になるものです。結局のところ、こうした対処療りよう法ほう的てきな配給のほかに、軍人の私たちに出来ることは多くないのが現実です」

　悔くやしさを表情に滲にじませる副官を横目に、サザルーフはぽつりと言う。

「……だな。あるとすりゃ──さっさと戦争を終わらせて、平和な世の中にしちまうこと、か」

　何気なく口にしたその一言に、メルーザは目を丸くして上官を見やった。

「────」

「な、なんだメルーザ中ちゆう佐さ、そんなじろじろ見て。俺おれ、なんか変なこと言ったか？」

　突とつ然ぜんの凝ぎよう視しに男はたじろぎ、その目の前で、メルーザは首を横に振ふってみせる。

「……変じゃないから驚おどろいているんです。戦争を終わらせるとか、平和な世の中にするとか──そんな大きな言葉を、サザルーフ准じゆん将しよう殿どのの口から聞けるとは思っていませんでした」

　う、と言葉に詰つまるサザルーフ。気まずそうに目を逸そらした彼かれの正面に、メルーザは苦く笑しようしつつ回まわり込こむ。

「そんな顔しないでください、感心してるんですから。やっと将官としての自覚が出てきた……と思っていいですか？」

「……どうだろうな。どういう言動が将官に相応ふさわしいのか、俺おれには未いまだによく分からんのですよ。レミオン大将やシバ大将のように振ふる舞まう自分なんて想像も付かない」

　と、偽いつわらざる本音を口にする。いま口にした二名と比べて、自分には高級将校としての威い厳げんや風格が余りに不足していると、彼かれは常つね日ひ頃ごろから思おもい悩なやんでいた。煙草たばこを替かえてみたりといった迷めい走そうもそのためだ。そこにサザルーフなりの不安と向上心を見て取りながら、メルーザは自分なりの助言を試みる。

「目指すのがそのふたりでなくてもいいでしょう。他に参考にしたい人はいないんですか？　例えばソローク元げん帥すいとか」

「あれこそ、あいつ以外には真似まねしようのない類たぐいでしょう……。残念ながら今んとこ、俺おれの延長線上にいそうな高級将校には心当たりがなくて。もっとも、反面教師ならひとり知ってますが」

「反面教師……ですか？」

　彼かれにしては珍めずらしい言い方に、メルーザは興味を覚えて尋たずねた。サザルーフはこくりとうなずいて答える。

「ええ、どんなに落ちぶれてもああはなるまいと思う相手ですよ。もっとも、もうこの世にはいらっしゃらないんですが──」

　そう言いかけたところで、ふと──彼かれの立つ場所からやや離はなれた位置、今やっと順番が回ってきて、係の兵士に麻あさ袋ぶくろを差し出した男と目が合った。

「…………！」

　瞬しゆん間かん、向こうからばっと目を逸そらされる。ぼろ布に近い衣服を顔まで引き上げ、深くうつむいたまま動こうとしない。たまたま目が合ったにしては明らかに過か剰じようなその反応に、サザルーフは首をかしげた。

「……ん？」

「？　どうされましたか、准じゆん将しよう殿どの」

「……いや……」

　何か気になって、彼かれは同じ相手にじっと視線を送る。ややあって、その圧力に耐たえかねたように、相手のほうが兵士に差し出していた袋ふくろを引いた。

「も──もういい」

「あっ、ちょっと！　まだ半分しか──」

　係の兵士が呼び止める声にも耳を貸さず、男は回れ右して足早に去っていこうとする。だが──踵きびすを返かえす瞬しゆん間かん、わずかに覗のぞいた服の下の素す顔がおがサザルーフの目に入り、




「──サフィーダ中将？」




　自分でもまさかと思いながら、ほとんど反射的に彼かれはその名前を口にした。刹せつ那な──去りかけていた男の背中が、鞭むちに打たれたようにびくりと跳はねた。

「ぅ……ぅああっ！」

　途と端たん、我を忘れたように全速力で男が駆かけ出だす。疑いに過ぎなかった印象がその反応によって確信に変わり、サザルーフは一気に身を乗り出した。

「待てっ……！　お前たち、その男を捕つかまえろ！　早く！」

　兵士たちと貧ひん民みんたちの体が障害になって、彼かれの場所からでは直接追いかけられない。だからとっさに部下たちへそう命じた。あまりに突とつ然ぜんの命令に兵士たちは戸と惑まどい、それでも意図を汲くみ取とった者から順番に走り出す。

「待てっ！」「すまない、通してくれ……！」「止まれ！　そこの男、止まれーっ！」

　だが、彼かれらが行動を開始した時点で、当の男はすでに人の群れの中に走はしり込こんでいた。群衆をかき分けながらでは追つい跡せきもままならず、ひとり、またひとりと対象の背中を見失った兵士たちが立ち止まる。数分後、彼かれらはサザルーフのもとに走はしり戻もどってきて報告した。

「申し訳ありません、見失いました……！」「貧ひん民みんの集団に紛まぎれてしまって……！」

　ぎり、とサザルーフが奥おく歯ばを嚙かみ鳴ならす。鬼き気き迫せまる形相で、彼かれは声を荒あらげた。

「足を止めるな、兵を展開しろ！　まだ近くにいるはずだ！」

「じゅ──准じゆん将しよう殿どの!?　待ってください、配給を中断する気ですか!?」

　現在遂すい行こう中の任務を投げ出すにも等しいその命令に、メルーザは副官として待ったをかける。サザルーフの全身が固まった。

「……っ……！」

　少し冷静になれば自明だった。きちんとした指示を与あたえないと、今の配置から素す早ばやく組織だった追つい跡せきには移れない。そもそも大だい兵へい力りよくでの追つい跡せきは現在の任務から逸いつ脱だつする。

　頭の中で命令の内容を組み直しながら、サザルーフは男が走り去った群衆の向こう側をにらみつける。すでに男の背中はなく──裏腹に、一いつ瞬しゆんだけ直視した相手の顔が、二度と目にするはずのなかったそれが、彼かれの脳のう裏りに焼き付いて離はなれなかった。







「──サフィーダ中将が生きていた？」

　精せい霊れい通信を通してその報告を聞いて、イクタは心底意外に思った。今になってその名前が出てくるのか、と。

「いえ失礼、正確にはサフィーダ二等兵でしたね。……北ほく域いき方面戦争の終結後、僕ぼくたちも参加した軍事裁判の結果通りに処しよ刑けいされたはずです。見み間ま違ちがいではないんですか？」

「親の顔を見み間ま違ちがえても、あの顔だけは見み間ま違ちがわない！　まだ近くにいるはずなんだ！　この場の本隊を捜そう索さくに向かわせる許可をくれ！」

　精せい霊れい越ごしの声からもサザルーフの焦あせりが伝わってくる。それで彼かれが落ち着きを失っていることを察して、イクタは努めて冷静な声で質問を重ねた。

「落ち着いてください、サザルーフ准じゆん将しよう。……いくつか確かく認にんしますが、そのサフィーダ二等兵らしき人物は武装していましたか？」

「……っ？　いや、丸まる腰ごしに見えたが……」

「では、他に仲間がいた様子は？　組織的な行動、もしくは企たくらみの兆候が見て取れましたか？」

「…………い、や……」

　確かく認にんが重なる都度、サザルーフの声が戸と惑まどいを増していく。残ざん酷こくと知りながら、黒くろ髪かみの青年はきっぱりと告げた。

「なら──仮にその人物がサフィーダ二等兵本人だったとしても、現時点で大規模な捜そう索さくの許可は出せません」

「なっ──なぜだ!?」

「戦略的な意味がないからです。捜そう索さくのために人員を割さけば、その分だけ現在の任務の進しん捗ちよくが滞とどこおります。サフィーダ二等兵の身み柄がらを確保してもそのマイナスは埋うまりません。……決戦までに残された時間はシビアです。僕ぼくが准じゆん将しように望むのは、予定通りに配給を終えて、可能な限り迅じん速そくに基地へ帰き還かんしてもらうことです」

「…………っ」

　軍の最高司令官としてのイクタの言葉に、サザルーフはとっさに反論を見つけられない。決戦までの時間制限が設けられた中、この配給任務それ自体、サザルーフに大部隊の運用経験を積ませるために行っている面が大きいのだ。帰き還かん後に任せたい仕事も山ほどある以上、ここで待ったをかけるのは上官として必然だった。

「サフィーダ二等兵の生存可能性については、当時の責任者に話を聞くなどしてこちらでも検証してみます。現在、捜そう索さくにはどれほどの兵を回していますか？」

「……騎き兵へいと歩兵を一個小隊ずつ、だが……」

「現時点で、追つい跡せき開始からの経過時間は？」

「……おおよそ一時間……」

　騎き兵へいを用いた上でその経過時間ということは、すでに相手の足取りを見失っていることになる。イクタは決断した。即そく時じ解決が見み込こめない以上、さらなる増員は許可できない。

「では、それ以上は一兵たりとも回さないでください。計画通りに配給を進めて、予定通りの日時に帰き還かんを。……引き続き、よろしくお願いします」

　反論の声はなく──しばらく経たって、イクタは無言のまま通信を切った。







　土つち埃ぼこりを巻き上げて駆かけていく騎き兵へいの群れ。草くさ薮やぶに覆おおわれた道沿いの窪くぼ地ちに、その様子をじっと窺うかがう目があった。

「……どうだ？」

「……馬がいっぱい走ってった。こっちには気付いてないと思う」

　幼い声が窪くぼみの内側に響ひびく。騎き兵へいたちの姿が遠ざかり、小さな人ひと影かげが次々と立ち上がる。

「だってさ。よかったな、おっさん」

「……っ……」

　姿を見せたのは、それぞれの手に麻あさ袋ぶくろを抱かかえたまだ幼い子供たち。そして──彼かれらの足元に、中年の男が震ふるえながらうずくまっていた。中肉中背の体にぼろ布をまとった人物。かつての体形から大きく瘦やせこけた、元北ほく域いき鎮ちん台だい司令長官タムツークツク・サフィーダその人だ。

「にしてもなぁ……。軍に追われてるならもっと早く言えよ。知ってりゃ配給なんか取りに行かせなかったのに」

　子供たちの中でリーダー格を務める、いちばん年長の少女がそうつぶやく。他の子供たちもわらわらとサフィーダに近寄った。

「ねーねー、何やらかしたの？」「さつじん？　ごーとー？」「おっさん、実は大悪党だったり？」

　悪意も遠えん慮りよもない質問を矢や継つぎ早ばやに浴びせる子供たち。そんな様子を横目に、リーダーの少女はサフィーダが持ってきた麻あさ袋ぶくろの中身を覗のぞき込こむ。

「麦は予定の半分、か。……ま、途と中ちゆうで捨ててこなかっただけ上出来だね。よく頑がん張ばったよおっさん」

　そう言いながら、うずくまった男の肩かたをぽんぽんと叩たたく。それでようやく危機が去ったことに気付き、サフィーダがおそるおそる顔を上げた。

「さ、帰るぞ！　おっさんは一回休み！　お前ら荷物持て！」

「はーい！」「りょーかい！」「めしー！　はやくかえってめしー！」

　元気よく声を上げる子供たち。その勢いに手を引かれるようにして、男はよろよろと窪くぼ地ちの底から身を起こした。







　──自分がこの状じよう況きように至るまでの経けい緯いを、サフィーダはよく覚えていない。

　軍事裁判で極きよつ刑けいを言いい渡わたされてからの記き憶おくは、彼かれの中でぼんやりと霞かすみがかっている。ただひとつ鮮せん明めいなのは、第一級戦犯の咎とがで銃じゆう殺さつと、自分の末路を告げられた瞬しゆん間かんから始まった恐きよう怖ふの感情だけだ。

　獄ごく中ちゆうでの日々を、彼かれはひたすらに怯おびえて過ごした。刑けいを執しつ行こうする日取りは本人に伝えられず、今日にも処しよ刑けい台だいに連れて行かれるのではという不安が毎日続いた。看守が食事を運んでくるたびにその足音に怯おびえ、床ゆかにうずくまって自分が連れて行かれないことだけを祈いのった。

　そんな毎日がどれだけ続いたかも分からなくなった頃ころ、彼かれが予想もしなかった異変が起こった。看守の気配がなくなったのだ。待てども食事は来なくなり、声を上げても何の反応も返らなくなった。しんと静まり返った地下の独どく房ぼうで、わけも分からずサフィーダは思った。──逃にげるなら今しかない、と。

　彼かれは必死になって鉄てつ格子ごうしを蹴けった。本来その程度で壊こわれるような作りではなかったが、第一級戦犯のための独どく房ぼうは長らく使われる機会がなく、そのために見えないところで老ろう朽きゆう化かが進んでいた。結果、二昼夜かけて蹴けり続けたところ、人一人が辛かろうじて通れる程度の隙すき間まが空いた。元々のサフィーダの体形では引っかかっていたろうが、獄ごく中ちゆう生活で瘦やせていたことが功を奏した。

　ほうほうの体ていで地上に出ると、分ぶん裂れつしたふたつの陣じん営えいによって、基地は混乱のさ中にあった。帝てい国こく兵たちは敵味方に分かれて銃じゆう口こうを向け合い、基地全体の統制は失われ、脱だつ走そうした彼かれを見み咎とがめる者はいなかった。それがレミオン派によるクーデターの結果だと知ったのはずいぶん後のことだ。

　ともあれ、千せん載ざい一いち遇ぐうの機会に恵めぐまれて、サフィーダはひそかに脱だつ獄ごくを果たした。行く当てのない彼かれの放ほう浪ろうは、そこから始まった。





＊






「……その話、間ま違ちがいないんだね？」

　宮きゆう殿でんの執しつ務む室しつ。机で書類と向き合う傍かたわら、イクタは例の件についての報告を受けていた。ヨルガはこくりとうなずいた。

「オマエからの要よう請せいを受けて、レミオン大将が当時の看守たちから確かく認にんを取った。……責せき任にん逃のがれのための口裏合わせで、処しよ刑けいは執しつ行こうされたことになっていただけ。少なくとも内乱のどさくさで、サフィーダ二等兵が脱だつ獄ごくしていたことまでは間ま違ちがいないようだ」

　と、明らかになった事実をそのまま告げる。黒くろ髪かみの青年はため息をついた。

「それで今日まで潜せん伏ぷく生活を続けていた、か。……筋は通るね。北ほく域いきならともかく、中央じゃ北ほく域いき鎮ちん台だい元司令長官の顔を知る者も少なかっただろうし」

「ボクはその人物を知らない。生存していた場合、リスクのある相手なのか？」

　だとすれば放置は出来ない。気がかりに思って尋たずねたヨルガだが、イクタはあっさりと首を横に振ふってみせる。

「僕ぼくやサザルーフ准じゆん将しようを始め、当時の関係者を逆さか恨うらみしている可能性はあるだろうけど──際きわ立だって危険視するほどの理由はないよ。とっくにツテもなければコネもない、本人の求心力も皆かい無むに近い以上、大きなことは何もできないと考えていい。身の上がバレないように隠かくれて細々と生きていくのが精いっぱいだろう。

　だから、問題はむしろ、それをサザルーフ准じゆん将しようが見つけてしまったことのほうだね……」

　彼かれが物もの憂うげに口にした瞬しゆん間かん、机の上のクスが着信を知らせた。説明の言葉を選びながら、青年は通話に応じる。

「……はい。こちらソロークです」

「サザルーフです。サフィーダ二等兵の件について、何か裏付けは取れましたか」

　開口一番、硬かたい声でそう問われる。イクタも回り道なく答えを口にした。

「……はい。結論から言って、サザルーフ准じゆん将しようが遭そう遇ぐうした人物は、タムツークツク・サフィーダ本人である可能性が高いと思われます」

「──やはりか！」

「内乱のどさくさで脱だつ獄ごくしていたのを、当時の看守たちが口裏を合わせて黙だまっていたようです」

　イクタの説明を境に、サザルーフの声が決意を帯びた。

「元げん帥すい閣かつ下か。……重ねてのお願いになりますが。捜そう索さくの人出を増やさせてはもらえませんか」

「……気持ちは分かります。けれど、いまサフィーダ二等兵の確保を急いだところで益は何もないんです。その辺りは今、ただでさえ身元の不確かな人々で溢あふれかえっているはず。潜せん伏ぷくに向いた集落や地形も多い。人海戦術で探し回るにせよ、地道に目もく撃げき証言を取るにせよ、一日や二日で済むとは思えません」

「百も承知です。だから、ここでの任務を終える日までで構いません、本隊から一個大隊を捜そう索さくに回させてください。配給のほうは人員の配置を組くみ替かえて予定通りに終わらせます。帰き還かんの日程は決して遅おくらせません」

　イクタは返答に悩なやんだ。不可能ではないにせよ、そのプランではかなりの無理を通すことになる。おいそれとうなずけるものではない。

　だが──彼かれの返事を待たず、ふいにサザルーフが敬語を止やめた。

「……なぁ。今までの戦いで、大勢死んだよな」

「……はい」

「その中には、死しんで欲ほしくない奴やつがたくさんいた。俺おれにとってもお前さんにとっても。……そんなことはお構いなしに死んでいく、それが戦争の現実ってやつなんだろう。俺おれも軍人だ、そこまでは受け入れているさ」

　イクタは重くうなずく。北ほく域いき動どう乱らんの戦場で、その後の海戦で、続くクーデターで──その現実を、彼かれらは何度となく目にしてきている。まぶたに焼き付いて離はなれないほどに。だが──だからこそ。

「でもよ。そういう連中ばかり先に死んでいって、いちばん死ななきゃいけない奴やつだけが生き残ってるってんなら──認められねぇよ。そんなもん、ただの悪夢じゃねぇか」

　だからこそ、サザルーフはここで譲ゆずれない一線を口にする。善人も悪人も区別なく死んでいく──それが戦場の現実だと認めよう。けれど、それ以下は頑がんとして許さない。センパ・サザルーフという軍人にとって、それはただひとつ譲ゆずれない矜きよう持じ。

「死んだ部下たちは戻もどって来こない。だったらせめて、俺おれはあいつらの死に帳ちよう尻じりを合わせたい。それが弔とむらいになると信じて、今日までやって来た」

「…………」

「だから──頼たのむよ、イクタ中尉」

　帝てい国こく軍ぐん元げん帥すいではなく、北ほく域いきでの戦いを共に生いき抜ぬいた戦友に向かって、彼かれは求めを口にする。その重みを前に──黒くろ髪かみの青年にはついに、首を縦に振ふる以外の答えを思いつけなかった。





＊






　──自分はどこで選せん択たくを間ま違ちがえたのだろうか。

　脱だつ獄ごくして流る浪ろうの身になってから、タムツークツク・サフィーダがよく考えるようになったことだ。答えは一向に出ていない。ぼんやりと実感しているのは、どこかで致ち命めい的てきなボタンの掛かけ違ちがいがあったということだけだ。

　男の人生には常に強力な後あと押おしがあった。生家のサフィーダ家が昔から持つ貴族との繫つながりがそれであり、その特権は彼かれの歩む道から試練と呼べるものをことごとく取とり払はらった。幼少期、彼かれが望むものは口に出せばすぐに与あたえられ、邪じや魔まだと思ったものは即そく座ざに視界から除のけられた。それが特別なことだと知ったのさえ、ずいぶん後になってからだ。

　ある程度育って文字が読めるようになると、彼かれは軍記に興味を持って読みふけった。本の中で語られる軍人たちの勇ましい姿、名将として後世に名を遺のこす英えい雄ゆうたちの活かつ躍やくに、時間を忘れて心こころ躍おどらせた。文ぶん献けんに記される内容のどこまでが史実で、どこまでが創作か──そんなことは当時の彼かれには関係がなかった。そして当然のように、将来は自分もこうなるのだと思った。なりたいではなく、なるのだと。なれない可能性については考えもしなかった。望んだものが得られないという経験を、彼かれは余りにも知らずに育った。

　とある日の夕ゆう餉げの席、彼かれが軍人になりたいという希望を何気なく両親に伝えると、父と母はその実現に向かって速すみやかに根回しを始めた。事を成すに当たって貴族たちの後うしろ盾だてを得ることは彼かれらにとって当たり前であり、この時もそれは期待以上の形で実現した。帝てい国こく軍への影えい響きよう力りよくを確保しておきたいと望む貴族たちは、そのためにひとりでも多く首輪の付いた軍人を欲ほつしていたのだ。

　以後、タムツークツク・サフィーダの夢は彼かれひとりのものではなく、多くの貴族たちの企くわだてを載のせた一大事業になった。本人の与あずかり知しらぬまま。

　富ふ裕ゆうな両親のもと、常に優すぐれた教育環かん境きように置かれていたこともあり、同年代の少年たちと比べて彼かれの頭は決して悪くなかった。だが、高等士官試験合格を目指すとなれば、多少頭がいい程度ではまるで足りない。

　合格に向けて勉強を続ける過程で、彼かれは生まれて初めて困難というものに突つき当あたった。国内に数多くいるライバルたちを押おしのけて合格することは簡単ではない。すぐにそう悟さとった。

　しかし、その事実に、彼かれはむしろ奮起した。軍記で描えがかれる軍人たちは皆みな、直面した困難へ果か敢かんに挑いどみ乗のり越こえている。ならば自分にも同じことが出来るはずだと思った。この試験は自分にとって最初の戦いなのだと、そう己おのれを奮い立たせて勉学に励はげんだ。──事実、彼かれはよく頑がん張ばった。試験を控ひかえた時期には、筆記に限れば、合格者の下限に引っかかってもおかしくない程度の学力を身に着けてさえいたのだから。

　やがて一次試験の当日を迎むかえ、すさまじい緊きん張ちようの中で彼かれは戦いに臨のぞんだ。これまでに積み重ねてきた全てが問われる、そう思うとペンを持つ手が震ふるえた。それをなにくそと闘とう志しで打ち消して答案を埋うめていった。力を入れすぎて、途と中ちゆうで何度か答案を破いたりもしたが、その日までの研けん鑽さんの成果は確かに表れた。彼かれは見事に一次試験を突とつ破ぱし、二次試験の実技課題へとコマを進めた。

　だが、問題はそこで起こった。終始答案と一対一で向き合う一次試験とは異なり、二次試験では受験生同士の協調・対立が前提となる。求められる能力が一次試験とは明確に異なるのだ。もちろんサフィーダもそのための対策を積み重ねてはいた。いたにはいたが──両親が彼かれのために用意した「練習相手」の中には、彼かれと本気で意見を戦わせる者も、彼かれを本気で蹴け落おとそうとする者もいなかった。立場の差を意識して「お行ぎよう儀ぎよく」接してくる相手ばかりだった。そのことに気付かないまま、サフィーダは殺さつ気き漲みなぎるライバルたちとの本番に臨のぞんでしまった。

　結果は惨さん憺たんたるものだった。協力すべき相手とは意見がかみ合わず、かといって強ごう引いんに押おし通とおすほどの胆たん力りよくも発揮できず、ただの一度も主導権を握にぎれないまま状じよう況きように振ふり回まわされ続けた。敵対する相手の作戦にも散々にしてやられて、彼かれの所属するチームは全ぜん滅めつの憂うき目めを見た。その時に相手取った敵の中に、後の名将たるソルヴェナレス・イグセムとテルシンハ・レミオンが含ふくまれていたことも、彼かれにとって不運のひとつと言えたかもしれない。

　試験を終えて邸てい宅たくに帰ると、自分を出で迎むかえた両親とは一言も言葉を交かわさないまま、彼かれは部屋にこもって一晩中泣き明かした。挫ざ折せつを知らない少年にとって、最初の敗北の衝しよう撃げきは余りに大きかった。思おもい描えがいた理想と自分の現状とのズレに怒いかりが収まらず、そのまま数日、彼かれはほとんど飲まず食わずのまま引きこもって過ごした。気持ちの整理を付けるための時間が必要だった。




　──部屋の外から両親の歓かん喜きの声が響ひびいてきたのは、そんな矢先のことだった。




　数日顔を見せていない息子むすこの部屋のドアを叩たたいて、父と母は口々に言った。──喜べタムツークツク、合格通知が届いたぞ。すごいわ、あなたはきっと出世して大将軍になるのね──と。

　部屋から飛び出して合格通知を引ったくり、彼かれはその書面を凝ぎよう視しした。そこに記された自分の名前を見た瞬しゆん間かん──彼かれの中には、喜びも驚おどろきもなかった。ただ、ひどい違い和わ感かんだけがあった。ずっと欲ほしかったものと酷こく似じした、けれど致ち命めい的てきに異なる何かが手の中にある気がした。

　ともあれ、こうしてタムツークツク・サフィーダは高級将校への道を歩み始めた。いかなる挫ざ折せつも回り道もなく──その時もまた、彼かれが望んだ通りに。







「──おっさん。おい、おっさんてば」

　はっと我に返る。過去に沈しずんでいた男の意識が、その声で現実に浮ふ上じようする。

「な──なんだ？」

「なんだ、じゃないよ。さっきからずっと手ぇ止まってるぞ。それぜんぶ、今日の夕方までに仕上げなきゃダメなんだろ？」

　言われたサフィーダが手元を見下ろす。天てん井じようの低いあばら家の中、光ひかり精せい霊れいの灯あかりを頼たよりに、彼かれは机代わりの木箱の上で今日の仕事を行っていた。右側に積まれた便びん箋せんの山を見て、そのことを思い出す。

「あ、あぁ……そうだな……」

「たのむぜー。おっさんの稼かせぎ、けっこうデカいんだからさ。──っと、これでよし」

　天てん井じようの雨あま漏もりを直し終わると、少女はそのまま歩いてきてサフィーダの肩かた越ごしに机の上を覗のぞき込こむ。かと思えば、数秒でうめき声を上げた。

「うひゃー、あたま痛くなる……。よくこんな文字だの数字だの一日じゅう相手してられるよな。大したもんだよおっさん」

「いや、吾わが輩はいは何も、大したことはしていない……。教育を受けていれば、代筆くらいは誰だれにでも出来ることだ……」

「そうなの？　オレたちだって字は書けるけどさ、そんな長々とたくさん書けねーもん。受けてみてぇなー、そのキョーイクっての。タイヘンそうだけど、それでいろいろできるようになるんだろ？」

　話しながら、錆さびだらけの金かな槌づちを片手に、少女は隙すき間ま風かぜが吹ふき込こむ壁かべの修しゆう繕ぜんに取とり掛かかる。その様子を眺ながめながら、よくこんな場所に住んでるものだと、サフィーダは改めて家の中を見回した。いや、家──と呼んでいいものかどうか。拾ってきた板を張り合わせただけの天てん井じようと壁かべ。床ゆかには申し訳程度にむしろが敷しいてある。子供たちと違ちがい、サフィーダは膝ひざ立だちで過ごさなければならない。天てん井じようが低すぎて、立ち上がると頭をぶつけてしまうからだ。

「なるべくまともな仕事にありつきたくてさ。──もうイヤなんだよ、かっぱらいとか引ったくりで食いつなぐの。そりゃ上手うまくいけば働くよりラクだけどさ、しょっちゅう失敗して仲間が怪け我がするんだ。オレも一回がっつりやられちゃって──ほら、これ」

　そう言って服の裾すそをまくり上げると、脇わき腹ばらの辺りに痛々しい痣あざがいくつも覗のぞいた。サフィーダが顔をしかめる。相当な力で何度も蹴けられなければこうはならない。

「自前の薬草以外には薬もないし、とーぜん医者なんかにもかかれないし。でっかい怪け我がしちまったら、後はもうおっ死ちぬまで時間の問題なんだよなー」

「…………」

「ってなわけでさ、しっかり稼かせごうぜ。そうすりゃ今日もメシにありつける。メシさえ食ってりゃ生きてられる。生きてさえいりゃいいことある。そうだろ、おっさん？」

　同居人の肩かたをぽんと叩たたいて、少女はまた家の修しゆう繕ぜん作業に戻もどっていく。その背中を横目に、サフィーダはたったいま言われた言葉を反はん芻すうする。

「……生きてさえいれば、か」





＊






「──え？　め、メルーザ中ちゆう佐さ殿どのが残られるのではないのですか？」

　野外に張られた大天幕の中、突とつ然ぜんに任務の引ひき継つぎを命じられて、メトラシェ・ラーンツ中ちゆう尉いは上官にそう尋たずねた。メルーザの口からため息がこぼれる。

「そうしたいところですけど、今回は少し事情が違ちがっていまして。この場はあなたたちに任せます。私たちが戻もどるまで予定通りに配給を続けてもらいますが、大だい丈じよう夫ぶですね？」

「お、お戻もどりは、いつ頃ごろに？」

「遅おそくても三日後には。私のパートナーを置いていきますから、緊きん急きゆうの連れん絡らくがある場合は精せい霊れい通信を使いなさい。他に質問は？」

「え、えと、ええと……」

　メトラシェの顔に焦あせりが浮うかぶ。メルーザという上官のもとで働くことに安心感を覚えていたので、いきなり現場を預けられると不安になってしまう。そんな彼かの女じよの心理を察しつつも、メルーザは両手で相手の肩かたをがっしりとつかんだ。

「背筋を伸のばしなさい、ラーンツ中ちゆう尉い。この程度の現場を預かれないあなたではないはずです。いったい何を戸と惑まどう必要があるのですか」

　息を吞のむメトラシェ。ふたつの瞳ひとみにじっと見み据すえられて、彼かの女じよの中にあったわずかな甘あまえが払ふつ拭しよくされる。

「……っ、はい。任務の継けい続ぞく、確かに承うけたまわりました」

　軍人の顔になったメトラシェが敬礼で応じる。メルーザは満足げにうなずいて踵きびすを返かえし、同じ天幕の反対側にいる上官のもとへ馳はせ参さんじた。

「お待たせしました、サザルーフ准じゆん将しよう殿どの。引ひき継つぎが済みましたので、いつでも出発できます」

　机に両手を突ついて地図をにらみつける上官に、彼かの女じよはそう話しかける。サザルーフがかすかに視線を上げた。

「ああ……。だが、意外だ。俺おれが行くんだから、メルーザ中ちゆう佐さはこの場に残るとばかり思ったが」

　その言葉に、メルーザの眉まゆ根ねがぎゅっと寄る。

「……なるほど。つまりあなたは、今の自分がひとりでも大だい丈じよう夫ぶだと思っているわけですね」

「……え？」

「結構です、自分の判断が間ま違ちがっていないことがよく分かりました。──時間がもったいない。早く行動計画を立てましょう」

　一度会話を打ち切って地図を見下ろす。紙面にはすでに、捜そう索さくの候補地となる周辺の集落などに印が付けられていた。

「期限はたったの三日。騎き兵へいを動員しても、闇やみ雲くもに探し回るだけでは空から振ぶりに終わる可能性が高いでしょう。事前にある程度まで的を絞しぼる必要がありますけど、准じゆん将しよう殿どのには何か方針がおありですか？」

　副官にそう尋たずねられて、サザルーフはこくりとうなずく。

「……出くわした時の様子から見るに、まともな生活をしているようには思えない。身元もほぼ確実に偽いつわっているだろうし、そんな素す性じようの怪あやしい人間にあてがわれるのは日ひ雇やとい労働がせいぜいだ」

「あるいは物もの乞ごいやごみ漁あさり、といったところでしょうかね。……となると」

「ああ、生き延びられる環かん境きようは限られる。人口が多い場所──といっても、多少大きな村くらいじゃダメだ。身元の怪あやしい輩やからにも仕事が回ってくるレベルの、最低でもそれなりに栄さかえた町のはず」

　推測を踏ふまえて地図を見下ろす。力を入れて探すべき場所は、それで自おのずと見えてくる。

「徒歩で行ける範はん囲いで、その条件を満たす場所は限られる。最も寄よりの町から順番に洗うとしても……三日あれば、じゅうぶんに勝算があるはずだ」

「異存はありません。複数の候補地に対して部隊を分けますか？」

「いや、見落としを防ぐためにも、一か所ずつ確実に潰つぶしていきたい。非効率に思えるかもしれないが、ここはあえて固まって動こう」

「承知しました。──では、最初の目的地はここですね。すぐに出発しましょう」

　互たがいにうなずき合い、ふたりは大天幕を後にする。厳しい時間制限の中、こうしてタムツークツク・サフィーダの捜そう索さくは始まった。





＊






　サフィーダが高等士官候補生として帝てい国こく軍人になった頃ころには、戦略面よりもむしろ外交面での失敗を主な原因として、キオカとの戦せん況きようは悪化の傾けい向こうにあった。

　国境付近での衝しよう突とつは断続的に起こり、小規模な戦せん闘とうに至っては日にち常じよう茶さ飯はん事じに近かった。一度奪うばわれた戦略的にはさほどの意味のない領土を、当時の内閣はたびたび「帝てい室しつの沽こ券けんにかけて取とり戻もどす」よう軍に命じ、キオカはその執しゆう着ちやくを利用して帝てい国こく軍に長い消しよう耗もうを強しいた。結果、攻こう勢せいに入る時も守勢に回る時も、より多く損をしているのは常に帝てい国こく軍の側だった。

　しかし、そうした状じよう況きようを、当時のサフィーダはさほど悲観的には捉とらえていなかった。帝てい国こくはまだまだ国力を保っていたし、戦せん闘とうが多ければその分だけ軍人の活かつ躍やくのチャンスも増えると思ったからだ。高等士官試験での失敗が傷となって、彼かれは手て柄がらに飢うえていた。それは対外的なものばかりではなく、自分自身を理想の軍人像と一いつ致ちさせるための手段だったのだ。

　予想通り、従軍から長い時を置かずに、彼かれらにも実戦への参加が命じられた。──といっても両軍共に本気の激げき突とつではなく、大軍を見せつけて遠間から矢や弾だまを撃うち合あうだけの、いわばけん制合戦に等しい小こ競ぜり合あいだった。こうした場合、双そう方ほうとも少しでも多くの兵士を用意することが大きな威い圧あつとなるので、そのための数合わせ要員として経験に乏とぼしい尉い官かんたちにも召しよう集しゆうがかかる。隊列を乱さず兵を連れて歩き、教科書通りに横列へ展開し、正面に向かって射しや撃げきする──そこまで出来れば合格というわけだ。

　そんな茶番じみたところのある戦いではあったが、それでも戦争は戦争である。サフィーダは大いに張り切った。そこに戦場があり、敵がいる以上、自分が働く機会もきっとあるはずだと。参戦を命じられ、緊きん張ちようの面おも持もちで初うい陣じんに赴おもむく同期の士官たちの中で、だから彼かれの目だけは期待に爛らん々らんと輝かがやいていた。

　しかし、その進軍の途と中ちゆうでおかしなことが起こった。──彼かれの率いる小隊だけが、なぜか途と中ちゆうでルートを外れるよう命じられ、さらに戦線の片かた隅すみで無期限の待機を強しいられたのだ。もちろんサフィーダは反発した。そこは明らかに今回の主戦場から離はなれた場所であり、小こ競ぜり合あい程度の衝しよう突とつさえ起こるとは思えなかったからだ。しかし彼かれの意見は通らず、サフィーダの部隊はぽつんと戦場から隔かく離りされた。理り不ふ尽じんな扱あつかいに対する苛いら立だちが通り過ぎると、彼かれはむしろ焦あせりを覚えた。──やはり試験の時の失敗が響ひびいて、自分はまともに戦わせてもらえないのではないかと。

　当時の彼かれにとってどこまでも不可解だったこの措そ置ちは、しかし結果としてサフィーダの身を危険から遠ざけたとも言える。というのも──けん制合戦に終始するはずだった前線で、その予測を逆手に取ったキオカ軍が本格的な攻こう勢せいに打って出てきたからだ。油断を突つかれた帝てい国こく軍側は大だい打だ撃げきを被こうむり、さらに現場の総指揮官が倒たおれたことで、指揮系統が乱れた状態での迎げい撃げき戦を余よ儀ぎなくされた。北ほく域いき動どう乱らんの泥どろ沼ぬまほどではないにせよ、帝てい国こくの戦史において後々まで語かたり継つがれることになる悪戦である。

　大きな視点ではキオカ軍によって一方的に「してやられた」この戦いだが、より小さな視点、あるいは時間的に大きな視点で見た場合、また違ちがった意味合いを持ってくる。というのも──この悪戦の中で頭角を現し、後に名将と謳うたわれた三人の軍人がいたからだ。

　うちふたりは、先も名前が挙がったソルヴェナレス・イグセムとテルシンハ・レミオン。自分より位の高い将校たちが手をこまねいている状じよう況きよう下かで、彼かれらはそれぞれの独自性を遺い憾かんなく発揮して活路を開いた。「白兵のイグセム」と「銃じゆう撃げきのレミオン」の係けい累るいとして、従軍当初から将来を期待されていたふたりではあるが、初うい陣じんからすでに卓たく抜ばつした戦果を挙げてのけたのは見事と言う他にない。だが──そんなふたりも、当時は未いまだ年若い少しよう尉いの立場。戦略そのものに意見することは難しく、全体的な戦せん況きようは日を追うごとに悪くなっていった。

　同じ頃ころ、サフィーダとはまた違ちがった理由で戦線の後方に置かれていた、ある部隊にお呼びがかかった。こちらの配置の理由は至って単純で、日ひ頃ごろの訓練における指揮官の評価がお世辞にも高くなかったため、後方の陣じん地ちを管理する係として据すえ置おかれていたのである。戦せん闘とうへの参加については予備指定という扱あつかいだったが、本隊が思わぬ苦く闘とうを強しいられたために、こんな奴やつでもいないよりはマシとばかりに前線へ駆かり出だされたのだ。

　指揮官の名をバダ・サンクレイ。当時の階級は少しよう尉い。従軍当初から軍人らしくない言動が目立ち、仲間たちから昼ひる行あん灯どんと蔑さげすまれていた男である。──この後、彼かれの提案した作戦によって数千人の兵士が無事に撤てつ退たいを果たしたことは、帝てい国こくの戦史における偉い業ぎようのひとつに数えられる。

　一方で、そうした事件の全ては、サフィーダの与あずかり知しらないところで起こった。戦いの最初から最後まで、彼かれの部隊は戦局に対して一いつ切さい関わることがなかった。始めは蚊帳かやの外に置かれ、敵の侵しん攻こうによって危険が迫せまったとなれば、即そく座ざに中央への撤てつ退たいを命じられた。わけも分からないまま、彼かれは渋しぶ々しぶとその命令に従った。迎げい撃げき戦への参加を熱望しようにも、彼かれには前線で起こっていることが知らされていなかった。

　やがて三人の英えい雄ゆうを生んだ戦いが終結すると、国民への体面もあり、内閣はやっきになって戦せん闘とうの功労者を祀まつり上あげた。ソルヴェナレス・イグセムとテルシンハ・レミオン、そしてバダ・サンクレイには勲くん章しようが授さずけられ、その実績はほどなく一足飛びの出世へと繫つながった。

　衆しゆう人じん環かん視しの中で功績を称たたえられる同年代の英えい雄ゆうたちの姿を、彼かれも列席した式典の場で、サフィーダは歯は軋ぎしりしながら見つめていた。余りにも悔くやしかった。──どうしてあいつらだけが活かつ躍やくしたのか？　なぜ自分にはその機会さえ与あたえられなかったのか？　自分だって戦えた。彼かれらと一いつ緒しよに戦場に出てさえいれば、自分もあそこに並んでいたはずだったのに。

　そう不満を募つのらせていた矢先に──突とつ然ぜん、彼かれの名前が呼ばれた。陸軍少しよう尉いタムツークツク・サフィーダ、前に出てきて登とう壇だんせよ、と。

　呼ばれる意味がまったく分からないまま、サフィーダは同どう僚りようたちの奇き異いの視線の中を壇だん上じようへ進んだ。おずおずと出てきた彼かれに、さっきまでバダたち三人に勲くん章しようを授さずけていた高級将校は、にこりと笑いかけてこう言った。──よく戦った。貴官の功績を称たたえて、ここに勲くん章しようを授さずける。

　ぽかんとした顔で勲くん章しようを首にかけられたサフィーダをよそに、高級将校は観衆へ向き直って説明を始めた。──先の三人の活かつ躍やくは言わずもがなだが、ここにひとり隠かくれた英えい雄ゆうがいることも忘れてはならない。彼かれの部隊は主戦場から離はなれた場所にいたが、その存在によってキオカ軍の別動隊による迂う回かい戦術が防がれたのだ。彼かれらが敵を押おし留とどめていなかった場合の我わが軍の損害は計り知れない。よってここに勲くん章しようを授さずけるものである。

　サフィーダ自身も初めて耳にするそんな内容を、その高級将校は実に淀よどみなく口にした。同どう僚りようたちの疑念と戸と惑まどいの混じる視線を一身に受けながら、彼かれはその時、両親から高等士官試験合格を告げられた時と同種の違い和わ感かんを覚え──それはやがて、足元から這はい登のぼる恐おそるべき寒気となって、彼かれにひとつの直感をもたらした。

　彼かれは気付いてしまった。自分はここまで己おのれの足で来たのではない。もっと大きな、得体の知れない力に押おし流ながされて、どこかへ連れて行かれようとしているのだと──。







「──っさん。こら、ぼんやりすんなよおっさん」

　中空を見つめて立たち尽つくしていたサフィーダの足を、少女が後ろから蹴け飛とばした。

「止まってるとまた親方にどやされるぞ。代筆の仕事が取れなかったんだから、今日はこれでいかないとさ」

「あ、あぁ……」

　言われて、彼かれも現状を思い出す。今日は教育水準の高さを活いかせる仕事が見つからず、やむなく少女と一いつ緒しよに日ひ雇やといで家の解体を手伝っているのだ。他の労働者たちの視線を感じて、サフィーダは慌あわてて借り物の大おお木き槌づちを振ふり上あげた。

「……うぅっ……」

　が、振ふりかぶったところで腰こしに激痛が走り、そのまま動けなくなってしまう。それに気付いた少女が自分の作業を止めて駆かけ寄よった。

「なんだ、また腰こしいたむの？　もー、しょーがないな」

　肩かたを貸してやりながら、目立たない現場の片かた隅すみまで連れて行く。適当なところに腰こしを下ろさせると、少女はすぐに身をひるがえす。

「親方には言い訳しとくから、できれば早めに復帰してよ。オレたちのねぐらのほう、最近人さらいがうろついてるらしいからさ。なるべく早く帰ってやりたいんだ」

　そう言って再び仕事に戻もどっていく。その様子に、サフィーダは何度目かも分からず感心した。解体は力仕事だが、少女は労働者たちの間をちょこまかと忙せわしなく動き回り、労働者たちに道具を渡わたしたり足場を組み立てたりしている。彼かの女じよがいると仕事がやりやすいので、現場では重宝されているということだった。







「……なぁ。なぜお前は、吾わが輩はいの世話を焼くのだ？」

　腰よう痛つうに耐たえながらどうにか仕事に戻もどり、何度も怒ど鳴なられながら迎むかえた日にち没ぼつ。ねぐらに向かってふたり並んで歩きながら、サフィーダは隣となりの少女にふとそれを尋たずねてみた。

「？　なぜって、仲間は多いほうがいいじゃん。稼かせぎも安定するしさ」

「……。では、なぜ吾わが輩はいを仲間に入れようと思った？　身の安全を考えれば、得体の知れない大人には近付かんものだろう」

　名前すら明かしていない自分を思って、サフィーダはそう口にする。少女はんー、と唸うなって頰ほおをかいた。

「そりゃそうだけどさ。──最初に会った時のおっさんって、他の浮ふ浪ろう者しやのナワバリで残飯漁あさってボコられてたじゃん？」

「う……」

「それ見てイッパツで分かったんだよ。あ、こりゃ慣れてないなって。この暮らしのルールを知らない。ここでの生き方が分からないで、食い物も居場所もない、本当にギリギリのところにいるヤツだなって」

　返す言葉もなく、サフィーダは押おし黙だまる。少女はからからと笑いながら言葉を続けた。

「そういうヤツはね、意外と悪いことって考えないの。そうするだけの余よ裕ゆうがないから。あれこれ悩なやまないで、生き延びられそうな道が見えたら迷わず飛びつく。おっさんもそうだったろ？」

「…………」

「それに、こっちだって善意だけで仲間に入れたわけじゃないよ。声をかけたとき最初に訊きいたじゃん？　読み書きはちゃんとできるか、って。ちょうどウチにはできるヤツいなくてさ。ひとり欲ほしかったんだ。いないといろいろと不便なんだよねこれが」

　したたかにそう言った後、ふと真顔になって、少女はぽつりと口にする。

「ま、あとは──おっさんが仲間外れだったから、かな」

「……？　どういう意味だ？」

　訝いぶかしむサフィーダ。少し考えて、少女は自分の腕うでを指さした。

「ほら、見て、オレの肌はだ。ちょっと色が濃こいでしょ？　シナークの血が混ざってるんだ」

「……っ……」

「昔っから、そのせいで周りの仲間に入れてもらえなくてさ。仕方ないから、同じような仲間外れを見つけてつるむようにしてるわけ。おっさんみたいなひとりぼっちのヤツをね。そういうヤツはたいていヘンクツで気難しいけど──仲間にすると、裏切らないもんなんだよ」

　どこか嬉うれしそうに言ってのける少女。その顔を直視することが辛つらくなり、サフィーダは顔をそむけながら、切れ切れに言葉を口にする。

「……吾わが輩はいが言うのも、なんだが……」

「ん？」

「仲間の選び方は、もう少し慎しん重ちようにしろ。……偏へん屈くつで、気難しい、ひとりぼっちの極ごく悪あく人にんもいる」

　こぼれたのは、そんな自じ虐ぎやく。少女は一いつ瞬しゆんきょとんとして、それからぷっと噴ふき出だした。

「はは、なにそれ。ひょっとしておっさん、自分のこと言ってんの？」

「…………」

「あー……そういや軍に追われてるんだったっけ？　何やらかしたんだろーなー。そーだなー、基地の台所に入って夕飯つまみ食いしたとか？」

　冗じよう談だんめかして少女はそう口にした瞬しゆん間かん、ぐぅ、とふたりの腹の虫が合唱する。

「……って言ってる間に、オレたちの空腹も限界だな。──急いで帰ろうぜ、おっさん。他の連中も腹空かして待ってる」

「……ああ──」

　少女に促うながされて、サフィーダも心もち足を速める。今日の稼かせぎで何が食えるだろうか──今の暮らしに馴な染じんだ頭でそう考えて、




「──やっと見つけた」




　聞き覚えのある男の声が、その背中に、氷の槍やりのように突つき刺ささった。

「探しましたよ、サフィーダ中将閣かつ下か。何をしてらっしゃるんですか、こんな所で」

「ぁ、あ──」

　少女がぎょっとして身をひるがえす。だが──恐きよう怖ふのあまり、サフィーダは背後を振ふり向むけない。その肩かたを、異常なまでに力のこもった指先ががっしりと捕つかまえる。

「とっくに向こうへ着いてるとばかり思ってたのに、ずいぶん変なところを彷徨さまよってらっしゃる。まったく困った人だ。道を間ま違ちがえるにも程ほどがあるでしょう？」

　相手から近付いてきたことで否いや応おうなく目に入った。自分を見み据すえるセンパ・サザルーフの眼め──執しゆう念ねんと殺気を帯びて、ぞっとするほどの熱を宿した追つい跡せき者しやの瞳ひとみ。

「さぁ、戻もどりましょう。目的地まで案内します──今度こそ誤りなく」

　がちがちと奥おく歯ばが鳴る。サフィーダにとって、その言葉は人生で二度目の死し刑けい宣告に等しい。

　だが──彼かれが身動きひとつ取れずにいる中、ふたりの意表を突ついて行動に打って出た者がいた。

「──ぐっ……!?」

　突とつ然ぜんの痛みと衝しよう撃げきにサザルーフの表情が歪ゆがむ。彼かれが見下ろす先には、必死の形相で自分の手首に嚙かみつく少女の姿。

「っ──逃にげろ、おっさん！」

　それで力が緩ゆるんだ一いつ瞬しゆんの隙すきに、少女はサフィーダの背中を蹴けり飛とばした。サザルーフの腕うでにしがみついたまま、未いまだ立ちすくんでいる男に活路を示す。

「そこの路地に入れ！　道はもう覚えただろ!?　こいつらを振ふり切きるんだ──早くっ！」

　その声に背中を引っぱたかれたように、サフィーダは地面を蹴けって走り出した。サザルーフは部下ともどもその後を追おうとするが、腕うでにしがみついた少女が頑がんとして離はなれない。

「待て……っ！　おいお前、放せ！　頼たのむ、放してくれ！」

「誰だれが放すかっ！　おっさん殺す気だろおまえら！」

　そう言って、再びがぶりとつかんだ腕うでを嚙かむ。痛みに顔をしかめるサザルーフだが、下手へたに振ふり切きれば少女の歯を折ってしまいかねないという懸け念ねんがそれに勝まさった。非情に徹てつしきれず、彼かれは時間の浪ろう費ひと知りながら説得を試みる。

「勘かん違ちがいするんじゃない、あいつは罪人だ！　お前たちが庇かばうような相手じゃない！」

「あーそうかい！　オレも軍人おまえらに庇かばわれた覚えなんてないよっ！」

　相手の言葉に貸す耳など最初から少女にはない。彼かの女じよはますます強い力でサザルーフの腕うでにしがみつき、それを見かねたメルーザがふたりの間に割って入る。

「落ち着いてください、サザルーフ准じゆん将しよう！　──あなたも手を放しなさい！　それ以上はこちらも反はん撃げきしますよ！」

「やってみろ、バーカ！」

　悪態をつきながら少女が飛とび退すさる。これ以上やれば取とり押おさえられると見て、彼かの女じよも素す早ばやく逃とう走そうに移った。あっという間に路地裏に消えていく少女の姿に、サザルーフは呻うめき声ごえを上げる。

「……どうして、子供が……」

「動かないでください！　まずは傷の手当てをしますから！」

　上官の負傷を見て、即そく座ざに衛生兵を呼ぶメルーザ。が、本人は片手でそれを遮さえぎって動き出す。

「そんなの後でいい。追わなけりゃ……またあいつが逃にげちまう。追わなけりゃ……！」

　熱に浮うかされたように繰くり返かえす。その様子にメルーザは息を吞のんだ。こうした上官の姿を、彼かの女じよはこれまで一度も目にしたことがなかった。







　──参戦できなかったはずの戦争で身に覚えのない勲くん章しようを与あたえられた後も、サフィーダの不可解な出世は続いた。

　どこかで戦せん闘とうが起こって動員されるたびに、彼かれの部隊は常に前線から離はなれた場所に置かれた。そうして彼かれが手をこまねいている間に戦いは終結し、後には身に覚えのない活かつ躍やくを称たたえられる、というのがお決まりの流れだった。それらの戦績を全て真に受けるとすれば、タムツークツク・サフィーダは件くだんの三人にも劣おとらない大だい英えい雄ゆうということになる。だが──そうではないことを、本人が誰だれよりもよく知っていた。

　事ここに至ると、サフィーダも自分の置かれている立場を理解し始めていた。落ちていたはずの高等士官試験の合格、挙げた覚えのない数々の戦果、とんとん拍びよう子しというのも生ぬるいほどの出世──全ては彼かれを支し援えんする貴族たちの手回しによるものだ。当時、軍内部における影えい響きよう力りよくを確保するため、彼かれらは自分の息がかかった人間を出世させることに懸けん命めいだった。

　出世を後あと押おしするにしても、どうせなら実力の伴ともなった人間を支し援えんすべきだ、という考えもある。だが──そうした優ゆう秀しゆうな人材は、出世を果たしたところでしばしば貴族たちの手た綱づなを外れて独自に動き出してしまう。長く意のままに動うごいて欲ほしいのなら、その相手は程ほどよく無能であるに限るのだと、貴族たちは過去の経験から結論付けていた。サフィーダはそうした基準で彼かれらの駒こまに選ばれたのだ。

　はなはだ不本意ではあった。だが、サフィーダ自身、貴族たちの後こう援えんを失うのは恐おそろしかった。なにしろ最初の試験合格からその後の出世に至るまで全てが彼かれらのお膳ぜん立だてなのだ。一度そう気付いてしまうと、その特権を放り捨てることはあまりに恐おそろしかった。追い風の全てを失った後、身ひとつとなった自分に残るものを、サフィーダはついに信じ切れなかった。

　結果から言って、彼かれはその立場に甘あまんじた。彼かれ自じ身しんは何も判断する必要はなかった──上から降りてくる命令に諾だく々だくと従ってさえいれば、階級は勝手に出世の階段を登っていった。当初はその不自然さを単純に訝いぶかしんでいた同どう僚りようたちも、やがて背後にある貴族たちの企くわだてを察して、公然と彼かれを蔑さげすむようになった。貴族の走そう狗く、ハリボテの英えい雄ゆう──それがサフィーダに与あたえられた周囲からの評価だった。

　当然のように、軍内部からの反発も根強くあった。まともな良識を持つ軍人であれば、実力の伴ともなわない高級将校を組織の上層に置きたがるはずもない。

　そうした反発と貴族たちの要求がせめぎ合った末の落着点として、サフィーダの身み柄がらは北ほく域いき鎮ちん台だいへと追いやられた。「神の階きざはし」大アラファトラ山脈に守られ、山さん岳がく民族シナーク族の監かん視し以外はさしたる仕事もない場所。苦肉の策ではあったが、強しいてハリボテの高級将校を置くとすればここしかなく──水面下の交こう渉しようの末、貴族たちもその措そ置ちを吞のんだ。いくら辺境に隔かく離りされたところで、全ての高級将校には中央の会合に参加する義務と権利がある。定期的に開かれる軍議でサフィーダが自分たちの意見を代弁してくれるだけで、彼かれらにとっては上じよう首しゆ尾びだったのだ。

　そんな状態のまま、サフィーダは北ほく域いきで人生の大半を過ごした。そこに彼かれが情熱を注ぐべき対象は何もなく、長い時間をかけて彼かれの精神はゆっくりと退たい廃はいした。日常業務を部下に丸投げし、抑よく圧あつされた願望はねじ曲がって弱者へと向き、シナーク族への迫はく害がいに拍はく車しやをかけた。

　北ほく域いき鎮ちん台だい司令長官。巨きよ大だいな力に押おし流ながされた先に辿たどり着ついた、それがタムツークツク・サフィーダという男の終着だった。貴族たちの権力が作り上げた生ぬるい澱よどみに肩かたまで浸つかって──気が付けば、彼かれはもう、どこにも行けなくなっていた。







「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

　背中に追手の気配を感じながら走り続けて──気が付けば、人ひと気けのない路地裏に、サフィーダはひとり佇たたずんでいた。

「はぁっ、はぁっ……ま、まいた、のか……？」

　耳を澄すませても、追ってくる足音は聞こえない。それでようやく一息つくが──自分の置かれた状じよう況きようを冷静に顧かえりみて、サフィーダは再び恐きよう怖ふに襲おそわれる。

「どうすれば良いのだ……どうすれば……」

　今はどうにか振ふり切きったが、もちろん逃にげ切きったわけではない。一いつ瞬しゆんの遭そう遇ぐうだったが、サザルーフは部隊を連れて捜そう索さくに来ていた。どの程度の兵士を動員しているかは不明だが、すでに町の主だった出口は塞ふさがれていると見るべきだろう。

「……それに、あやつは……？」

　体を張って自分を逃にがしてくれた少女のことがサフィーダの頭をよぎる。自分は逃にげ切きれた──だが、少女が捕つかまっていたとしたらどうなるか。自分と行動を共にしていたことから、彼かの女じよはサザルーフに尋じん問もんを受けるだろう。あるいはもっと非情に、獲え物ものを狩かり立たてるための餌えさとして用いられることもあり得る。

「……っ……」

　そんな手段を選ばないと言い切れるほど、サフィーダは相手のことを知らない。彼かれが北ほく域いき鎮ちん台だいにいた頃ころ、センパ・サザルーフは数いる部下のひとりに過ぎなかった。どちらかと言えば人の好よい印象だったが、それもさっき自分に向けられた眼めを見た後では疑わしくなる。

「……うぅっ……！」

　悩なやんだ末に、サフィーダは重い足取りで来た道を引き返し始めた。少女が無事に逃にげていてくれることだけを祈いのりながら。







「──ああ、こいつか。最近よく見かけるな」

　同じ頃ころ。発見したサフィーダを再び見失ったサザルーフたちは、町の出口に網あみを張った上で、捜そう索さく範はん囲いを絞しぼるために地元の人間からの目もく撃げき情報を募つのっていた。相手の現状に対する推測は正しかったらしく、似顔絵を片手に聞きき込こみを続けていると何人かの浮ふ浪ろう者しやに尋たずねたところで当たりを引いた。

「詳くわしくは知らねぇ。俺おれたちの輪には入らねぇで、路上暮らしのガキどもとつるんでるからな。とっ捕つかまえたいってんなら、まぁ……ガキどものねぐらでも当たってみりゃいいんじゃねぇか？」

「それはどの辺りなんだ？」

　焦あせりを押おし殺ころして尋たずねながら、サザルーフは先ほど自作した簡易な地図を取り出す。相手の答えを参考に書かき込こみを行っていると、隣となりに立っていたメルーザが声を上げた。

「ひとつ訊きかせてください。この町、規模に対してやけに浮ふ浪ろう者しやの数が多いように見受けられます。昔からこうなのですか？　それとも、何か理由が？」

「ああ、それか。……半分は最近になって流れ着いた連中だ。どうも寄り集まって共同生活をしてたでっかい集団がバラけたらしくてな。その辺はあんたらの方が詳くわしいんじゃないか？」

　逆に尋たずねられた瞬しゆん間かん、サザルーフにはピンと来るものがあった。寄り集まって共同生活をしていた人々──あの太たい平へい宗しゆうまがいの集団に違ちがいない。反逆者の企くわだてによって女じよ帝ていが窮きゆう地ちに陥おちいり、それを救うためにハローマ・ベッケルが大おお怪け我がを負ったことは記き憶おくに新しい。

「あの騒そう動どうの余波なのか……」

「貧しさで親を亡なくしたか、捨てられたようなガキも多くてな。行き場のない孤こ児じが寄り集まって、町中でいくつも小集団を作ってる。その絵の男がつるんでるのも、そういうガキどもだ」

　話を聞くほどに、サザルーフの表情がどんどん苦々しくなる。……孤こ児じたちの苦境について原因を辿たどれば、そこには必ずと言っていいほど戦争があり、軍人の介かい在ざいがある。同じ帝てい国こく軍人である自分に、責任の一いつ端たんがないと言い切れるのだろうか？

「表情がころころ変わるな、軍人さん。──まぁ、俺おれに教えられるのはそんなとこだ。事情は訊きかねぇ。捕とり物ものなら好きにやってくれ」

　手を伸のばして話の報ほう酬しゆうをねだる浮ふ浪ろう者しやに、サザルーフは小こ銭ぜにと煙草たばこをひと箱丸ごと握にぎらせる。胸の内のざわつきを一向に拭ぬぐい去されないまま、彼かれは再び町の中を歩き出した。







「ふーっ、ふーっ……」

　押おし殺ころした吐と息いきが低く響ひびく。表通りにほど近い裏路地の暗がりに、男は身を潜ひそめていた。

　軍人たちの目に付かないことを祈いのりながら、おそるおそる明るいほうへにじり寄る。少女を探して引き返して来たので、すでに場所はサザルーフに見つかって逃にげ出だしたところに近い。

「……おらんのか……」

　少女の姿を求めて視線をさまよわせるが、その気配はない。声を上げて呼ぶわけにもいかず、サフィーダは頭を抱かかえた。──こうなると、いっそ一度ねぐらに戻もどるべきか？　だが待まち伏ぶせされていたら？

「──おっさん？」

　焦あせりと恐おそれのどん底にいた男に、そこで光が射さすようにして声がかかった。はっとして背後を振ふり向むけば、そこには探し求めた少女の姿。

「お、お前──無事に逃にげられたのか」

「そりゃこっちのセリフだっての。あれからさんざん探し回ったんだぞ、なんでまだこんなとこにいんだよ？」

　呆あきれた顔でそう言って、少女はサフィーダに歩み寄る。思わず全身を凝視したが、どこにも怪け我がをしていないようだと分かると彼かれはほっと安あん堵どの息をついた。そんな相手の心情は知らず、少女は首をかしげる。

「──まあいいや。とりあえず、このまま路地裏を通ってねぐらに帰ろう。町中あちこちであんたを探してる。うかつに表通りに出たら一発で捕つかまるぞ」

「……だ、だが、そこにもいずれ探しに……」

「来るだろうけど、あの辺なら隠かくれる場所はいっぱいある。町の外に通じる道はとっくに張られてたし、こうなったら粘ねばるしかないよ。おっさんが捕つかまるか、あいつらが根負けして帰るか。ふたつにひとつだ」

　強い口調でそう言ってのける少女。自分よりもよほど腹の据すわったその様子に、サフィーダはもはや言葉もない。次の一歩を踏ふみ出だせずにいる彼かれに歩み寄り、少女は迷わずその手を握にぎった。

「だから、とりあえずねぐらに帰ろうぜ。みんなメシ食わないで待ってんだよ。腹が減ってちゃ逃にげ回まわることもできないだろ？」

「……、あ……」

　そうして、手を引かれるまま歩き出す。社会に居場所を失なくした男が、孫ほども年の離はなれた孤こ児じの少女と共に歩む家路。日の当たる道を避さけて、小道から小道へと渡わたっていく。明るい世界の住人たちに、咎とがめられてしまわないように。

「…………」

「……おっさん？」

　男の両目から溢あふれるものがあった。それが何に対する涙なみだなのかも分からないまま、いつ以来とも知れず、サフィーダは恐きよう怖ふ以外の理由で泣いていた。……その様子を横目に、少女は何も言わずに前を向いた。繫つないだ手だけは決して離はなさないまま、ふたり一いつ緒しよに歩き続けた。







　人目に付かないように注意深く路地裏を進み、どうにか日にち没ぼつ前にねぐらへ辿たどり着つくと、少女は扉とびら代がわりの木の板を元気よく開けた。

「おらー、帰ったぞ。おっさんも無事だ。早くメシに──」

　暗い、しんとした室内に少女の声が響ひびき渡わたる。返事はない。いつもなら必ずうるさいほどの出で迎むかえがあるのに、息いき遣づかいさえも聞こえない。

「……？　みんな、どこ行った？」

　首をかしげる少女の隣となりで、サフィーダの背筋を嫌いやな寒気が走った。……子供たちの寄り合い所帯ということもあり、家の中はいつも散らかっている。だが──目の前のそれは、

「……荒あらされている」

「え？」

「声を出すな！」

　鋭するどくそう言うと、サフィーダは両耳の横で手を広げて耳を澄すました。少女が身じろぎする音、遠くから響ひびいてくる雑多な物音──それらに混じって聞こえる、複数の足音とくぐもった声。

「あ、おい！」

　起こっていることを直感し、物もの干ほし竿ざお代がわりに使っていた木の棒を手に取ると、サフィーダはねぐらの外へ飛び出した。捉とらえた音を辿たどっていくつかの小道を折れ──そして見つける。建物と建物の間の暗がり。ごみを満まん載さいした木箱が並ぶ場所に、複数の男に手を引かれる子供たちの姿を。

「何をしとるか、貴様らぁぁぁ！」

　怒ど鳴なりながら駆かけ寄より、男たちの顔の高さに合わせて、サフィーダは木の棒を横よこ薙なぎに振ふり回まわした。ぎょっとして後退する男たち──手の力が緩ゆるんだその隙すきを突ついて、彼かれは子供たちを一気に奪だつ還かんする。

「な、なんだてめぇ──」「このガキどもの仲間か？」

　子供たちを背後に庇かばって立つサフィーダをにらんで、男たちは訝いぶかしげにそう言った。やや遅おくれて追い付いて来た少女が、目の前の光景に息を吞のむ。

「おっさん、こいつら、人さらいだ……。この辺で最近、親のいない子供を狙ねらってうろついてるって……」

　その言葉に、サフィーダは自分の直感が正しかったことを知った。まもなく男たちも戸と惑まどいから復帰し、低い声で凄すごみ始める。

「目当ては商品になるガキだけだ、おっさんに用はねぇ。──今なら見み逃のがしてやる。ガキどもを置いてとっとと失うせな」

　どすの利きいた声でそう言って、男たちは次々とナイフを手に握にぎる。ひっと喉のどを鳴らす子供たち。そのまま数秒にらみ合ってから、サフィーダはふと、けん制に向けていた棒の切っ先を地面に下げる。

「……本当に、吾わが輩はいだけは見み逃のがしてくれるのか？」

「おっさん!?」

　悲鳴に近い声を上げてサフィーダを見る少女。男たちの口元に下げ卑びた笑いが浮うかび──その瞬しゆん間かんを狙ねらって、サフィーダは生ごみの入った木箱を思いきり蹴けり飛とばした。

「ぐぇっ!?」「て、てめぇ──！」

　ごみを浴びて怯ひるむ男たち。呆あつ気けにとられる少女の前で、サフィーダは子供たちの背中を手のひらで叩たたく。

「走れ！　全員ばらばらに逃にげろ！　誰だれが捕つかまっても決して振ふり返かえるな！」

　硬こう直ちよくが解けて一いつ斉せいに走り出す子供たち。棒を振ふり回まわして男たちをけん制し、彼かれもすぐに後を追った。子供たちの最さい後こう尾びを走っていた少女が、背後に視線をやって叫さけぶ。

「あいつら追ってくるぞ、おっさん……！」

「慌あわてるな！　大人が通れないような道を選べ！　地の利はお前たちにある！」

　そう指示された途と端たん、子供たちも自分たちの有利を思い出した。ばらばらに分かれて小道に駆かけ込こみ、そこからさらに狭せまい建物の隙すき間まへ、あるいは用水路の中へと体を滑すべり込こませる。それを見た男たちが悪態を吐ついた。人数と体格の問題で、全員はとても追い切れない。

「よし、これで──って、おっさんはどうすんだよ!?」

　最後のひとりを逃にがした後、自分自身も裏道に逃のがれようとした少女が、その懸け念ねんに思い至って声を上げる。殿しんがりを走ったまま、サフィーダは引きつった笑いを浮うかべて答えた。

「少しばかり……軍人の真似まね事ごとをな」

　そう言いながら、突つき当あたりの丁てい字じ路ろを左へ折れて──直後に壁かべへ張り付いた。釣つられて足を止める少女。追ってきた男たちが曲がり角から顔を出した瞬しゆん間かん──そこへ向かって、サフィーダは思い切り棒を薙なぎ払はらう。

「がっ──」「痛いてぇっ！　こ、この野や郎ろう……！」

「たわけ！　追つい跡せきに対しての待まち伏ぶせは兵ひよう法ほうの基本だ！」

　顔面に直ちよく撃げきを食らった男たちがたたらを踏ふみ、その隙すきにサフィーダは再び少女と共に走り出す。曲がり角を右に折れ、道みち幅はばが肩かた幅はばとほぼ変わらないような隘あい路ろに入った瞬しゆん間かん、彼かれは身をひるがえして男たちに向き直る。

「狭せまい通路は寡か兵へいに利！　長なが物ものがあればなおよし！」

　振ふり返かえるとほぼ同時、先頭の男へ棒を突つき出だす。不意を突つかれた相手の喉のどに先せん端たんが命中し、走る勢いも相まって痛打となった。たまらず喉のどを押おさえて、男が膝ひざを突つく。

「げがっ……！」「おい邪じや魔まだ、よけろ！」「通れねぇだろうが！」

　狭せまい通路でひとりが止まってしまえば、後続の全員がそこで足を止めざるを得ない。そんな男たちを尻しり目めに、サフィーダは再び踵きびすを返かえして走り出す。

「奇き襲しゆうが済んだら迷わず離り脱だつ！　数で勝まさる敵に深追いは禁物！」

「す──すげぇ！　すげぇぞおっさん！」

　追つい跡せき者しやたちを手玉に取ってのける手しゆ腕わんに少女が快かい哉さいを叫さけぶ。周りの地形を見て次の反はん撃げきを考えながら、サフィーダはハッとして隣となりを走る少女に言った。

「おい！　吾わが輩はいに付いて来てないで、お前も早く逃にげんか！」

「やなこった！　オレがいたほうが道だって──」

　強気に言いかけた言葉が途と切ぎれ、少女の顔からさっと血の気が引く。

「あ──こっち、まずい」

「何？」

　訝いぶかしんで尋たずね返かえすサフィーダ。が──行く手を遮さえぎってそびえ立つ壁かべを見た瞬しゆん間かん、答えを聞くまでもなく全てを察した。

「……い、行き止まり……？」

「引き返そう、おっさん！　今ならまだ──」

　彼かれの手をつかんで来た道を戻もどろうとする少女。だが、その行く手を阻はばむ形で、三人の男たちが凶きよう器きを手に立ちふさがった。

「やっと追おい詰つめたぜ……」「ずいぶんはしゃいでくれたじゃねぇか」

　男たちの目に殺意がみなぎる。サフィーダと少女はじりじりと後退し、どうしようもなく壁かべ際ぎわへと追おい詰つめられていく。

「お、おっさん……！」

　活路を見失った少女が震ふるえながらサフィーダに目を向ける。その視線を受けた瞬しゆん間かん、男の中で何かが決まった。

「……安心しろ」

「え？」

　一言そう告げて、すぅと息を吸すい込こむ。瘦やせた胸むな板いたが空気でいっぱいに膨ふくれ上あがり、

「吾輩はここだ！」

　頭上へ向けて、あらん限りの大声でサフィーダは叫さけんだ。少女と男たちが同時にぎょっとする中、彼かれはなおも声を張り上げる。

「吾わが輩はいはここにいるぞ、サザルーフ！　貴様が追っている相手は、第一級戦犯のタムツークツク・サフィーダはここだ！　早くやって来い！　もたもたするなァ！」

　絶体絶命の窮きゆう地ちで呼びかけたのは、あろうことか今なお自分を追い続けているはずの相手。壁かべに囲まれた狭せまい空間に声がわんわんと響ひびく中、少女が呆ぼう然ぜんと口を開く。

「な──何言ってんの？　おっさん……」

「下がっていろ。少しの辛しん抱ぼうだ」

　短くそう告げて、サフィーダは壁かべ際ぎわから一歩進み出る。少女を背後に守って立ちふさがり、手の中の棒を、まるで槍やりを構えるように両手で握にぎった。

「好きにかかって来るがいい、ごろつきども。──言っておくが、吾わが輩はいの短たん槍そう術じゆつは甘あまくないぞ」

　高等士官試験に向けて己おのれを鍛きたえた日々。それを昨日のことのように思い出し、サフィーダは迎げい撃げきの構えを取る。この期ごに及およんで抵てい抗こうの意思を見せる相手の姿に、男たちの間で怒いかりが爆ばく発はつした。

「上等だコラァッ！」







　夕暮れ時の空に響ひびいたその声を、向けられた側もまた聞き届けていた。

「──今の声は」

「あちらの方角です！」

　メルーザがすぐさま方角に当てを付け、サザルーフは部下たちと共に走り出す。だが、その胸中には腑ふに落ちないものがあった。

「わざわざ大声を上げて、こっちに存在を知らせるだと？　一体なんのつもりだ……！」

「気を付けてください、罠わなかもしれません！　入り組んだ地形では不意打ちの危険も──」

　ここしばらく暴走の傾けい向こうがある上官を先走らせないよう、メルーザが先んじて警告しておく。それを辛かろうじて聞き流さず胸に留め置きながら、サザルーフは声の主を目指して路地裏へと足を踏ふみ入いれる。

「……？　これは……」

「……争う物音が聞こえます。私たちの前に、すでに誰だれかと……？」

　奥おくへ進むほどに、怒ど鳴なり声ごえと乱らん闘とうの気配が近付いて感じられる。単なる罠わなではなく、何かしら予想外の事態が起こっていることをサザルーフは直感した。だとしても足を緩ゆるめる暇ひまはない。相手を牢ろう獄ごくへと連つれ戻もどし、部下たちの死の責任を取らせる──その一心を胸むねの奥おくに据すえたまま、彼かれは複雑に入り組んだ路地裏を駆かけ抜ぬけ、

「──ここか！」

　確信をもって彼かれが曲がり角を折れたのと、そこにいた男の胸に刃やいばが突つき刺ささったのは、ほぼ同時だった。

「──え？」







　三本のナイフがサフィーダの体を続けざまに捉とらえた。だが──その瞬しゆん間かん、軍服姿の兵士たちによって退路を断たたれていることに気付いて、男たちの顔色がさっと青ざめた。

「ぐ、軍人だと──？」「クソッ、どけどけぇ！」

　もはや他に道もなく、破れかぶれに突とつ進しんしてくる男たち。その最後の足搔あがきにも、メルーザがすぐさま対応した。

「その者たちを押おさえなさい！」

　命令に応えて、短たん槍そうを手にした兵士たちが進み出る。向けられた槍やりの切っ先に男たちが二の足を踏ふみ、その隙すきを逃のがさず兵士たちが前へ踏ふみ込こんだ。ひとりが手首を打たれて得物を取り落とし、もうひとりが利きき腕うでの付け根を突つかれて悲鳴を上げたところで、残るひとりも戦意を失って両手を上げた。

「どけっ！」

　無力化された男たちを押おしのけて道の奥おくへと踏ふみ入いっていくサザルーフ。その姿を目にしたところで、サフィーダの体を支えていた最後の糸が、ぷつりと切れた。

「……来たか、サザルーフ……」

　構えていた棒が手から落ちると同時に、彼かれは膝ひざから地面に崩くずれ落おちた。うつぶせに倒たおれた体の下、みるみるうちに広がっていく血だまりに、サザルーフの呼吸が止まる。

「────」

「おっさん！　おっさん……！」

　悲鳴を上げて駆かけ寄よった少女が、小さな体で苦労してサフィーダの体を仰あお向むけにする。そうして白日のもとに晒さらされた負傷に、少女とサザルーフは重ねて息を吞のんだ。……最後に刺さされた三か所だけではない。腕うでに肩かたに、胸に腹に──深い切り傷がいくつもちりばめられて、彼かれが倒たおれるまでの奮戦を物語っていた。

「ごろつき三人程度、いけると思ったのだがな……。自分で思った以上に、腕うでが錆さび付ついておったわ。……ごほっ……」

　言葉を追って、真っ赤な血が口から溢あふれ出だす。その容体を見て取り、メルーザが即そく座ざに指示を出した。

「出血がひどい。──衛生兵！」

　命じられた兵士たちがサフィーダに駆かけ寄より、傍かたわらにしゃがみ込こんで応急処置を始める。その様子を間近で見下ろして、サザルーフは震ふるえる声で口にする。

「……何を、やっている……」

「…………」

「何を──何を勝手に死にかけてやがるんだ。違ちがうだろう、あんたの死に方はそうじゃない。あんたに約束された死に様は、断じてそんなもんじゃない……！」

　地面に膝ひざを突つき、両手で相手の襟えり首くびをつかんで、サザルーフは叫さけぶ。

「兵に──兵に詫わびろ！　あんたが死なせた全ての部下に！　軍事裁判での裁定の通りに責を負って処しよ刑けいされろ！　それがあんたに出来る唯ゆい一いつのことだろう！　他に何ひとつ上官の務めを果たしてこなかったあんたに、ひとつだけ残された最後の義務だろうが……！」

　怒いかりと負い目に突つき動うごかされるようにして、サザルーフは叫さけびながら相手の体を揺ゆさぶる。見かねた少女が両者の間に体ごと割って入った。

「やめろ！　やめろよっ！　死んじまう、おっさんが死んじまうよ……！」

「……っ！」

　彼かれを押おしのけて、泣きながらサフィーダを庇かばう少女。その姿を目にした瞬しゆん間かん、サザルーフの胸むねの奥おくで熱にも痛みにも似た感情が渦うず巻まいた。けじめを付けるためにここに来た。目の前の男に責任を果たさせるために来たのに──なぜここで、子供に泣かれなければならないのか。

「……いいのだ。下がっていろ……」

　仰あお向むけのサフィーダが掠かすれた声を放つ。少女はびくりとして背後を振ふり向むく。

「おっさん……？」

「いいのだ。……その男には、理由がある。正当な、理由が」

　そう口にしてサザルーフを見る。まもなく応急処置を行っていた衛生兵たちがメルーザに容体を報告し、彼かの女じよはその内容を上官に耳打ちした。

「……傷が多すぎて止血さえままなりません。おそらく、もって数分……」

「────っ」

　サザルーフの顔面が苦痛に歪ゆがむ。刺さされた姿を最初に目にした瞬しゆん間かんから、その結末への予感はあった。当の本人もまた、メルーザの耳打ちが聞こえないまでも、その内容を想像してはぁと息を吐はく。

「処しよ刑けい場じようまでは、とてももたんな……」

　男がそう口にした瞬しゆん間かん、身を焦こがす怒いかりと焦しよう燥そうの中、サザルーフは半ば無意識に短たん槍そうを握にぎっていた。サフィーダの体を跨またいで真上に立ち、その胸の真ん中に槍やりの切っ先を押おし付つける。悲鳴を上げて止めに入ろうとする少女を兵士たちが押さえ付けた。

「そうだな。……それでいい」

　自分に向けられる殺意を、サフィーダはもはや拒こばまなかった。その様子がいっそうにサザルーフを困こん惑わくさせる。

　彼かれには分からない。──なぜ、相手が泣なき喚わめかないのか。軍事裁判の時にあれだけ醜しゆう態たいを晒さらした男が、どうしてこの期ごに及およんで自分の命運を受け入れられるのか。

　あまつさえ、その顔に、どこか穏おだやかな感情さえ浮うかべて──。

「……どうした、サザルーフ。殺さんのか？」

　いつまで経たっても訪おとずれない終わりに、サフィーダは怪け訝げんに思って問いかける。長い沈ちん黙もくの後、サザルーフは震ふるえる唇くちびるを開いた。

「……なぜ、その子を守った」

　兵士が取とり押おさえている少女を横目に、彼かれは低い声でそう訊きいた。サフィーダの視線が一度少女を向き、ふっと口元を緩ゆるめて──それから、頭上に覗のぞく狭せまい空を仰あおぐ。

「牢ろう獄ごくを出てから、ずっと考えておった。──吾わが輩はいは、どこで道を間ま違ちがえたのか」

「…………」

「やっと、それが分かった。いや──思い出した。久しぶりに、本当に久しぶりに。かつての自分が、何を目指していたのか……」

　語りながら、サフィーダは思う。身に覚えのない戦果、何の苦労もなく授さずけられる勲くん章しよう、一片ぺんの内実もないまま空うつろに昇のぼっていく階級──全て、求めるものとは違ちがっていた。

　試験合格を告げられた時、そんなはずはないと拒こばむべきだった。英えい雄ゆうたちに並んで表ひよう彰しようされた時、馬ば鹿かにするなと踵きびすを返かえすべきだった。貴族たちの企くわだてによって人生が押おし流ながされていく、その有り様を、自分だけは座して見守ってはならなかったのだ。

　軍記に心こころ躍おどらせた幼少のあの日々──自分が目指したものは、決して名ばかりの中将ではなかった。なるのだと心に決めたものは、断じてお飾かざりの司令長官などではなかった。

　たとえ将官に届かずとも。よしんば佐さ官かんに足らずとも。名もなき一兵卒として華はな々ばなしい名めい誉よとは無む縁えんのまま、どことも知れぬ戦場の片かた隅すみで生しよう涯がいを終えるのだとしても──。




「吾わが輩はいは──ずっと、軍人になりたかったのだなぁ」




　今日まで叶かなわなかった本当の夢。人生の最さい期ごを迎むかえようとする今、ささやかに叶かなった本当の望みを──自分が唯ゆい一いつ守まもり抜ぬいた少女の泣き顔を目に、サフィーダは口にする。

　体を張って弱き者を守ること。命を賭として理り不ふ尽じんな暴力に抗あらがうこと。

　そのために、貴族たちの後あと押おしなどいらなかった。この想おもいを胸に、自分自身の足で歩くことを決めればそれだけで良かった。そこにもっと早く気付いていれば、これほど長く無む為いの年月を過ごすことはなかったのかもしれない。他人の意図に押おし流ながされて自分を見失うことも。八つ当たりにシナークの民と虐しいたげることも。正しく軍人であった部下たちを死に追いやることも。
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「……後こう悔かいなら、遅おそすぎるだろう……」

　絞しぼり出だすようにサザルーフが口にする。遠くなっていく意識の中、サフィーダはかすかにうなずく。

「……ああ。まったくだ──」

　その会話を最後に、男は沈ちん黙もくし。首の脈に手を当てたメルーザが、やがて首を横に振ふった。

「……死にました」

「おっさんっ！」

　解放された少女が男の体にすがり付く。もはや二度と口を開くことのない亡骸なきがらを前に、サザルーフはぶるぶると全身を震ふるわせて──ずっと胸むな元もとへ突つきつけていた短たん槍そうを引く。

「……殺せなかった……」

　掠かすれた声で呟つぶやき、彼かれは思う──末まつ期ごの言葉に耳を傾かたむけるべきではなかったのだと。見つけた瞬しゆん間かんに迷わず刺さすべきだった。そうしていたなら、きっと殺せていた。大勢の部下を死なせた上官のまま、北ほく域いき動どう乱らんの戦犯サフィーダ中将として男を裁くことが出来たのだ。

「すまない……。みんな、すまない……！」

　短たん槍そうを手から落とし、サザルーフは空を仰あおいで嗚お咽えつする。メルーザがそっと歩み寄って手を握にぎった。かける言葉は見つからず──彼かれの涙なみだが止まるまで、彼かの女じよはずっとそうしていた。




　やがて町から部隊を引き上げると、サザルーフは精せい霊れいを通して元げん帥すいに報告した。──タムツークツク・サフィーダ二等兵は、民間人の少女を暴漢から守って戦死した、と。
















「撃てぇ───っ！」

　号令のもとに舷げん側そくから放たれる砲ほう弾だん、立ち上がる水柱。帝てい国こく軍ぐん旗きを掲かかげた真新しい軍ぐん艦かんが、帆ほいっぱいに風を受けて海うな原ばらを駆かける。

「面おも舵かじいっぱい──っ！」

　指揮を執とるポルミニュエ・ユルグスの声が艦かん上じように朗々と響ひびき渡わたる。だが、

「また上うわ手て回まわし!?　おいおい……！」

　その指示を聞いて、彼かの女じよの同どう僚りようであるボーム海かい尉いが船せん尾びで呆あきれ声ごえを上げる。ついで、フォアマストの下にいたヨリン海かい尉いが艦かん橋きように走ってきた。

「ちょっと、いい加減にしてよね！　さっきからキツい角度で風上に切り上がってばっかり！　操そう帆はんの手間も考えなさいよ！　ただでさえ砲ほうのほうに人手取られてるんだから！」

　同どう僚りようの口から飛び出した文句に、艦かん橋きようのポルミはきょとんと首をかしげる。

「でも、まだいけるだろ？」

「いけるいけないじゃなくて！　曲芸やってるんじゃないってゆーの！」

　難易度の高い操船ばかり要求してくる艦かん長ちように、ヨリン海かい尉いはクルーたちを代表して抗こう議ぎの声を上げる。ボーム海かい尉いも現場に駆かけつけて、そのまま三人の間で口論が始まりかけたところで、船内に続く階段から小太りの青年が駆かけ上あがって来た。

「待った、ちょっと待った！　──悪い、ボーム海かい尉い、ヨリン海かい尉い。今の航行、ポルミに頼たのんでるのはおれなんだ！」

「へ？」「なんであんた──いや、マシュー少しよう佐さ殿どのが」

　乱入してきた陸おか者ものを怪け訝げんな面おも持もちで見つめるボームとヨリン。マシューは髪かみの毛けをくしゃくしゃとかき混ぜながら答えた。

「ああ……船に爆ばく砲ほうを積んだだろ？　重さの分だけ取り回しに影えい響きようが出てるはずなんだ。それを早めに見み極きわめて欲ほしいって、ポルミには頼たのんであってさ」

　そう言って本人に視線を向けると、ポルミはにっこり笑って親指を立ててくる。マシューは苦く笑しようし、それからふたりの海かい尉いに向き直った。

「だから──あいつも、ただはしゃいでるわけじゃないんだよ。船の性能の微び妙みような変化っていうのは、際きわどい操船になればなるほど現れてくるもんだろ？　今のうちにそこを洗い出しておきたいんだ。本番で慌あわてる羽目になる前に、さ」

　と、フォローを兼かねて説明する。腰こしの低い客人に毒気を抜ぬかれて、ボームとヨリンは互たがいに顔を見合わせる。

「そういうことなら、まぁ……」「新しん艦かんの処女航海で浮うかれてるだけかと思ってた」

「はは。まぁ、それもあるだろうけど……」

　否定しきれず笑え顔がおを引きつらせる小太りの青年。彼かれらの間で会話が決着したことを見て取ると、ポルミは再び声を上げた。

「曲芸やってる理由は分かっただろ？　ってことでもういっちょ、上うわ手て回まわし準備ー！」

「またかよ！」「あーもう、調子に乗りやがって！」

　悪態を吐つきながら動き始めるふたり。キャプテン・ガルシエフの意志を継つぐ女の指揮のもと、船は再び海上を疾しつ駆くし始めた。







「……ふぅん……」

　その様子を、艦かん橋きようの片かた隅すみから見守るいくつかの影かげがあった。うちひとりは、エリーネフィン・ユルグス海軍大将だ。

「いいじゃない。だいぶサマになってきたわね」

「は、はい！　姪めい御ごであるポルミニュエ海かい尉いの指揮ぶりは、爆ばく砲ほう艦かんにおいても遺い憾かんなく発揮されております！」

　やや後ろに控ひかえていた副官が緊きん張ちよう気ぎ味みにまくしたてる。ユルグス大将は鼻を鳴らして首を横に振ふった。

「あのねぇ……アタシの前だからって、そこでポルミの名前を出す必要はないのよ。操船はクルー全員の仕事じゃないの。今日のあいつは新しい船もらってはしゃいでるだけよ」

「は──す、すみません！」

　失言を悟さとった副官が深々と頭を下げる。と、ふたりの隣となりに立っていた髭ひげの長い老人が、そこでのんびりと話に割って入った。

「とはいえ、新しい船ではしゃげる程度には自信を取とり戻もどせたようですな。何よりじゃて」

「そうでなけりゃ船を預けたりはしないわよ。『暴ぼう竜りゆう号ごう』の時と同じ醜しゆう態たいを晒さらさないよう、デッキ磨みがきからみっちり鍛きたえ直なおさせたわ。アンタのお守もりがなくても大だい丈じよう夫ぶなように、ね」

　今は亡なき暴ぼう竜りゆう号ごうの艦かん長ちようを務めた男、ラギエシー・クッチ海かい佐さに向かって海軍大将は言う。その隣となりからさらに、クッチ海かい佐さに比べていかつい印象の老将が進み出た。

「ポルミニュエ海かい尉いのことはともかく、俺おれは気に入らねぇな。せっかくの船にあんなクソ重いもん載のせやがって……。船足が落ちるじゃねぇか」

「そう言うなヒゴルム。陸おかの戦争と同様、戦いくさ艦ぶねも時代と共に進化してきた。ワシらの時代とは自おのずと違ちがってくるんじゃろうよ。戦い方も、船乗りとしての誇ほこりの在り方もな」

　旧ふるい戦友をなだめるようにそう口にするクッチ。が、そんな彼かれが、ふいにいたずらっぽい光を瞳ひとみに宿してエリーネフィンを向いた。

「新しい元げん帥すいは、なかなかの曲者くせものだと聞きますがの？」

　不意打ち気味の質問に、海軍大将は数秒置いて渋じゆう面めんで応じる。

「……そうね。あの男──『海かい賊ぞく軍ではなく、同じ帝てい国こく軍として共に戦え』とのたまいやがったわ。よりによってこのアタシに向かって」

　ユルグスとテトジリチの親族が一堂に会した場での発言は、大将の中で未いまだ記き憶おくに新しい。複雑な感かん慨がいを宿したその横顔に、クッチはからからと笑った。

「そこにあのテトジリチの坊ぼう主ずを送おくり込こまれては、大将殿どのには断れんわなぁ」

「……。借りは返しておく必要があるわね。なるべく早いうちに」

　苦い面おも持もちでつぶやく。──エルルファイ少将率いるキオカ海軍第四艦かん隊たいと鎬しのぎを削けずったニモング港沖おきでの海戦で、彼かれはマシューを始めとする「騎き士し団だん」の面々に何重もの借りを作っている。今の元げん帥すいの求めとあれば、多少の無茶は聞いてやる義理があるのだった。

「それにしても──訓練に精を出してくれるのはいいんだけど」

　その事実についてはひとまず飲のみ込こんで、ユルグス大将は再びクルーたちの様子を見つめる。誰だれもが精力的に動き回っていたが──そこでふと、艦かん上じようを見み渡わたしていたポルミとマシューの視線が合う。

「あ……」「……ん」

　ふたりは一いつ瞬しゆん見つめ合い、それから照れくさそうに小さく手を振ふった。見るからに初うい々ういしいその様子に、ユルグス大将は額を押おさえてため息をつく。

「なんとかならないのかしら、あれ？　仲がいいのは結構として、兵士たちの目に毒なんだけど」

「ちゅ、注意して参りましょうか!?」

　真に受けた副官が慌あわて気味に声を上げる。それに重ねて脱だつ力りよくしつつ、大将は肩かたをすくめた。

「……単なる軽口。いちいち反応しなくていいわよ」

「し、失礼いたしましたっ！」

「それももういいわ。アンタ、ここにいても手て持もち無ぶ沙さ汰たでしょう。少し艦かん尾びの様子を見てらっしゃい」

　そう言われて、副官の男性兵士はすぐさま艦かん尾びへと走っていく。若く落ち着きのないその背中へ、クッチ海かい佐さが懐なつかしむような視線をやった。

「新しい副官ですかの？　あれは」

「ええ。もう着任からひと月経たつのに、小こ鹿じかみたいにおどおどしてて困っちゃう。情報将校としてはじゅうぶん使えるんだけど──なかなかいないものよね。優すぐれた頭にクソ度胸を併あわせ持もったヤツっていうのは」

　そうつぶやいて、はぁ、とため息をつく。──思い出されるのはかつての日々。ついぞ物もの怖おじを知らず、いつだってふてぶてしい皮肉で応じてのけたひとりの男。ニモング港沖おきの海戦までは当たり前に隣となりにあったその姿と──しかし今後、味方として見まみえることは二度とない。

「どこかでしぶとく生きてやがるんでしょう。──ケジメは取らせるわよ、ダンミエ」

　声は鋭するどく、低く。決意の宿るエリーネフィン・ユルグスの言葉は、敵国へと繫つながる海うな原ばらに遠く響ひびいた。










　同日、新しん艦かんの処女航海を兼かねた訓練が終わった夕方。船の士官室での反省会を終えて廊ろう下かに出たマシューは、そのまま自分の船室に帰って寝しん台だいに突つっ伏ぷした。

「……つっかれたぁ……」

　海軍への赴ふ任にん初日を終えた彼かれの、それが偽いつわらざる感想だった。もちろん単純な一言ではない。新たな環かん境きよう、仕事、人間関係──そうした全てを丸一日味わって、成功も失敗も葛かつ藤とうもひとしきり済ませた上での言葉だ。

「…………」

　ついさっきお開きになった士官室での会合の後、名実ともに婚こん約やく者しやとなったポルミとは、同どう僚りようとして短い挨あい拶さつを交かわしてすぐに別れた。互たがいに時間は空いていたし、名残なごり惜おしくないと言えば噓うそになったが──だからといって、赴ふ任にん早々に浮うわついたところを晒さらすわけにはいかない。自分がここに送られた意味を、小太りの青年はしっかりと理解していた。

「……海軍に海防を丸投げしておける時期は終わった、か」

　親族会議の折に黒くろ髪かみの青年が発した言葉を、マシューは改めて思い出す。……組織の発ほつ足そくから今日に至るまで、独自性の強さはカトヴァーナ海軍の伝統であり誇ほこりだった。伝説の船乗りキャプテン・ガルシエフの生き様に立りつ脚きやくするその精神性は、しかし裏を返せば、陸軍との綿密な連れん携けいの構築を阻はばんできたとも言える。つまり──マシュー・テトジリチを海軍に送おくり込こんだイクタ・ソロークの最大の目的は、その歴史に風穴を開けることにあるのだ。

　爆ばく砲ほうに関する情報共有も、それはそれで大事である。しかし、その重要性そのものを、マシューを送おくり込こむ名目としてイクタが用いたことも明らかだ。ニモング港沖おきの海戦で作ったエリーネフィン・ユルグス海軍大将への貸しもあり、目的地までの「お客人」だった前回とは打って変わって、今のマシューは将校としての発言権と存在感を維い持じしたまま海軍に身を置いている。

「……まずは上手うまくやれってことだろ。要するに」

　小太りの青年も自覚している。この任務で自分に求められているのは、軍務における実力よりもむしろ、社交の場におけるコミュニケーション能力なのだと。陸軍の意思をスムーズに伝える窓口になることを期待されているのだ。彼かれの立場と能力があって、それは初めて可能になることだった。

「『暴ぼう竜りゆう号ごう』からの引ひき継つぎで、馴な染じみのある面めん子つが多いのは助かるけどさ。どいつもこいつも一ひと筋すじ縄なわじゃいかないし、神経がすり減るぞ、ったく……」

　ため息混じりにそうぼやいたところで、パートナーの風かぜ精せい霊れいツゥが寝しん台だいの上で着信を報しらせた。そろそろ来る頃ころかと思っていたところだ。小太りの青年は身を起こして応答する。

「──こちらマシュー・テトジリチ少しよう佐さだ」

「やあ、こんばんは我わが友マシュー。いま大だい丈じよう夫ぶかい？　婚こん約やく者しやとの熱い一夜を邪じや魔ましちゃってないかな？」

　お決まりの軽口にちょっとした安あん堵どを覚えながらも、それは表に出さず、マシューはふんと鼻を鳴らす。

「初日からそこまで図太くはなれないっての。誰だれかさんとは違ちがってな」

「はは、その分だと大変な一日だったようだね」

「まぁな……。けど、前の海戦で一目置かれてなけりゃ、今回も客人扱あつかいから始めなきゃならないところだった。そうならなかっただけマシだと思っとく」

　と、前向きに言ってのける青年。彼かれが今日まで培つちかってきた粘ねばり強づよさは、多少のアウェイ感程度でぐらついたりはしない。その頼たのもしさを通話越ごしに感じてか、イクタは嬉うれしさの滲にじむ声で会話を続けたが──数分も話すと、ふいに声の調子を落とした。

「話は変わるけど、実はちょっとした報告があってね。聞けば驚おどろくかもしれない」

「？　なんだよ？」

「つい最近、タムツークツク・サフィーダ二等兵の脱だつ獄ごくが発覚した。サザルーフ准じゆん将しようが捜そう索さくに当たって、もう事は終わっているんだけど」

「……はぁ!?　サフィーダって、あのサフィーダ中将か!?」

　あまりに予想外の報しらせに、隣りん室しつに響ひびくことも忘れてマシューの声が大きくなる。イクタが事の経けい緯いをかいつまんで説明し、彼かれは厳しい顔で腕うでを組んだ。

「……クーデターのどさくさに紛まぎれて脱だつ獄ごく、か。確かに、あの時期に囚しゆう人じんを見張ってる余よ裕ゆうはなかったな……」

「誰だれのせいとも言えない一件なんだけどね。レミオン大将は責任を感じている様子だったよ」

「あの人ならそう考えるだろうな。……で、事の顚てん末まつは？」

「うん、サザルーフ准じゆん将しようから報告があったよ。タムツークツク・サフィーダ二等兵は、自分の目の前で民間人の少女を暴漢から庇かばって戦死したと」

　事件そのものが予想外なら、その結末もマシューの想定の外だった。頭の中が疑ぎ問もん符ふで満ちるのを感じながら、彼かれは重ねて尋たずねる。

「……どういう経けい緯いでそうなったんだ？」

「僕ぼくも現場で見ていたわけじゃないから、詳くわしいことは分からないんだけどね。脱だつ獄ごくした後、どうも彼かれは孤こ児じに交じって貧ひん民みん街がいで暮らしていたらしい。今になって死んだのは、追手が迫せまる中でいっしょに暮らしていた子供が人さらいに襲おそわれて、その子供たちを助けようとした結果だそうだ」

「あのサフィーダ中将が？　命がけで子供を助けた？　……シナーク族をいじめるのが生きがいだったような人が？」

　同一人物の行いとはとても思えず、マシューは渋しぶい顔で首をかしげる。少しの間を置いて、イクタが告げた。

「ずっと軍人になりたかった。それが、彼かれの最さい期ごの言葉だったそうだよ」

「────！」

「その一件で、サザルーフ准じゆん将しようがひどく気落ちしていてね。いいっていうのに何度も頭を下げられたよ。行動計画を曲げてまで捜そう索さくしたのに、処しよ刑けい台だいに連つれ戻もどすことも、自分の手でとどめを刺さすことも出来なかったと」

「……。おれからも、後で連れん絡らくしてみていいか」

「ぜひ頼たのみたい。自分でフォローを入れるべきなんだけど、僕ぼくのほうは捜そう索さくに反対した立場でね。連れん絡らくには少し時間を置きたいんだ」

　その心境を察してうなずきつつ、マシューはなおも、サフィーダの最さい期ごの言葉を思った。

「軍人になりたかった、か。……将校の立場であれだけやらかしといて、最後の最後に何を言ったもんだかな……」

「分からないね。同じことを、僕ぼくはこれまで一度も思ったことがない」

「それはそれでおかしいっての。……普ふ通つうは最初に思うもんなんだよ。実際に見るなり軍記を読むなりしてさ。あんな風になりたい、みんなを守れる強い人間になりたいって」

　幼い頃ころの記き憶おくを掘ほり返かえして、自分の原点であるその想おもいを、マシューはさっきの言葉と重ねてしまう。

「サフィーダ中将にも、その気持ちはあったってことかな。おれと同じ気持ちが。でも、だとしたら……なんで、あんな風になっちまったんだ？」

「誰だれもが大人になっても初志を忘れずにいられるとは限らない。いや──むしろ、それはとても稀け有うなことかもしれないよ。我わが友マシュー」

　ある種の諦てい観かんをもってイクタが答える。小太りの青年にもそれは否定しえなかったが、そのまま結論とするのは躊躇ためらわれた。そこからもう一歩踏ふみ込こんで、彼かれはひとりの人間の堕だ落らくを想像する。

「……背中が、近くになかったのかな」

「ん？」

「追っていく背中が、さ。道しるべになる相手が、サフィーダ中将の近くにはいなかったのかもしれない。自分を振ふり返かえって……なんとなく、そう思った」

　ぽつぽつと口にする青年。精せい霊れいの向こうで、イクタは静かに続く言葉を待つ。

「おれにはずっと、いたからさ。ヤトリも、トルウェイも、おまえも……軍に入ってからずっとそばにいた。悩なやみがあればいつでも相談できたし、近くで活かつ躍やくを見てれば負けん気だって湧わいた。でも、ひょっとしたら……それ自体、すごく幸運なことだったのかもしれない」

　マシューは思い出す。これまで自分が生きてきた環かん境きようと、常にそこにあった仲間たちの存在を。

「もし、おまえらと親しくなかったら……おれは、今までと同じように頑がん張ばれたかな。おまえらの活かつ躍やくを、遠い世界の出来事みたいに眺ながめ続けていたら……どこかで諦あきらめてたんじゃないだろうか。自分はああはなれない。自分とは住む場所が違ちがう、って」

「…………」

「それに、さ。……サフィーダ中将は、年ねん齢れい的てきにおまえの親父おやじさんと──イグセム名めい誉よ元げん帥すいやレミオン大将とも同世代の将校だろ。交流があったかどうかは知らないけど、その三人の活かつ躍やくはずっと見てきたはずだ。自分と比べて、羨うらやんで……きっと、憧あこがれもしたはずだ」

「かもしれないね。……でも、背中を追いはしなかった」

「遠すぎたのかもしれない。……もし、親しく話せる相手だったなら。おれたちみたいに軽口を叩たたき合あえたなら。同じ人間だと思えて、追いかける気力が湧わいたかもしれない。

　少なくとも、おれはそうだった。おまえらと同じ戦場にいて、肩かたを並べて一いつ緒しよに戦っていられたから。大アラファトラの山の上でも、海の上でも……それがずっと、心の支えだった」

　小太りの青年が抱かかえてきた想おもい。それを真しん摯しに受け止めて、イクタは口を開く。

「自分のように仲間がいれば、彼かれにも違ちがった人生があったかもしれない。サフィーダ中将の来歴について、君はそう考えるんだね」

「考えちまった……ってほうが正しいかもな。的外れだと思うか？」

　不安を込こめて尋たずねるマシュー。通信越ごしに、首を横に振ふる気配が伝わった。

「いいや、一理あると思うよ。仲間の助けがあったからこそ今日まで戦えた──そう思っているのは僕ぼくも同じだからね」

　その点に惜おしみない同意を告げて、黒くろ髪かみの青年はなおも言葉を続ける。

「もちろん、本当のことは分からない。何がサフィーダ中将の人生を決定的に捻ねじ曲まげたのか、それは彼かれならざる僕ぼくたちには究極的に計り知れないことだ。出会いに恵めぐまれなかったのかもしれない、出会いを活いかせなかったのかもしれない。どこでどうすれば別の道があったのか……本人が死んだ今となっては、可能性を探さぐりようもない」

　全ては断だん片ぺん的てきな情報からの推測に過ぎない。それを自覚して、小太りの青年はうつむく。

「……無む駄だなことを考えているかな、おれは」

「馬ば鹿かを言っちゃいけない。大切なことだよ」

　思いもかけず力強い言葉が返ってきた。目を丸くするマシューに、イクタの声はなおも続く。

「全ての人間に物語はある。好ましいものかどうかは別にして、善人にも悪人にもそれはある。僕ぼくたちは軍人だから、戦場ではその事実に蓋ふたをして敵と向かい合わなくちゃならない。……でも、いつか思い出すことさえしなくなるとしたら、それはとてもとても怖こわいことだ。その時、僕ぼくたちの心は戦場に置き去りにされている」

　やがて小太りの青年も気付く。自分を含ふくむ全ての軍人への戒いましめとして、イクタはそれを口にしているのだと。

「相手に対する想像力を完全になくした時、人と人の間に残る交流の手段は戦いだけになる。だから──君はそれを大切に取っておいてよ、マシュー。……そして、出来ることなら教えて欲ほしい。同じものを、周りの誰だれかが落っことしてしまった時に」

　願いにも似た青年の言葉。その声の真しん摯しさを受け止めて、マシューは繰くり返かえしうなずき、

「……ああ、教えるよ。その時は必ず」

　誓ちかうように答えを返す。イクタの微笑ほほえむ気配が伝わった。共に生いき抜ぬいたかつての戦場から、その結びつきをより強固にして──彼かれらの心は、今も互たがいに支え合っている。










　マシューとの通話を終えてイクタが執しつ務む室しつに戻もどると、そこはハロと三人の副官たちで賑にぎわっていた。

「いや、だからなハルーゴ少しよう佐さ。職務に熱心なのはいいが、我々の分の仕事まで持っていかれては困ると言っているのだ」

「そう言わず、ここは新参の私わたくしめにお任せください！　今日まで先に働かれていた分、たまには長めの休きゆう憩けいを取るのも良いのではないかと！」

「新参の立場は私も一いつ緒しよなのですが……。何もせずにここにいるのは居い心地ごこちが悪いですし、やはり仕事を回していただきたく思います」

　顔を突つき合あわせて揉もめているのは、もっぱらメグ少しよう佐さ、ユグニ少しよう佐さ、ハルーゴ少しよう佐さの三人。特に火種になっているのがハルーゴ少しよう佐さで、イグセム派の古参であるメグ少しよう佐さとバランスを取る形で副官に登用されたレミオン派の若手だった。能力的には問題ないのだが、やる気がいき過ぎて同どう僚りようの仕事まで持っていこうとする悪あく癖へきがある。

「ええとですね、ハルーゴ少しよう佐さ。追加の仕事が欲ほしいなら一度わたしに──あ、イクタさん！」

　三人の仲ちゆう裁さいに入ろうとしたハロが、青年の帰りを見て取って顔を綻ほころばせる。それに片手を上げて答えつつ、イクタは自分の机に歩いていって椅い子すに腰こしかけた。

「その分だと、どうやら回しておいた仕事が少なかったようだね。でも安心してくれ、ここに追加が山ほどあるから」

　そう言って、机の脚あし元もとに置いてあった書類の束をドスンと載のせてみせる。その質量を目にしたハルーゴ少しよう佐さの顔が引きつった。メグ少しよう佐さがため息混じりにその肩かたを叩たたく。

「……これでもひとりでやると言い張るか？　ならば、もう私は止めないが」

「や──やりますとも！　これこそ私の望むところ！」

　もはや後には引けぬと言わんばかりに書類の束を抱かかえ込こむハルーゴ少しよう佐さ。メグ少しよう佐さの目め尻じりが一気につり上がった。

「前ぜん言げん撤てつ回かいだ、この阿あ呆ほう！　そんな無茶を止めないわけにいくか！　こっちへ来い！」

「や、やや!?　メグ少しよう佐さ、何を！　私をどこに連れて行くおつもりですか！」

「元げん帥すい閣かつ下かの邪じや魔まにならない場所だ！　ユグニ少しよう佐さ、貴官も来い！　こいつとは早めに話を付けておく必要があるぞ！」

「まったく同感ですね……。謹つつしんで同行します」

　約一名を除いて同意すると、三人はイクタに許可を取り付けて執しつ務む室しつを後にする。言い争う声が扉とびらの向こうに遠ざかるのを聞きながら、青年はひとり残ったハロに声をかけた。

「ハロ、君も今日はもう切り上げていいよ。自分の部屋でまとめたい仕事も多いだろう？」

「あ……はい。じゃあ、お言葉に甘あまえます。荷物が置いてあるので、あちらから帰りますね」

　一礼して隣となりの休きゆう憩けい所じよへと足を運ぶハロ。この執しつ務む室しつとは部屋同士で繫つながっているが、休きゆう憩けい所じよのほうにも廊ろう下かに出入りできる扉とびらがある。彼かの女じよはそこから帰宅するつもりのようだった。

　ハロの背中が隣りん室しつに消え、壁かべ越ごしにしばらく荷物をまとめる物音がした後。扉とびらを閉める音を最後に、しん──と。さっきまでの喧けん騒そうが噓うそのように、イクタの周囲に沈ちん黙もくが降りる。

「……もう、こんな時間か」

　時刻はすでに夕方。窓から差さし込こむ光は橙だいだい色いろになり、室内の調度はそれぞれの影かげを色いろ濃こく落としている。静まり返った薄はく暮ぼの執しつ務む室しつの中に、柱時計の針が時間を刻む音だけが、コツコツと規則的に響ひびき渡わたる。

「…………」

　緊きん張ちようが抜ぬけ落おちて、同時に奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんが青年を包む。──直面している仕事もなく、指示を出す相手もいない。忙せわしない日々の中にぽっかりと空いた、それはうすら寒い落とし穴のような時間。

「…………っ」

　途と端たんに、足元からぶるりと震ふるえがこみ上げる。震ふるえは膝ひざから腰こしへ、腰こしから肩かたへ、肩かたから腕うでへ。波のように這はい上あがり、イクタの全身を浸しん食しよくしていく。

「……くそ、またか……」

「イクタ──」

　彼かれの異変に気付いたクスが机の上で声を上げる。だが、そんなパートナーに対して返事さえ出来ないまま、イクタは両手で自分の肩かたをつかんだ。

「……止まれよ。震ふるえたところで、何が変わるわけでもないだろう……！」

　押おさえ込こむようにして両手に力を込こめる。が、震ふるえは収まるどころかさらに勢いを増し、さらには手足の末まつ端たんの感覚が薄うすくなり始めた。冷水に少しずつ沈しずんでいくような悪お寒かんに駆かられて、これはいけないと、イクタはとっさに机の引き出しに手をかける。

「イクタ、それは──」

　クスが再び声を上げたが、青年はそれを振ふり切きって引き出しの中の麻あさ袋ぶくろをつかみ取った。震ふるえる指で乱暴に袋ふくろの口を開け、中に詰つまった黒い干し草のようなものをひとつかみ手に取って、すぐさま口の中に放ほうり込こむ。ついで、歯は茎ぐきの粘ねん膜まくに押おし付つけるようにしてそれを嚙かみ締しめ──、

「──っ、ぐぇっ……！」

　独特の痺しびれるような感覚が広がってまもなく、劇的な吐はき気けを覚えて彼かれはえずいた。それをどうにか堪こらえて草を嚙かみ続けるが、しばらく経たっても体の震ふるえは一向に収まらない。

「……もう、嚙かんでもだめか……」

　切せつ迫ぱくした意識の中でそう判断したイクタは、引き出しの中から煙草たばこの巻き紙を取り出して机に広げた。その上にさっきの干し草を並べて、おぼつかない手つきで端はしから巻いていく。

「……はーっ、はーっ……」

　そうして出来上がった歪いびつな紙巻きを口にくわえると、彼かれは机の上の火ひ精せい霊れいに火を点つけるよう求めた。火ひ精せい霊れいはしばらく躊躇ためらったが、再び急せかされたところでやむなく火を灯ともす。目前で揺ゆらめく炎ほのおへと、イクタは口にくわえた紙巻きをゆっくりと突つき出だし──




「──こっちにしませんか」




　先せん端たんが火に触ふれる寸前。目の前に差し出された湯気の立つお茶によって、完全に動きを止められてしまった。

「……ハロ……」

　呆ぼう然ぜんと視線を上げた先に、イクタのよく知る柔やわらかい微笑ほほえみがあった。彼かれに茶ちや碗わんを差し出したまま、ハロは落ち着いた声で言う。

「飲まなくてもいいんです。匂においを嗅かぐだけでも、気持ちが落ち着きますよ」

　行動を急せかすことなく、善意を押おし付つけることなく、彼かの女じよは同じ姿勢で相手の判断を待ち続ける。そのまま長いこと、互たがいを目と目で見つめ合った末、

「……はは……。……参ったなぁ……」

　口を離はなれた紙巻きが、ぽとりと床ゆかに落ちる。それと入いれ替かわりに、両手にじんわりとお茶の温かみが広がった。力なく椅い子すに腰こしを落とし、イクタは琥こ珀はく色いろの液体を見下ろしてつぶやく。

「……とびきり格好悪いところを見られちゃった。これはさすがに、言い訳のしようがないや……」

　口からこぼれたのは、いつもの青年からは考えられないほど弱々しい声。それに胸が貫つらぬかれるような切なさを覚えながらも、ハロは努めていつもの明るさで口を開く。

「ごめんなさい、驚おどろかせちゃって。……出て行ったふりをして、わざと気配を消して隠かくれていました。わたしが普ふ通つうにそばにいると、イクタさん、気を張っていつも通りに振ふる舞まっちゃいそうだから」

　その説明を受けて、イクタの表情が苦く笑しようから自じ嘲ちようへと移り変わる。

「……兵の精神衛生を預けておいて、頼たのんだ自分が真っ先に気き遣づかわれてちゃね……」

「いいえ、わたしのほうで真っ先に目を向けたんです。……いつからなんですか？」

　思い切って一歩踏ふみ込こみ、ハロは相手の現状を尋たずねる。青年はぽつぽつと答え始めた。

「……普ふ段だんは何ともないんだよ。でも、こうやって急に仕事が途と切ぎれた時なんかにね。ふと気が緩ゆるむと、不安がこみ上げて……震ふるえが止まらなくなる。四、五か月……いや、半年ぐらい前からかな」

「その度にコカの葉を……？」

「良くないと思ってはいたけど、いちばん即そつ効こう性せいがあったもんでね……。参ったことに、この状態だとまともにペンひとつ握にぎれやしない」

　そう言って、今なお震ふるえる右手を掲かかげてみせる。続けて大きなため息をついた。

「ま──原因は分かりきってる。ありふれた心因性の症しよう状じようさ。これだけ仕事が込こみ入いってくると、僕ぼくの図太い神経もたまには悲鳴を上げるらしい。まったく自分でも驚おどろきで──」

　無理やりに冗じよう談だんめかした口調で続けようとしたところで、ハロの両手が青年の肩かたをつかむ。それで相手の言葉を止めながら、彼かの女じよははっきりと言う。

「……イクタさん。取り乱してください」

「……え？」

「冷静になっちゃダメです。どうしようもなく辛つらいときに、辛つらい自分を冷たく見下ろしちゃダメです。……周りを見てください。いま、ここにはわたしとイクタさん以外誰だれもいません。何を口にしても、どんな姿を見せても、誰だれにも咎とがめられることはないんです」

　心の箍たがの解放を促うながす言葉。それでもなお青年が身動き出来ずにいると、ハロはにっこりと笑えみを浮うかべてみせる。

「だから、ごめんなさい。今回は──ちょっと大だい胆たんにいきますね」

「え──」

　驚おどろく暇ひまもなかった。腕うでをつかまれ、有う無むを言いわせぬ力で抱だき寄よせられる。椅子を離れた体がすとんと落ち、彼かれが気付いた時には──床ゆかに膝ひざを突ついたハロの腕うでの中に、その体がすっぽりと収まっていた。

「ふふ──実は初めてですね。わたしのほうからぎゅっとするのは」

「…………」

「前の時は、イクタさんにしてもらいました。……ほんとうに温かかった。だから、今度はわたしの番です」

　そう言って、相手を抱だきしめる腕うでにぎゅっと力を込こめる。親愛に満ちた抱ほう擁よう。抵てい抗こうなど及およびもつかず、イクタはされるがまま。

「最初に断っておくと、絶対に離はなれませんからね。二時間でも三時間でも、なんなら一晩だってぴったりくっついてます。元気になったふりで誤ご魔ま化かそうとしてもダメですよ。わたし、そんなので騙だまされませんから」

「…………」

「ふふふ、これはすごい役得です。心の健康管理っていう名目で、大好きなひとを思いきりぎゅっとしていられるなんて。幸せすぎてバチが当たらないか心配なくらいです。こんな素す敵てきな仕事があっていいんでしょうか」

　相手に気を遣つかわせないよう、ハロは能天気を装よそおって言葉を続ける。軍服一枚を隔へだてて体温と鼓こ動どうが伝わる。その温ぬくもりに包まれて、イクタを締しめ付つけていた理性が静かに緩ゆるみ、




「……………………………………怖こわいんだ」




　やがて──ぽつりと。

　これまで堪こらえに堪こらえてきた弱音が、彼かれの口を突ついて出た。

「──はい」

　一いつ切さいの揺ゆるぎなく、ハロはその吐と露ろを受け止める。長らく地下を巡めぐっていた伏ふく流りゆう水すいが出口を見つけたように、青年の口から言葉が溢あふれ出だす。

「日にち没ぼつを迎むかえるたびに、その気持ちが強くなる。今しておくべきことを見落としていないか、今までやってきたことは間ま違ちがっていないか。そもそも、自分がやろうとしているのは本当に可能なことなのか──不安で不安で仕方がなくなる」

　乱れる心をそのまま口にする。彼かれにそれが許されるのは、はたして何年ぶりのことか。

「戦争と外交でキオカと渡わたり合あうこと。内政で帝てい国こくを保たせること。そして──その全てに優先して、シャミーユの心を守ること。

　最後のひとつだけに、いっそ絞しぼれるものなら絞しぼりたい。……けれど、現実的にそれは出来ない。だって、シャミーユは国民を見捨てない。皇族としての責任を決して放ほう棄きしない。自分自身を国から切きり離はなして考えるということが、彼かの女じよにはどうしても出来ない。

　似ているんだよ。あの子のそういうところは──本当に、ヤトリによく似ている」

　嗚お咽えつに等しい声でそう口にする。本心を語るほどに、全身の震ふるえが激しさを増していく。

「僕ぼくは──僕ぼくはまた、失敗するかもしれない。あのクーデターの時のように。大勢の命を巻まき込こんで事を起こした挙句、いちばん救いたい相手を救えずに終わるかもしれない。ジャン・アルキネクスに戦場で敗れてしまえば、アリオ・キャクレイに政略で後おくれを取れば、トリスナイ・イザンマに権けん謀ぼう術じゆつ数すうでしてやられれば──その想像は容よう赦しやなく現実になる」

「…………」

「そうはさせない。そんな結末に甘あまんじるつもりはない。でも──僕ぼくは、僕ぼくはもう知ってしまっている。いくら入念に備えたところで、どれほど巧こう妙みように策を巡めぐらせたところで、戦争の結果に絶対なんてものはない。理り不ふ尽じんと不条理の双ふた子ごは思いもよらない場所から僕ぼくの心臓を狙ねらっている。ほんの数日先の未来だって計り知れない──全知にも全能にもほど遠いこの頭では」

　言葉の最後はもはや絶ぜつ叫きようだった。背筋を這はい登のぼる悪お寒かんに耐たえられず、彼かれは目の前のハロの体をありったけの力で抱だきしめた。

「どうすればいい、ハロ。彼かの女じよと約束したんだ──何があってもシャミーユを守ると。絶対なんてもののない戦場に、僕ぼくは絶対に破れない約束を懸かけてしまっている。……その事実を思うたびに、胸の底から恐おそろしさがこみ上げる。血の代わりに氷水を流し込まれたみたいに、どうしようもなく体が震ふるえて止まらない……！」

　頰ほおを伝って落ちた涙なみだがハロの軍服に染しみる。相手がさらけ出した想おもいを一いつ滴てき残らず受け止めきって、彼かの女じよは耳元で静かに囁ささやく。

「よく言えましたね。……えらいです、イクタさん」

　そう伝えて、手のひらで優やさしく背中を叩たたく。彼かの女じよの頰ほおにも涙なみだが伝った。青年がどれほどの不安に耐たえてきたか──その葛かつ藤とうと苦しみを、彼かの女じよは今や、我わが事のように思い知っている。

「わたしも知っています。がんばってがんばって、誰だれよりもがんばり続けて、これ以上がんばれることなんてもう何もなくて──そこまでありったけの力を出だし尽つくしても、目指した場所に手が届かないことがある。とりわけ戦場は……前線から後方まで、そういう残ざん酷こくさに溢あふれています」

　戦場に散っていった多くの想おもい。その記き憶おくをひとつひとつすくい上げながら、ハロは言葉を続ける。

「例えば野戦病院。あそこには、処置をしても助からない人がたくさんいました。わたし自身、そういう人たちの最さい期ごを看み取とったことが数えきれないほどあります。

　……でもね、イクタさん。ひとつだけ知って欲ほしいことがあるんです。助けられなかったその人たちの口から、わたしはどんな言葉を聞いたと思いますか？」

　腕うでの中に青年の嗚お咽えつが響ひびく。自分の記き憶おくの中から、ハロは懸けん命めいに探し求める──その震ふるえを止められる力をもった言葉を。

「いろいろありました。お母さんの名前をずっと呼んでいた人がいました。残してきた恋こい人びとを想おもって泣き続けた人がいました。誰だれにともなくひたすら悪態を吐ついていた人もいました。

　でもね──いちばん多かったのは、お礼なんです」

　彼かの女じよがそう告げた一いつ瞬しゆん、腕うでの中でふと嗚お咽えつが弱まった。そこに一筋の光を見み出いだして、ハロは続きを口にした。

「もう助からないと悟さとった時。たくさんの人が、ありがとう、とわたしに言いました。わたしの無力を責めるのではなく、わたしの努力を労ねぎらってくれました。……ほんとうに優やさしい声で、感謝を伝えてくれました」

「…………」

「その時に気付いたんです。たとえ結果が伴ともなわなくても、最後まで自分を救おうとしてくれた人がいた。──多くの人にとっては、そのこと自体が救いになるんだって」

　確信をもってハロは言い切る。躊躇ためらいはなかった。それが噓うそではないことを、彼かの女じよ自じ身しんの想おもいが証明していたから。

「憶おぼえていますか、イクタさん。帰っておいでと、良い子でなくてもいいと、わたしたちに向かってそう言ってくれた時のことを。

　あの瞬しゆん間かんから、わたしはずっと救われています。今ここで突とつ然ぜん死んだとしても同じです。けど──その上で、もし。最後に口にする言葉を選ばせてもらえるなら──わたしは迷わず感謝を口にします。イクタさんに、ヤトリさんに、トルウェイさんに、マシューさんに、シャミーユ陛下に。わたしと出会ってくれたこと、仲間と呼んでくれたこと、いっしょに温かい時間を過ごしてくれたこと──その全てをありがとうと伝えて、救われたまま死んでいきます」

　そう伝えて、ハロは青年を抱だきしめる腕うでの力を強くする。胸の内に収まりきらない愛いとおしさのまま、彼かの女じよはありったけの想おもいを言葉にする。

「この先──もし、何もかも上手うまくいかなかったとしても。わたしたちのがんばりが何ひとつ結果に繫つながらなかったとしても。その時、わたしが必ず、イクタさんにかけると決めている言葉があります。

　予行演習を──ここで、させてもらってもいいですか？」

　手のひらでそっと相手の髪かみを撫なでて、彼かの女じよはそれを口にする。これまでの人生で口にした、どの言葉よりも優やさしい響ひびきで。




「お疲つかれさま。──がんばったね、イクタ」




　さながら魔ま法ほうのように。

　その声を耳にした瞬しゆん間かんから。潮が引くように、青年の震ふるえが消えていった。

「……ずるいよ、ハロ」

　ハロに体を預けたまま、イクタはそっと声を上げる。懐なつかしさとくすぐったさに、少しだけ唇くちびるをとがらせて。

「そればっかりは反則だ。だって──母さんにそれを言われて、僕ぼくが泣なき止やまなかったことは一度もないんだ」

　彼かれから震ふるえを取り去ったものは、最愛の母の記き憶おく。ハロの優やさしさに抱だかれて、彼かれは人生の最初にあった祝福を思い出す。決して消えることのないその温ぬくもりを。

「あ……」

　青年の両手がそっとハロの肩かたを押おす。預けていた体を起こし、涙なみだをぬぐった両目で、イクタはまっすぐ彼かの女じよを見つめる。

「ありがとう、ハロ。もう大だい丈じよう夫ぶ。──分かるだろう？　強がってはいないって」

　そう言って、にっと力強く笑ってみせる。それを目にして、ハロの顔に泣き笑いが浮うかぶ。

「はい、分かります。──残念です。わたしはまだまだ、ぎゅっとしていたかったのに」

　少しだけ本音の混じる冗じよう談だん。それを聞いて、イクタは無言でもう一度腕うでを伸のばし、自分からハロを抱だきしめた。彼かの女じよが自分に向けてくれたものに負けない、ありったけの親愛を込こめて。
















　──彼かれの他には誰だれも知らない。それは、もう、ずいぶん古い記き憶おく。

「──気は変わりましたか？」

　薄うす暗ぐらい地下の牢ろう獄ごくに、その声はぞっとするほど冷たく響ひびき渡わたる。だが──鉄てつ格子ごうしの向こうから返ってきた答えは、正反対に吞のん気きなものだった。

「それが、まだ考え中でね。悪いけど、もうしばらく時間をもらえるかな」

　とぼけた声で言ってのける軍服姿の男。身長は高くも低くもなく、顔だちはややエラが張って目は白目がち。全体的な佇たたずまいはくたびれた中年男性そのもの。だが──その全てと不ふ釣つり合あいな、肩かたの階級章。

「一応訊ききますが──しばらくとは、いかほど」

「とりあえず五、六年くらい。こういうのはじっくり考えてから決めたい性質たちでね」

　重ねて尋たずねた狐きつねに対して、獄ごく中ちゆうの男──帝てい国こく陸軍大将バダ・サンクレイは、悪びれもせずそう答える。トリスナイは呆あきれを込こめてため息をついた。

「このまま獄ごく中ちゆうで果てることが、あなたの望みというわけですか」

「そんな趣しゆ味みはないさ。ただ……この様子だと、死に場所を選ばせてはもらえなさそうかな」

　牢ろう獄ごくの壁かべに背中を預けてバダはつぶやく。その内容に、狐きつねは何度目とも知れず眉まゆ根ねを寄せた。

「選せん択たくならすでに与あたえたはずです。なぜ、生き延びる道を選ばないのですか？」

「ん？」

「イグセムを降くだし、新たな元げん帥すいとして次代の帝てい国こく軍を率いる──そう心に決めてくだされば、今すぐにでもそこから出して差し上げましょう。落としかけた命を拾えるばかりか、今後の地位も名めい誉よも思うがまま。拒こばむ理由が分かりません。失うものは何もなく、将として帝てい国こくの歴史に名を刻むことさえ叶かなうというのに」

　心の底から解げせないと、狐きつねは相手に表情で示す。その無理解に苦く笑しようして、バダは言った。

「名前を刻むなら墓石でじゅうぶんなのに、失うものが友の命と子供たちの未来とくればね。ちっとも釣つり合あいが取れやしないよ」

「どのような犠ぎ牲せいも物の数ではありません。帝てい国こくが真の栄光を取とり戻もどすことに比べれば」

　少しの迷いもなくトリスナイは言ってのける。その価値観に、バダはふむと鼻を鳴らした。

「きみにとってはそうなんだろうな。うん──そこにかける情熱は見事なもんだよ。今にして思えば──きみを他の腐ふ敗はい貴族たちと同列に考えて、その熱量を見誤ったこと。それがきっと、おれが今ここでこうしている理由なんだろう」

　と、他人ひと事ごとのように言ってのける。動どう揺ようはない。避さけようのない終わりを前にして、彼かれはすでにそれを受け入れていた。

「ただ、ずっと気になっていることがひとつ。──きみの願いは、本当にそれなのか？」

　と、バダは目の前の相手に分ぶん析せきの目を向ける。もはや分かりきった自分の最期よりもそちらのほうが興味深いと言わんばかりに。トリスナイの眉まゆが訝いぶかしげに寄った。

「──どういう意味ですか？」

「素そ朴ぼくな疑問だよ。古いにしえのカトヴァーナ帝てい室しつが有していた神秘の血統を現世に復活させる。そんなものが本当にあるかどうかは別にして、その実現は本当にきみの望みなのかな。おれにはどうも、もっと奥おくに本当の願望が隠かくれているように思えてならない」

　語りながら、彼かれは牢ろう屋やの隅すみに置かれた小さなテーブルに歩み寄る。相手に背中を向けたまま、なおも話は続く。

「ひとつ思い返してみて欲ほしいんだが。その願いが始まったのはいつなんだ？」

「…………」

「きみ自身の権力欲、力への志向が発ほつ端たんなら話は早い。その達成がそのまま自己実現になるんだからね。良よし悪あしはともかく願望としては素す直なおなものさ。でも──不思議なことに、きみは自分で皇こう帝ていになろうとは望んでいない。誰だれよりも強く帝てい国こくの繁はん栄えいを夢見ながら、きみは帝てい室しつと自分を同一視してはいないんだ。おれから見ると、これはとても不思議なことに思える」

　言いつつ、彼かれはテーブルの上に載のった杯さかずきに水差しから水を注いだ。と──ふと思い立ったように、その視線が上を向く。

「ああ──そうか。目的ではなく、手段なのかもしれないな」

　杯さかずきを片手に狐きつねに向き直り、相手の目を見て、バダは改めて口を開く。

「質問を変えてみようか。──帝てい国こくを繁はん栄えいに導くことで、きみは何になりたいんだ？」

　前回にも増してトリスナイの眉まゆが寄った。答えを考える以前に、質問の意図がつかめない。その反応を眺ながめつつ、バダは懐ふところから一服の包みを取り出す。

「見当外れのことを言っていると思うなら聞き流してくれていい。でも、もし引ひっ掛かかるものがあるなら──いずれじっくり考えるべきかもしれない。それはきっと、きみの人生の決定的な部分に関わることだから」

　忠告とも謎なぞかけともつかない言葉をかけながら、バダの手は小さな包みを開き、その中身をさらさらと杯さかずきの中に落としていく。その一挙一動を、トリスナイはじっと見つめている。

「話が長くなったね。これ以上は引き延ばせそうもないし、そろそろお別れだ」

　軽く揺ゆらして杯さかずきの中身をかき混ぜつつ、バダはそう口にする。手の動きに躊躇ためらいはなかった。──自分が生きていることが友の命を危あやうくすると、彼かれは最初から知っている。

「自分で言うのは気き恥はずかしいけどさ。──おれのほうは、とても佳よい人生だったよ」

　狐きつねの前で、バダははにかむように笑ってそう口にし──その表情のまま、杯さかずきの中身を一息に呷あおった。










「──……」

　男の最期の瞬しゆん間かんを見届けて間もなく、束つかの間まのまどろみから覚めて、トリスナイ・イザンマはまぶたを開けた。

「……今いま頃ごろになって、妙みようなことを夢に見るものですね」

　人ひと気けのない執しつ務む室しつの中で、彼かれは独りそうつぶやく。その口元に、夢の中と同じ不快さが浮うかぶ。

「愚おろかですよ、バダ・サンクレイ。あの時に正しい選せん択たくをしてさえいれば──いま、帝てい国こく軍ぐんを率いるのはあなた自身だったというのに」

　そう言って椅い子すから立ち上がり、窓へと歩み寄る。その視界に、宮きゆう殿でんの中を忙せわしなく歩き回る文官や軍人たちの姿が映る。

「御ご覧らんなさい。シャミーユ陛下が眠ねむりから目覚められたことで、帝てい国こくは過日の在り方を思い出しつつあります。全ては正しき道を辿たどっている。神代へ遡さかのぼる旅路の途と上じようにあって、今さら何を思おもい悩なやむことがありましょうか」

　陶とう然ぜんとした面おも持もちでそう言った後、彼かれはおもむろに椅い子すに戻もどって座すわり直す。そうして、机の上に立つ傍そば付つき精せい霊れいへと声を発した。

「こちらは大司教トリスナイ・イザンマ。──聞こえてらっしゃいますか、教皇猊下」

　そう話しかけると、少しの間を置いて、傍そば付つき精せい霊れいの口から老女の声が流れ出す。

「……ええ。よく聞こえていますよ、佞ねい臣しん」

　深い理知を帯びたその声は紛まぎれもなく、宗教国家ラ・サイア・アルデラミン宗そう主しゆイェナーシィ・ラプテスマのもの。トリスナイは満足げにうなずき、遥か遠方の相手と会話を始める。

「幸いです。この先も長く、あなたには協力してもらわなければなりませんからね。

　……ねぇ、お分かりでしょう。いずれ謹つつしんで首を差し出すとしても、それは断じて今ではないのだと。私はまだまだ支え続けたいのですよ。陛下の輝かがやきを、永霊樹カトヴアンマニニクの血統による支配を。──至し尊そんの玉座のすぐそばで」

　少しも衰おとろえぬ狂きよう気きを目に宿したまま、トリスナイは讃さん歌かを歌うようにそう告げる。傍そば付つき精せい霊れいの向こう側で教皇が沈ちん黙もくした。……遠く離はなれた地にあってなお皮ひ膚ふに感じる、その禍まが々まがしさに寒気を覚えたかのように。





〈了〉












あとがき




　気が付けば九合目まで登っていたようだ。こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。

　十三巻。この物語も、いよいよ終局間ま際ぎわです。この巻は決戦に向けた準備の巻であり、また、最後の穏おだやかな日々を描えがく巻でもあります。その他に、え、今になってこの人？　というような人物にスポットが当たったりもします。嵐あらしの前の静けさと呼ぶには騒さわがしい巻です。

　これだけ長くシリーズを書き続けていると、キャラクターたちの存在が本当に身近に感じられます。ひとりひとりの成長や変化を見届けられることが嬉うれしくてなりません。この物語を書ける幸せを嚙かみしめながら、結末へ向かって筆を進めて行こうと思います。




　ともあれ。次巻は、ついに最終巻。

　少し間は空いてしまいますが、その分だけ、シリーズの締しめくくりに相応ふさわしい内容でお届けしようと思います。

　ここまで読んでくれた皆みな様さまは、どうか楽しみに。──そして、心の準備をしてお待ちください。







　ここから先は、この巻の執しつ筆ぴつに当たってお世話になった方々に感謝の言葉を。

　イラストレーターの竜りゆう徹てつ先生。前の巻に引き続き、今回も揺ゆるぎないクオリティのイラストを描かいていただきました。絵の素す晴ばらしさのみならず、安定感のある仕事ぶりに毎回頭が下がるばかりです。

　担当編集の黒くろ崎さきさん。早めに仕上げたいと思いつつ、今回もギリギリまで粘ねばってしまいました。申し訳ない……。

　身近な友人たち。前の巻もそうでしたが、今回も多くの面で助けられました。困った時に相談に乗ってくれる友達、日ひ頃ごろから馬ば鹿か話ばなしができる友達、一いつ緒しよに楽しく遊んで騒さわげる友達──全てかけがえのない存在です。私自身も、何かをもらった分だけ返せる人間でありたいと思います。




　そして最後に。この本を手に取ってくれたあなたへ向けて、心底からの感謝を捧ささげて、この巻の結びとさせていただきます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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